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建築の図民性さ園際性乏の関係に就て

モ ト ノ ・ セ イ ゴ

建築の国民性一一一つの民朕が一つの時代 ｬ 亡持つ所の建築 ｉ Ｇｌは必すなある一つのｾｂｩｔｬする

素質を護見する。それをその建築の岡民性と呼ぶのである。然し乍ら之れが兵韓的K 建 築

の何の部分のイIIJ の形態として表はれて日るかと云ふ事を指摘する事は殆んど不可能の事に

属する。例へば介在T7}; が持つ建築l亡就いて考へでも 111Hl ，が日本建築の本貨を恥も完全に J -l-

悦ーしたものであり 、建築物姿態の利の部分が日本の似|民性 を表現して府るかと云ふ事を桁

摘する事1t 1 出来ない。 ilfg然し乍ら今各同民の持つ控築物 を地球上の色々の部分I' L 就て調べ

て見ると、アメリカ人の持つ主主築とドイツ人ｾｾ の 他 フランス人等の持つ建築と吾句 ｴ ［ 日本 人

の持つ建築主のIml 亡各特異の色調を持つ事を護比する 。 Jlfg此の特異の調子の大関: がMであ

るかを兵慌的に指適する事が川ろｾない丈である 。 人間 の ｬ 前貌が内 ｬ 前の表現で・あり、主基 Ｔ 車 ｪ が

人間内 l前の表現であると云ふ事が品質である以上各の民政の而貌氏名特異の形相がるる 如

く共各が持つ建築表現l亡特異の形相が兵力i H する事を否定する諜には行かない。

建築姿態の愛耕一一一つの民政が持つ建築の姿態は時の経過之共に鐙轄する o 此の鐙特

を名づけて様式の史的盛遜之呼ぶのである 。同一つの民肢が持つ建築の姿態もある時の経

過の後 l亡全く似てもイ・J' かえにいも のに控化する事がある。吾等の過去に於ても lI t界各問 l亡於

ても一様 ｬ 亡此の事を経験する。此の ｉ［ｬｾ りなき姿態の箆轄 を 超えて一口して ｩｬｩｌ る ｌ あるもの

を感す・る。此のある者が民朕性の本 ｾｬ と考へられる。とのある者は決して路なる物質的存

イ1:では友くして組先より体へられて血の中 l亡i J Uる1. ｦｩｬￍｾＱＱＱ 的イｻＭ，Ｈ ｉＺ て・ある事を否定する諜 ｖｌｬ ｴＱ

行か友い。

民肢の内本一一民肢と -r ，ミふ言葉て・去はされて! 日るポーの内本がイIIJ であるかと えは、事を検討

するの 1t 1 人類感の範囲でb って持々主主築家には殆んど不可能の事である。然し乍ら民政の

内記長に就てー ｊｊ は考察するのでたければ民肢と 云ふ言葉を 川ゆる事はＱＭ ＱＧ ， う ｾｴ ＺｲＮ い詳である ｄ

( ー〕 一つの民政は一つの根幹から分 111長生育したも のであると云ふ等一一之れは j誌も合則

的 ｬ 亡考へられるけれども事責今日一 つの民肢と呼ばれる ｾ ｬｬｬ Ｇｌ包含され て居る人間は決して

一つの根幹からは出て庇ない棋である 。

( ニ〉 一つの国家は一つの民政1 ' 1 : 1衣て構成されると云ふ考へ一一ーそれもー! 庄は尤もた考ヘ

ヵーであるけれども事賞金く之れを否定する。

( 三) 民政は言語に依って構成されると云ふ考へ 一一一 之れは ｊＱ ￍￊｲ Ａｬ ｊｾ 史的立場からの結論であ

って 之 れもー肢は肯定 Ａ北 米友いでもないけれども 、 ａｉ ｬ｜ ｬ の事 ｩ ｾ ｩ￮ｩｬ ｬｬ 生活を否定した品 ｖｌ ，ｪＺ ｬｾ 本の

1  VI  
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錯誤が あるもの と忠へ る。

等 々

斯くし て私はー/ノJ J 民政とは一つの精神内洛の * 1' 1 : 包含された人間の集闘で、あらねばな

らぬと云ふ結論にhflいたのであった。 伊l を吾々日本民族 l亡採って考へて見る時に il¥1と明か

に なる ｊ 践に 忠 へる。日本民政と ｈ ヂばれて居る ＱＴｾ 聞は費生の Ｇ出 初より巳に一つの恨 Ｑ 浮から ｉｦｬ ，

た枝葉ではなくして二つ或は より多 くの根幹が一つに抱擁されたものであったらしい。J 七

の全f躍を綿括するものは日本精神叉 1i J : 大和魂と呼ばれる一つの料品，'，内本で・あったのである 。

今吾々はとの魂 の ｾ ｲ ｊ 1 ' 1 : 抱擁されて生長しつ¥. ｾうる事を ｊ 五十る。叉アメ リカ の例を見るに今

日アメ リカ1iJ: 一つの民族的集閣であるけれども共の常初はフランス 人 スペイン人 、イギザ

ス人勾: の混成閤てあって人種間の闘宇ε 反日は血醒さい多くの事件を殻生した事を知って肘

る。然し乍ら今一つのアメリ b 柏市" と云ふものに統括されて日る事を感ヂる。が然し乍ら

との アメ リカ草 ｬｾｩ￯ｩｬ ，Ｇ の 内本 は避だ ｩｗｗｾ なるものであって 現時 ￭Ｇ ｟Ｎリカに於て桁主 平和Ａ 神 Ｂ の Ｎｦ ｬｾ 本

が奈［牲にあるかと云ふ事が感者間の問題として論議されつ ｌ あり 、 ｊｾ の結ｾとして日本の

指導的精 ｾＢ ，内 本 即 ち示， Ｇ， ながらの辺等の研究 ｉ Ｇｃ向けられつ ｌ あるとぷふのは ＱＨｬｪ (1 い事である。

ドイツ I' C於てフ ヨンス l乙於て私ば皆同様の事を鷲見す る。 即 ちドイツ9 s フラン九9 s と 'L ，

ふものを各の閣に鷲見する。

凶際性の種々相一一各の民肢が各の精神内本の中lと抱擁されて生長する時夫れに 1' 1' って

起る 問題は民族問の閣際性の問題であらねばならぬ。次にとの問題を考へて見抜 ι tAふ。

( ー〉 各の民肢が高 く城f涯を繰らして互に相敵視し|珂乍・し 、般に4ザく 11;' 不11の中にある桜に

見 へる: 場合には心にもなき ;si"を J1: し乍ら 而に は手を握り以 I'Cは爪を貯くと云ふ。之れも

つの閤際性の5症に は迫ひえにい。現下の間際関係には平)'J 之れと似通ったものがないでもない

t主に 思ふ。

( 二) 無図性主義と稿へられるも の。それは ｉｉＡ ・ ｗ ｾ 民産運動の一つの ｩｬｦｌ れの一つでＧｾうって 、

無産者には! I i l t の立P，.f(f'( 於ける国性無しと云ふ建前[ から怯| 性を起へ民鉄位: を起へて III・wの

￘ Ａｬｾ 産者が一つの闇結を形式宣らうとするものである。とのー闘の見地からは民族性と云ふも

のは全 く度外腕されて居るのである。

以上の二つは人間生存ーの扱底は闘争である と見 る烈il'C於て共通友鈷を持ってゐる所の阪|

|際性の岡極である。が然し乍ら生存の根底が|胡寄11であると比る事1 ' 1 : 1i J : 根本的錯誤がある松

である 。

( 三〕 各の民主矢は各の精品，' ，内海に抱擁され乍ら人間性の相共通するもの L 上に岡際的文化

を建設して行かうとするもの。之れは人間性の根底1iJ: ;f;lItJj古I'Cあ りとする) i J i ' から出費す る凶

際性の一つの姿で・あって 、険制。lった可決の直後から次第に m'界l亡蛾がりつ L るった問際性には

ｾ￞ｲ る素質を多分 ｋ 包んでＡ芯た桜に 忠 ふ。現時同 Ｑ｛ 際 ｊｦ ｙ ｦｩ｜Ｚｾｴ の 破綻れ民政性の護協 ｦ 呼の現象から

推して此の第三に叫ぐる 怯H知性は姿を 隠したる 如き槻ではあるが共の桜! 伝には各民肢は各



精市l' 文化を堀り下げて和協の根底の上に共同文化 を建設 し様とする企は盆々共i自享の度を

;増しつ L ある棋に見える 。豹l を根底K 持つ所の日本の精示11' 文化が今世界j主腕の目標となり

つ L あるかに見えるのは此の事を如賀K 示す事責ではあるまいか。

以上; A べ来った見地から建築に於ける民政性と間際性との開係を考へる時に問題は自ら

明瞭l亡なる様l乙思ふ。近時屯浪I' C. より或I' I . 航空路により或は文書l乞より共他一切の褒明は

事賓の上に世界の距離を短縮しつ L あり、共の結果として生活の朕態は盆々接近し 、建 築

I'C. fi Jゆる材料等も日に日 K 共通の度を増しつ¥. ｾうる事は事宜であるが 、 然し乍ら謹術が精

最l'内容の表現である以上異なれる精神文化は異なれる建築を生む語である。之等生活版況

の接近や建築材料の近似等の事責は %1と共の皮相的近接を結果する陀過ぎ友い主忠へる。

やがてうkるべき日 l亡和を根底 lと持つ所の日本精神内務が全世界 を磁ひ民族性を超え間際性

を越えて全 IIt界 が輝かしき和↑ 必の光に包まれる時がういるのではあるまいか。私の建築K 於

ける民族性を 、図際性との側係に就ての考察は今斯る境地に迄進展してしまって居るので

ある。

3  VI  
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日 本 折 衷 主 義 巴 我 園 の 建 築 運 動

西 山 :9P  

1  

建築運動とは狭主主 I'cf9! f して一般に建築文化の領域 l亡於ける運動を折してゐるゃうである 。

だが夫は只漫然主した例人的な活動や対外者からの指示陀よって行はれるものではなくて

各1/I il人が自主的に参加する辿築家肢の集国的友動きである。一般にそうした動きは夫れ

が集問的なものである以上＿ ［ ＿に歴史的必然性を持って生れてるｾるものであるが 、 そうした

自主的な様々な立志がi U舎の殻展民主J して芯: 義るる一つの) fl r'l に一致し鼠wしてqr< 時 、

共運動の力と立誌とは全く抜くべからざる存平1:となってしまふ。過去に於て i 'i くは ili 築 接

合 、nx ; は分離誠建築合J t 他枝々のill 築家集聞が; ) 7んで・米たl { ' f ，は j析の如きものであった。ブよ

れ が成功的であったにせよ不成功的であった l亡せよ 、夫 '1r が築いてるいた多くの足跡は 、い

づれも全く今日の我ill 築界 乞京づけ 、その進歩を光輝あらしめて米た師かしい一つ一つの

礎石であったのである 。

だが併し今とｾ 1亡明治以来の我建築の護述過程をふりかへってみる時、私達は県して之

等の - ; ) 7- ; t の踏石に釘してぶしい批判を輿へ 、その i'nfi なili 産をあますところなく白家

繋結 中のものと してゐるであらうか ?

泣憾ながら私は此答が満足なものでないととを女11ってゐる。

人 々は或は分離 祇 を ＳＱ ｩ り ｈ 与に工作文 化 ｬ 邸日 ｾ ｌ ｩＧｌ及ぶととがあるかも ［ ｬＺ ＱＱ れない。だがブミは底

ノをジャ ー ナリスティックなサロンのぷ題となる事があっても 、之を我現代位築が生長して

来た iT重な踏石の一々之しては多くの人は考へてゐない。否かへって我建築界の若質な設

展の表 l耐と表はれ目的えて行った泡 jぶとさへ 君子へる人が多いのではなからうか。

なる程夫は泡沫であったかも ＧＺＱＱ れぬ 。 だが 泡 ｍミが ｉｦｬ ， ぅｾるためには流れがあり 、 夫が激す

べき岩 ii fl i . があったのである 。私法は挫然と築地ホテノレ館 、日本i lHj-、朝日ピノレと云ふ刈1き

ものの内に我建築家) 晋の成長とその内的激挫の過程を知り ft} るであらうか。決してそうで

はえにい 。 私達の現イ Ｑ Ｚ にいたる過桂は 、 その様々な也事 ＱｾｴｲＨ［ｔ ， す如くあまりにも組雑であり且

特殊的なものであったので・ある。

メ ト や私達は ｩｪ 主 ＱＱＦＱ 昨日 ｴ 封 ｗ ｊ の下 ｬ 亡様々なｼ本 ｬ 刻 ｴ を千Ｇｊｪｾはされた建築界のたピ ｾ ｉ Ｚ ｱ 亡立ってゐる 。

夫 tti 我建築文化の領域 l亡於いても幾多の問題を未解決のま; . 1亡放世せしめてゐる。だがA

i主はとうした事問の下にも 、i止にその j lミしき張展を導いてi r くものでなければならない。

そ し て夫は 、日 本Ｎｊ Ｑ ￭ Ｇ ぶ 主長 と ｬ ｬｩＺ建築家 ｪ ぽの改良 ｪ 品 桂 、 そ し て亙 ｾ ｩＧｌ諸々の ｾ 築 ｪｬｬｩ 動 を通じて



護展して来た建築文化の領域 f't. jjぞける理論的成果ーの正しき把握を通じ てのみ行はれ得る

のである。

以下は之等一つ一つの泡沫の分子を検出する事によって此過程を概〈 筒 軍K スクツチし

此問題の正しき把握の供石としたいと考へる。

2  

周知の如く多分に芭封建的要素の残存の上に確立された我明治維新lモ於ける襲革の特殊

性は我間 lc::1iぞける自由民権運動の徹底的展開をさまたげ、加へるに日清日露険制、| の三大戦

乍を通じて念速に1覇市の段階K 護達した基礎傑件の上に テ. モクラシ ーは遂に我閑では支配

的原WIとなり得歩、市民的文化体統の確立される1 " 6 : かの時期さへもなくて 、文化は西敵諸

問l亡出して傾めて低い質と地位しかかち得る事が11 ¥来なかった。

一般に歴史の護展 K 於いて、後進間が先進岡の玖治経掛諸情1I 度に模すべき新らしき段階

l亡護展する際、夫等先進間の文化的遺産をも直接 l亡輸入して自己の文化の形成に役立たせ

る過程が見向されるのであるが、上ｾのやろ友事情の下では 、 かうして職入された先進岡

の文 化 的遺産も全く哨Ｉｾ的なものに鐙賀するか 、 或はその〕伝骸を止める底のものにしかな

り得ないのは首然でるった。: i ! f 築の領域lて於ても此事情は全く同一であった。

維新市初 、外人技師による洋風建築は我明治攻府の新らしい組織と制度文物を完成して

行くためのかぐべからざる建築的 't : f . 器であるかの如く考へられ建設された。前l 庖街で・さへ

銀見通煉瓦街の如 き改定が熱烈に要求されたので・あった。夫れは新しい構造法 、新しい材

料の放に新しい様式を求めたのではなく況して我建築に釘する文化的要求の一般的高まり

が導いた結果ではなく、全く新しい時代の形態をと L のへるべき明治玖府の玖治的要求か

らみちびかれた結果であった。初論かうした西洋建築術 ( 新しい生産方法〉の輸入と同時

l亡、技術= 建築阜の I陥入も明治玖府 l亡よっていち' 子くと L ろみられた。工部大串校の治家

壊は株1'1' 問慶 11 の三年後f I 月治八年間講されかくして新玖府の必要とする新らしき職人、工

人、工業士官を生むべき機構が整備されたのである。夫れは常初から工人教育 、技師の技

術的教育を前提してゐた。だが先進諮問 l亡於ける建築家は決して i{i. I J . る工人では友かった

し、建築県叉ゴ: コ: ・木二lて阜ではなかった。かくして我見1 ! 築教育は 、工人教育であり友がら

も不ｬｗｲ ｶ｣ 夫等先進同の ｊ 斤点主義的建築文化の影響下 ｬ 亡 、 ｉ ， ［Ｇｾ ｉ 築家育成より始まる多分 ｬ 亡袈術

家養成的訓練の形態を模した哨形的なものとなったのであるが 、夫は叉同時 l亡「建築文化」

の問題を形式的技巧ーの問題l亡すりかへる事を日常茶飯事とする袈術的不感症を航えつける

原閃とたったのでもあった。

此事はーに西欧的注意味ILl iぞける「文化」が我岡では確立されなかった事、之を建築の領

域にしては建築文化、 従って葱術 としての建築を把握すべき基礎の全 く未成熟である事一

一建築文化の領域に於ける新時代への脱皮が全く行はれ泣かった事( 夫にもまして我閑に

は此の聾術の「観客唐」が今に 到 るも 確宜lモ航えつけられてゐない! ) ーー と云ふ事に、そ
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して更に我建築生産が蛍初から建築家を技術者として ・形を設計する「闘案家」在して( I ! fJ 完

成された折衷主義的生産慌命IJの下に 〉牧察した事、施主や生産企業家の自 由主主らざ る使 用

人が支配的であったと云ふ事によるのであった。

此の底流の上にまづ我図のあらゆる建築文化j A 却j の特殊性が意義づけられる。従って等

しく建築運動と云はれでも 、諸先進闘でみられるものとは全く異った基礎の上に展開され

たものである事が、注目されねばならぬ。西欧諸国ではセセッシヨンにせよ夫以後の新興

建築諸運動にせよ 、夫等は多くの場合塾術= 文化運動であった。即ちすべての問題が建築

家てふ塾術家の意識の内に聾術文化的イデオロギ ーとして芥悲され、そとで問題が護展す

るのである 。之 とろが我岡では時ｼてかなり純粋たに「懇 ｱｾ ｩｊ運動たり得ても 、 夫はその故 ｴ｣ i:t 

目されるべきものであったり、或は ｊｊｾ 放 ｉ Ｇｌ泡沫的 〔 紙上型 ｦｦｬｪ 的 〉 なものでしかあり得なかっ

たりする 。夫は婆術の問題たるよりも 、むしろ生産 ・技術に到する聾術のより露骨な相断!

聞係を起貼とする主義主張をまとって笠場するものであったと云ひ得る。或は夫 lti 、既に

して整備せる・即笹神 ｪ 上 の諸潮流に到しては殆ど現 ｬｾｾｾ ｩ 操と 云はれる柔軟性をもった我建築

• • 
生産の折衷主義的措制の外側に於け る、建築家てふ室芸術家乃至技術家よりする ( 屡商峨詰-

岡の聾術運動の刺戟によって起された) 様々 な，官、宗と問題提起一一の過程として表象され

るであらう。以下梢具閥的にその殻展の過程を跡づけてみやう 。

3  

我間資本主義の第一階相確:立lとともなふ明治20
i
r'- 代の建設期 lti 、叉T . 部大串校tl'， 身の花

岡建築技 師 の肢初の活躍期であった 。 ｬｊｴ の時期 ｬ 亡入るとゃうやく ｾｩ ，次米 ｩｩＧＨ 窮の風 ｦ ｌＺｊｬ Ｎ ｪ し凶粋

傘重閤梓再検の要求が高まりつ L あのがみられる。之j しが孜が問K 於ける澗自の「建築務」

の護展の第一歩であった。

かくて此の期聞に工部大手軽校lとは日本建築の講1 ' 1そが設けられ、その専門の研究家も市川

するにいたるのである。

私達はとｾ I'L II 同案家」としての建築家の把握がつょくにじみr I '， てゐるのをまづ感やる事

が出来る。即ち我岡の建築壊は ＧｾＺＺｪ 時すで ＧＱ 乞折点 二 ＱＺ ［義的問先 ｉ ｊ の中 ｬ 亡桁 ｊ￭ Ｇｊ eされてゐた事が明瞭

に推察されるのである。

しかるに、日清日露両役 を絞てもたされた ｼ 経々たる隊 ｼ 濯の殻展は夏に夫れに ＱＧ Ｑ Ｇｾ 、公共建

築 、銀行 、合fii l:、病院等の新らしき建築家連の参加lすべき建築の次々の刊現をもたらし、

かくて我問の「建築様式」に到する兵問的なる反省の要求が提起されるに到るのである。明

治41i r三伊東博士は「建築進化の法則より見たる我邦建築の前建」てふ論述によって此の問

題K 第一石を投じたのである。博士は岱時を叙して、「所謂過i度の時代即ち暗黒時代の常態

とは云びなが ら共統ーのない様は随分甚だしいのでありまして 、恐 らく世界歴史始まって

から今日のやうた場合はまづ搾山あるまいと思はれます。質に建築家にとっては千載の-

ｾとも 云ふべき珍らしい趣味の多い重大な時であります」と云ってゐるが 、 夫はまさに金
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融資本確立に とも たにふ我資本主義の洋々たる前迭にまJす る希望にみちた訓示Eてあ った。建

築家建はまさに多幸な前途を IIR前に控えてゐた。だが彼等の懐 中には之をかざるべき遺産

にまと とに乏しかった。かくして43年「我図将来の建築様式は 如何にすべき や」て ふ討論舎

に於ける我建築界大先飛の結論は甚だ特微的なも の と友ったのであった。或は和洋折衷を

主張し 、或は建築進化設をとたへ 、或は新様式創造を説き 、或は純洋式直哀を主演するが

如き 、議論百出の版態であったが、腕する鹿夫等lri 結果に於てーの事を表現してゐた o .L'![J 

ち建築文化の貧困 と露骨友様式撰惇主義の二元論でるった。

もしも 20年代の日本建築の反省が、いまだ「図案家」的段階に於ける要請であったとすれ

ば、 と L では我建築生産の護法と 制度の整備陀裏づけられてー居鮮か友折衷主義へ と進 /-1¥

してゐ る事がみとめられる。 即 ち、明瞭に如何なる様式が「撰搾」せらるべきか と云ふ事が

品両目に論じられる のである。夫はコン 1: }レ先生の指導によって基礎を3なかれた我建築生

産の折衷主詩的持制と その概念的 1二月号建築がきはめてスクスク と生長 した事 を示し てゐる

のである。

明治末期議院建築調査委員合に f J して建築串舎が、主張 した建築様式 を制限せぎる事て

ふ決議はいまだとの問題l亡閥して決定的な論断が興へられなかったととを示すのであって

夫は我建築様式の折衷 τ ｉ Ｚ ｾＺ 主へ の定 三 む を否むものではな く 、 却って夫れを説明する事責であ

った。

イ ｒ し私 は再三我建築技式を折点主義としてえｾべたが 、 夫は之をさ星 術 様式 としてみれ ば折

衷主義として714主づけられる事 を示したのであり 、我建築が果してか L る意味でも建築塾

術であったかどうかは別問題である 。只建築は我岡では技術、同案、技巧の問題として時

l亡或は聾術と 考ーへられる事があっても 、之を作 るべき 建築家が、西険的な意 味K 於ける謹

術 家で友い事だけは Ｈｊ ｌ の後の差 益術 宅 ｩ 二 ｾｾ技連到 ｉｊｾＪ 他に於ける 「 泡 沫 」現象 をのぞい ては 〉 恐

らく明示 /-1¥来 るであらう 。

2却01午ド刊1代に以F降守餓，円

研究2家支の一1昨作をイ作?乍:り 川 しつ λ あつ7たζ が、此過程も西陥に於けるが如く建築家 主技師が峻別

されてゐたが 放 にその殻Ｑￆが建築技術の ｾｉ Ｚ ｱ｣ 新しい流振を生みＱＭＱ Ｇ， すにいたった と 云ふが 如

き過程を作 1) 川 したものではなく 、新構治のjl令入は「建築家」の質K イIIJ 匂:内託するととなく 、

その中l亡構造、立匠 てふ二つの領域を明瞭 11こっくり1- 1' ，したと云ふ lζ 止まった。夫 lri 今日に

於ける建築療の精放なｾＨ門分化 を側めて 端 初的 ｬ 亡展 開し たものであって 、 日 本折衷主義を

撚ってゐた「建築家」たるも のが如何なるものであったかを示す好{I，' ，1の事賞である。

大正 Ｓ 年大ｬｅ ｴ ｾ ｾＧｬｦ 舎に於けるセセッシヨンの 輸入と夫 の一時 的全図的「流行」などの如き

現象は 、官;時我問I' C 於ける「建築様式」民主Jする取倣ひ方が折衷主義的と 云ふよりも 、図案

技術者的形態にまで護展してゐた事を示すものである 。 とうした現賓のうちにも建築が墾

術であるて ふ、又建築教育が葱術教育であるてふ傾向 は西臥' 先進岡の影響下に常K 強力に
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杭えつけられてゐた一一( 或はむしろむ;初文化的背J去の快除の上1'[ i謹術家」でるらう とし

たととが、彼等を岡案家たらしめたとも云ひ得るであらう 〕。 此現質( 図案撰探〉主意識

( 聾術家たらん とする〕との衝突lti 、「同案」が疑問を呼ぶにいたるとも早や表面化せざるを

件ない。夫は商臥に古ぞけるセセッシヨ ンlti 始まる過去の形式モメン トの否定の運動( 所謂

緋志波として日本にったへられてゐる〉の刺戟の下に鷲らされる。だが全 く特異な事には

夫 lti 、我闘で lti 舌五連1Hfl iの否定で・はなくして、委芸術そのも d L 否定 之云ふ方法陀ょっ表は

れる。有名な野田俊彦氏の建築 ｾ ｉ ￴ 笹神 ｪ 論は之の最も集 中 的な表現であった。

あらゆる共墾術的粉飾にもか L はらす τ 生長して行った我建築産業の折衷主義技術開 ｬ ｾｪｬｊ ］ 形

成はその生産 主「装術的」設計K 於ける調和し難き二元論を盆々深め遂に建築塾術そのもの

に封する疑問をよび起さやには j なかなかった。かくて建築は袈術1'[ ｾ ｉ ｾｦ てふ理論が我工業

的現貨の成長 と産業プ J レジヨアジ ーの要求に答へて 、そして何 よりも我建築文化の特殊性

を反映して、 fi戎鹿がl攻甘1'1の天地 を掩ふてゐた年当是々しく日程に上されたのであった。

タ Ｑ 論「建築は型特＿なり」てふ思想、がほんの ｩ ｈｬ ｾ ｊ 然」から起った「迷信 」 であるとするが 如 きは

必然と偶然をとりちがへ「迷信」の何たるかを解しない素朴な見解であるが、「天才ならぎる

建築家は? ?;分7cyf f ならん
ζ とのみを目的として家をたてればよい。共結果が見くしいか

美しくないかを考へないでい¥， ｊ と云ふ時 、 私達は ｾ ｉ Ｚ 主 芸術論者 ｬ 亡よってを芸術的主仮にまで高

められた功利主義的王 Ｑ Ｑ Ｑ 論を見 ｈ Ｇ ， すのである。夫は孜甚ｾｦｬＢ ｪ ・ ｩ ｪ，Ｇ ｩ ， ｩ ｬ 案 ｊ ｉ と Ｑ ｈｩｴ 絞された折衷 二 Ｑ ＺＺ 義が

ヱエはんとして云ひ得たにかった「現質」のーrfnを表現してゐる 。だが此「現質」をかざってゐる

絞飾的重荷を認なる服飾 ・ ｗ ｊ 然の産物と見 ｴ｣ 貼夫は全く慌史的 ｾｴＱ Ｇ ｉ ｾ 誌に快けてゐ ｴ｣ 。

夫は我折衷主義の ｪ 比 ｪ￩ｾ Ｇ・ Ｒ をなしたものであって 、 始んどー ［ｊ よで ＿ ｩ 災後の「合王 ＱＱＱ Ｚ］ Ｑ ＮＺＺ 義 ｊｉ 亡過や

るものであった。然も後者ーがJ
! . t 小市民的イ デオロギーを反映 して四陥の構成主義的形式 -1:

誌のi;診響下に屡々此の功利主義的 !Jj{ ｦ ＮｐＺ Ｑ 乙 ＩＱＱＱ ふるに「形式」を Ｑ Ｑ ｪ［ｴ 加 ｬ したと云ふ事宜は 、 ｾ ｉ Ｚ 整ｾｦｌ ｪ

1命をして却って我闘に於けるJ I : 統セセッシヨ ン浬到j の役内l を憶はしめる結果 主なった事は

全く見逃し得ない。

4  

明治期に於ける「我邦ill 築技式」のn日題l亡霊J する閥心の高まれ或はより主H;J :合的友活動

として1主
義づけられる議院建築の問題、人事の建築文化の領域に於ける大きた動きは 、:u1Jlf ¥ 

l明にあった我建築文化の飛臨と生長を物語る一つ一つの段階であった。即之令の運動の桁

導叫，; 命は夫向身建築家j骨の111
，j人的 l う至代表的意見であって、夫を illi じて建築家自 身が成熟

すべき過程にあったのである 。だ が大正期 Ｑ Ｇ｛ 入ると我資本主義の確立に ＱＧ ｪ ｾ ふ之 ｬ 亡参 加 すべ

き建築技術家居の民汎な要求 ｾｪｾ 成 ・ 就 中 若き 人 々の 問 に於ける隙Ｉ泌 化 せるものに釘する

釣立的機運の醸成 ・及之を とり ま く祉舎朕勢は 、建築家府自身の内部分化と内部釘立を表

示する建築運動 を殻展せ しめる前健 をつ くった。

大正 3 年か ら5 年にわた った |世界大戦は西臥' 諸閣の1ft界市場に於ける競弔能力 の一時的
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喪 失 l亡て伴つ我同資本主義の異常な琵述をもたらした。日 26役後重工業にその重心を移動

した我岡の資本主義登展 Iri .ll Uml 亡一事! と高度金融資本七読の段階に述した。だが、大戦は

1i / j 主主義 l世界の矛盾を淵革11するかはりに拙ゆる夫の激化 をもたらした。フミはまづi l' :不11の究員

年大正 Ｙ 年我聞をトツフ ・ とした釘一回の ｭ 界的恐慌に見出 土ｾ L; る。

後 ＡＮＱｾＭｊ ｊｩ［ｾｸＺ Ｑ の群 小 建築在勤の魁をなした分離仮住築作は此の作 、 戦後の ｴＲＵ i tf-たるftf- i兄と人

道主義 の 氾慌 の ｾＱ Ｚ Ｑｉ 乙恐慌の 前夜 その誕生の日 りじ を 印 したのであった。大正 Ｙ ' 1三2 J ] 点 J江

主ii: 大構内でさ L やかな述築利作展が! 日lかれた。同年 7 丹、 その1 'r品集が11¥)¥反された。夫が

我岡l乞於ける建築jill 勤 の一一エポツクをつくった分離祇ili 架合の必一時であった。分離振

は三段よりなる希望lとみちた宣言を当早々しく Ilt 界 l乙liDって愛したのであった。かくて新ら

しき時代への進軍刷rV ¥は高々と吹き鳴 らされたのである 。

「過去建築閏よりの分間!Uそしてその rl:'i 乙Ij 民つてゐるものを党し故ふ事一一夫は 半封建的

基礎の上l亡121主に澗内1i 本 1-: 義の段階l亡琵展した下部構造 lこF!l! { じて封建的イ デオ ロギーの

姥 i宰が殆ど清立される事なく .})(ili 民文化の本f I i ' 的部分に檎 J兵された事賓が、主主築l亡於て' ，' -

くも既 ｬ て我折点主誌 を ＮｦＮｦ建的イ デオ ロギーに Ｚ呉づ けられたｼ味 Ｇｉｾ な紋切型 ｬ 乙臨 せしめるに 至 ＱＱ

った事 lと到して 、か L る折点主義 をよ り柔，¥り、な慈術の前|ともち3択さんとする一部は産業プ

J レシヨアジ ーの要求 l亡答へたものであった。だが既にして 切迫 した' I i l 舎J t I C勢は分離祇 をし

て前i I .t紀90年代のセセッシヨ ンがぷし作たやうな透航 したリ T リズムを貰現せしめる事が

川来なか った。夫は建築を ＨＱ 己の ー ｉ ｾ 視の ＪＧζ 愉悦を以て材 、 げると云ふ方法 Ａ とよって遂に注

業プ‘ノレジヨア ー の要 求 ｬ 亡抗 接臨へ作ヂして完ＺＧ￭ＧＺ Ｑ とその 小 ￯ ｬｩ 氏 ＧＱＧＱ［を ｾ［ｾ ｩ ｾ きしたのであった。

夫はかくして才一ストリャ ・セセッシヨ ンl亡主}置 さるべきものではなくて 、より多く大戦前

後の表現 二 ｉｾ 義塾術 一一部分的に はタウ トやメンデノレプーシの辿築l亡通十るものであった。

夫は過去の様式の ｾ ｉｊ 1とll l i : れる J行点主主主を否定 した。だがリアリス‘ ム lとよって ピなく自己

の宅槻の 中 ｬ 亡高められた主芸術の車， ｾ ｾ ＧＱ Ｑｦ 乙よって 。 Ｚ［ミは建築を過去の日側近な様式折衷から放っ

たと同時 ｬ Ｇ 亡、夫を Ｇｫｪ 主の整 ｦ ｦｌ ｲ 概念 の 中 ｬ 亡拝 ｪ 施せし めたのであった 。 だが之 ｉ ｾ ｦＮ すべての事

は、その i故l乙分離慌がはじめて我岡 l亡於ける純粋な主芸術運動であったととを裂: ! ? するもの

であった。

分離抵の投じた - 1; の波紋は相引にたきなも のであった。かくて 4 午後コ1( 1[ 12"1"- 1とは 制

ｾｦｾｩ ￯ｩｬ Ｚ が 、 夫氏つピいて ＱＳ イ ｩ 三 ｬ とは ｪ テ才 一 ｊ レ ・ ラ トー・ Ｗ ヅ才 ｆＲｌ の枝々な 建築岡ｦｬｻＧＩが次々左

結成された 。 う た守 ｲ は いづれも多少 の 色合 の［ ｾｾとそあれ、そのＧ Ｏ Ｈ｜Ｚ 閥的立手去に於いてはいづれ

も分離抵と同様の表現源的な袈術宅1 : ｣ ，ｾ義運動で あった Ｈ 引し例へば 三平 ｼ の 如き ものには

未来祇j う至ダ v 的友傾向 への傾斜がみられる 〕。 之守・多数の小合振の分立は 、分自!l '援がその

合日例人々々の間 l亡引長態度 l乙於て必ヂしも全的に一致したも のでなかったやうな110'"人二主

義的自 ｲ ｬｬ の 精神 が ｈｾ 々 多くの人々の集りに政々な名 ｦ￭ 与をあたへたと云ふ結 果 ｬ 亡すぎないも

のであった。夫勺;Iri 全く大正12" 1 " - の大震災と復興による建築前要の増大てふ刺戟に臨じて
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「袈術 l床ゆたか友美 しい東京を建設すべき 」建築家のっ とめのために「因習 と陪 JI国」 とに災 さ

れた我建築界に育まれたものがその殻を破って「白 山な創作の天地」にたどり 向るために一

一端々し く一時にさきみだれた花の如きもので・あった。だが多くの之等小合祇lti 何れも 殆

どまた L く聞 に線香花火のやうに i咲き且つ衰へて行った。たビそのr . 111亡創宇品1:のみが後に

みる 如 く上じ較的長く自己を 忠質に殻展させて行った過程が見られたのみであった。

5  

だがとうしてゐる間にも大戦によって破滅l亡まで打ちのめされた陥洲諮問の建築界はど

うであったのだらうか。

表現波、未来波、 グマにいたる袈術の瑚熟と) 尚敗の建築領域 l亡於ける航行をかもし /1'， し

た大戦直後の荒底期は、1923年以来資本主義が相主J的公定期に入るにつれやうやく快伐の

徴を示す。就中 ドイツに於ては 1927年頃より大戦以来の住宅郷 lと始めて現質的に答へるべ

き出汎 tJ:iIi1合民主主義住宅玖策の貫胞が多数の新長11築家の参加1の下 l乙開始されるにいたる

とうした事情は 、大戦宜後の恐慌以来合理化を進めつ L あった一般情勢の下に( 我岡で lti

所謂「合理主義」の名のもとによはれる 〉建築的構成主義の校々な裂を形成する新らしい建

築運動を民汎1'(. 呼び本? とす結果となったのである。

すでに 19251
-1 " - ク' ロピクスによって殻せられた間際述築の宣言l乙答へるべき新しき岡際的

建築は此の披K のってi析く自己注兵惜化しつ L あった。夫の一つの! Hしである間際新建築

合議は住宅の問題を取上げて1927年第二回の合議をフ ランクフ J レトl亡fl 日くにいたった。 ホ

ワハイ; たる「間際建築」の躍は |世 界絞踏の部分的回復と II t-W- 文化の交流の内l亡建築的構成 1-:

誌の統一的スローカ4 ンとして日々建築家の耳をうちつ L あった。

此西附 l亡於ける情勢は我建築界へも反響を 11子びおとさすには 3なかなかった。1927年「日

本イ ン ターナショナノレ建築合」は開問の地 ｉｌￍ 人 Ｚ 偵 の生 命 ＧＭｊｩ 人知の進展 ｊｉｕ ，ｾ礎をおいた各

一項目よりなる宣言と綱領をか ¥' ( 1 て創設され 、同年11月にはお万一同の展究舎を開催した

「合理主義」の風潮にのった新らしい進本剛月i ¥はと誌に l次1¥ぬらされたのでるる 。 I今ヤイ ン

ターナショナ J レ建築思想並ニ之ニ基ク技術ハ世界的トナリッ、ァ」ったのである。私達は

とＢＧｩＧｌ明かに墾 Ｑ ｦｌ ｲ 至上主義から技術への開 心 の高まりを槻 Ｎｬ ｲｾ するととが Ｏ ＱＧ ， Ｊる。四峨の構

成主義原理が我新，s J ! 建築家遣の頭脳へ反映 された故大の結論一一夫れは建築lti も早や永遠

に強術の殿堂に結びつけられるべきものではなくて 、技術へのよ り明ド!なむすびつきを意

識し友ければならないと云ふ事で・あったG

だが娠かへってみるにか L る強調は果して我折衷主義建築にどれ程必要であったのだら

うか。成程夫11 : 数年米の我建築塾術運動K 釘しては或程の讐作でるったにちがひたい。だ

が我現賓の建築生産、或はその機構内に働 くべ〈位置づけられてゐる建築家= 技術者は果

して技術を 忘れてゐたであらう か。否彼等は決 して夫をだ、つてゐた とは云へ たにい。我建築

界は常に管々とし て新ら しい構造を 、新しい設備 を、そ して新しい施工法 をその諸傑件の
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許すかぎりアメリ b 的精示Ijl f ' L 於いて取り入れてゐた。彼等iーは建築の塾術的形成 をさ へも共

折衷主義的原理にした がって「技術的J f ' L構成してゐたのではなかったか ! もし夫前き建築

l亡於け る装飾的附カn物 を附加物なるが放に否定するのであれば、夫は全くその歴史的意義

を認識しない素朴な叩純化二1:: 誌であ り非善芸術論の新しき殻展段階を示すものに すぎないの

ではなかったか。

彼等インタ建築舎は過去の小合祇を正しく批判した。 r之等小合V1( は多 く表現祇時代K

鷲足結をゐき 、又その製作物を見るに表現祇lて随するもの多く 、此等は運動として効果す

でにゐさめ 、 現時のｾ築への飛躍を助成したるは多とす べ きなり」 。 然 らば彼等は表現振

に管るべく何 を針世したか ! 日く「しかしながら今日世界の大勢のそれは インタ ーナショ

ナノレなるそれへの高坊にして 、叙上の如 きものとは全然植を別にするもの友り」

彼等はたしかに過去の純怖を我主主術J玉勤! とさ L げた小合波の人達l亡足下 を見よ と警特を

愛し得たかも知れない。だが現賓の建築l亡は ll- t 側面か ら殆ど 何物 をもっけがlへる事がIHろい

なかった。かへって夫の 11f.t}Jf1 へ作たも のはイ ンターナショナ J レ、スタ イノレてふより工感技

術的な外形でしかなかった。そとにはやはり過去の聾術J主却j から足の洗へない形態I'CI綱す

る概念的ドク" 7 ' と忠ひ上った結論がたピよってゐた。云ふまでもなく夫は我閤の資本主義

合理化に答へた もので・あった。だが夫が躍なる労働強化1'[ ｾ突った如く 、 と ｌ でも合理主義

は殆ど新しい奇抜な材料・の讃美 と形態の市純化主義てふ矛盾にみちた方法lてよってよりよ

く我産業プ J レジヨアジーの要求に答へ?とのみであった。

夫は分南 ｉｴ 祇以来 の 「笹術 運動 」 がその 小ＱＧ ＱＱ 民的良心 の ｮｾ 矧から大 Ａ肢に承認し得たかった露

骨な功利主義 を問臥の構成主義的形式主義の外被の下l叶 針1¥した のであった。夫が開西の

地に起った事は必十しも偶然でなかったのである 。

構成主誌はたしかに問陥では建築聾術の領域I' C 於けるオ ー スト リア ・セセ ッシヨンの流

れをくむーの正統的護展の結果てあった。だが我閣ではか L る委芸術l亡於ける改革 を必要と

すべき土壌 ・建築文化がイ千点し友かった。工取的危要求 ・新しい時代の要求 ・構造法の激

挫 ・夫守; は我「加! 築家」の li J i を通って装術的形成にまで高められる必要もなく 、夫を素通り

にして「建築物」の 中 ｬ 亡 白 ｲｬｬｬ 乙 ｉ ｾ ｉ 己を質現する事が ＯＱＧ， Ｊたのであった 。 従って 、我 臥ｉｩ亡於て

は回附lモ於けるが如 き近代コ: 取技術が建築謹術の領域にwへた傑亥IJ た: 内百[と 鐙革> > . その構

成主義てふ成果 をみちびき /1¥すべき苦悶がイI1r'!J

1

必・要されなかった。

かくて小合慌に始まる我聞の新興建築運動は 、却なる形態〔フオ J レム 〕左手
l早々しき間険建

築家の理論によって i仮に uili られたサロン ・エピソ ード l亡しかすぎや 、紙上展覧令の端々し

さに自己の「悲 ＡｉｉＺｊ 、 且 ｲｍｾ 全 ｊ ｐＮｊＺ立場ーを確信し、好事家Ｇ性と宜体性の民告的テ ー ＢＷＧ 1'[ - ; Rめら

れた貫杭建築をわづかl亡賞現し件たと云ふ底のものでしかえEかった。此事責は叉 、夫自身

新しき殻展のJ立!砲をMi現したか らインタ建築合が過去の小令波の建築葱術至 ヒ主義運動と

何等ととな るとと ろのなかった瓢でるる。
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「国際建築」の叫び躍は様々の反響を呼び起した。夫は又同時に日本建築への反省をも呼

ぴ主＿とした。かくて 、 民族性の故に閤際性を断乎排撃するものから 、 つ ｌ ましく ｴ￭ ｾ 処日 本

への回想をととろみるもの 、或は夫をローカク テ ィーのみに於て注目せん」とするもの 、等

々の様々主主傾向が夫々論者の立場を示しつｾ !f. .1刊された。

自己の塾神1VC霊} する概念から機能主義への近づきをも自ら戒ましめてゐた分離涯は 、「間

際建築」等vcilHしでも肯定的危f作答をあたへる事は出来主主かった。それはも早や老ひ且夜

れてゐ tr:. 。理論に於てばかりではなかった。 ( 夫は以後のすべての聾術運動についても云

ひ得る事であるが〕彼等の主張もその舎員が現賓の建築生産機構内K 建築家として設計し

得る人としての地位につくと同時にその現宜的作品は銑さを失はねば友らなかった。施主

を前提とする建築基術の現杭11 : 於ける特質は 、 も早やと :"1亡何等の慈術運動のイ' f .;{E をゆる

すものではない。展開舎もとうした事情の下では高々向業宣体的機能しかもち得友いもの

主たってゐたのである。最後の第 7 四分離波展は此の事情を説明してゐるであらう。 かく

て、夫は「分離棋を見守一一或はうっくしき家具をみる一一」ものとなってしまってゐた。

6  

もしも分離慌がアカデ t ーの中から生れた幸稲なる純粋袈術運動であったとすれば、創

宇品上も同じく「古代人の純' 1Wなる創造の心 を熱愛し 、模倣て ふ不純な る風潮11: 泣き、永遠

の母への '1童れをもて額! 査と l恥% とにた Y れたる現建築界の究醒を期する ( 立言) J 袈1fl' i宅ヒ

主義運動であった事は全く同じであったが 、より下居建築家賠を 中心として もった此間関ー

は彼等の地位と生活還境左の内 l乞いつまでもそうした事術家的興事尽にひたってゐる事が川

来なかった。

大正121FT全宇宙l乙美しき¥' " ツス」を見11'，すべく与心努力」する新らしき建築形態の熱情

的探求から 11¥費した官IJ 字枇は 、1t立初の数年間殆ど全くフオ J レムとコムポジシヨ ンに彼匂ーの

品撃たに防熱 を 打ちとんだので あった。 ｊ ｾ 展覧舎は、彼等合員の品 Ｑ Ｚ 合的 地位 が自ら現賓の建

築を創作すべき位置を許さなかったが放l亡、殆ど終始粘土細工と紙上幸芸術の展犯であり、

又その l放にとそ長く彼等を純粋な笹1fti 運動l亡k めたのであった。だが戦後の相到的安定期

l亡於ける際l亡も - 1/ 1亡榊大する矛盾 と不均衡、失業群の士121大 と生活不交の激化は彼匂ーを袈

術的| 陶酔VC11- . めしめる事が11'，*1. 主かった。かくて夫は 、整術至上主義から三五; の時代への多

難なる過波を身を以て; . 1 7 んだのであった。かくしてその部 6 回展VCI 'I 、西欧構成主義及び

問内の合理主読者、フ ァンクシヨ ナリスト等の刺戟をうけて 、そのテー? と作品に於いても

過去のコムポジシヨ ン共者からより建築的友ものへとの腕角の轄換が明に宥取せられるに

致ったのである 。だがとうした池波は同時に官IJ 宇品上自身にとって此の鞘換に属すべき新建

築煙論の獲得とその賓践的研併とが痛切に要求される時であったのである。日本イ ンター

ナショナ J レ建築舎がその雑誌創刊競を出し? と年昭和 4年の10月、丸内保険協舎で数人の建

築評論家、新進建築家等を講師と する第一回建築思潮講演舎が創字枇の主催の下に開かれ
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たのは 、全く此の朕勢l' e 臨へたものであった。夫は礁に 「建築 を建築 白措的建築論から脱

出 させい……枇舎; f'-' I撃的考採恨械にたって建築しなければならたい」とし 、且宅建築家の解決

すべき問題及びその賞践的ん・法を探求すべき創字ｊￏｩＱのよき芯 ｊ 副から ｾｉｾ 愛したものであった 。

初論、講演の内容と 1iri'JI ' I 未だ分離し 、その水準も慨して此叫論的要請からゐくれ勝友も

のであった事は否めないが、数年間の塾術的狂臓がと¥1 ' [ . ー! 症の沈静と I_m;'1命的問題への反

省、をより深く提起するに至った事は明に看取し得る - Jp - 前進であった。

附村蚊象氏によ る「合理主義反省の要望」は此中で特殊な注意をヲ |く。夫は( 講師の企|品l

如何にか L は らや〉 常時の若き 建築家連が自らの創立を"f 1 - 慌化すべき )J ・法を展覧舎と紙上

聾術の上K しか求め得られなかったと云ふ事'INの f: 1亡、その作品 のテ ーマ 、午了-{I:性、現貫

性 、可能性等の問題への反省 を叫起したものとして 、まさに展覧合運動の良心的煩悶を明

l亡したものとして指摘されるであらう。だが此 !:¥11m l' e 到して彼等の奥へ得た貰践は決して

此煩悶 を解決し件るものではなかった。現宜的: T - 7 1亡近づけば妥協が必要であったし 、

夫 l乞潔蝉たらんとすれば内本の甚だしい袋想化、或は作 品アー ? の 口舌 主義l亡沿ち入 らざ

るを得なかった。夫は展覧合運動否定或は少くともその不信への一歩直前を示すものでる

った。 もしも分離抵の fLJili ，) がその作品名「涙蹴h り( ある一族の納骨堂) J てふ如きも ので代

表されるとすれば 、 此の時期の創宇 Ｑ ￏｌｬＺは全く ｩＧＡＡ ｾ ｲ ｩ Ｍｉ 剖司令官官 ｊｩ 協 ｦｾＪｾ 会 アパ ート メン トハク

ス」等で表徴されるとも云ひ件るものでるった。

・・・・.
此建築展賀Eとへの煩間が建築の貫現への煩悶に純化する時、創字枇の逃)J才的分子は更に

- ) ) 7前進する。かくて 、夫は日本 l亡於ける此聾qfci の特殊性の上|亡、西欧の構成主義、即所

謂「合王III 主義」への懐疑と批判、その排説法的克服が提起される K いたる。西駄に於ける進

歩的建築家オクト・ ク ｊ ロピク ス 、 Ｚｊ ｾ他校々 の 人々 の建築理論が今や彼等 ｬ て取っては甚だ 低

調友ものとなって来るのである。

此の古 ｉ ｊ ｾＧＮＺ ｊￏｩ ｊＺｉ｛Ｎ 於けるお ｊ ら し き段階への殻展は Ｇ［ Ｚ［［ＱＱ 寺の進 ［� 的建築家の ＱＱｾ ｦＧ｛Ｎ一 様に感 じられ

た一つの fLJi li ，)であった 、かくて日本l亡於ける特殊事'IWの上K 回附の塾術理論のT!? なる直窮

で ない 民の新しき ｵ 告さを 把 握すべき ｷＺ 問的ＸｩＡｬｩｬ ｊ ｾ 起すべき気注が着々 と 準 備 されつ ｌ あっ

たのである。 ＲＱ 日 ｬ を重ねた主ＱＡ［築 忠 ｩｾｾ ｩｲ ｬ ｜￯ ｩｊｾ 合は分間 Ａｕｽ ｾ 以来 の 小 食 祇 Ｚｊ ｾ他 の若き ｂＧ［ 築家 間 ｮ 曹 の

活動的メムパーの参加によってＺｊｾ辺 を 掃き ｩ 市めた 。 此来 ｉｲ しき附勢の下 ｋ 於ける建築辺動の

飛躍的護展と綜合の要望をみたすもの一一一夫が新興建築家I併問のキおaであった。

Ｑ 隣町ｻは新進建築家 のすべての参 加 ｉ ｾ 要請しつ ｌ 昭和 4 年10月20日、ひどい l次|冷の夜示111 凶

ｬ こ第一同の合合をもち 、 ｾｊ［のＧｩｩＧｩＡｬｩｬ ｊ を 開始 した 。

「新興建築の王 ｬ 出命的 ｪｾＱ 亡技術的世作」を目的とした夫は 、 研究部、立体部、抗議部 、 Ｚ 虻ｬＱＩｽ

部、連務部の諸脅11 を事業遂行 のおにもうけ 、泊uζ活費な行j ] jJJを: 開始せんとした。だが全 く

立外な事には 、 ｊｉ ｉＺ合合はたまちち 、 故意か ｕｊｾ 然か忠立停によ って 、 ｱＺ ｊｈ と芭アカテ ｴ 一陣営

からの強い反主J をうけるにいたり 、遂に解散のうきl J をみるに主ったのであった。
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かくて純梓( 或は素朴危 〕謹術運動の止協! とつ ピいてー新怒る飛躍を生み出すべき建築運動

の護展の線は 、 とｾ I亡突如wr府を経験した。ブとは建築運動が建築家居の 内部分化K 針臨す

るものとして生じてから最初の明白な語勢力の反態であった。夫はすべての新進建築家を

糾合した lU:聯日立がもたらすべき均衡の破壊が夫を必要とする程恐るべきものとして議想さ

れた事 、B その必要 を確信せしめた枇合情勢の激援を 物語る もので あった。 タn命、聯日立の

解散はすべての若き建築家間憾の解消をもたらしたものでは友かった。 例 へば日本イ ンタ

建築舎は 、1933'.: jo.まで 、断続的主主雑誌、護行によって奄々たる気息を保ってゐた。だが夫が

すべての運動に於ける退却ーーととに中堅建築家遠の退却への一割期であった事 I' I 否まれ

ない。

かくて 、，'i き謀術は否定された。だが夫氏かはるべき 何等の新ら しき前提もなく一一 同

時に手先新日: 築理論 と夫の賀践 に於け る姉しい正常の殻展の線も亦 中断されたのであった。

身長者は研究室にかへり 、建築家は事務所へ 、役人は青きぷjl ，紗初Lへ、一ーかくて我新興建築

家逮はいとも静粛に自己の持場に かへって行ったので・ある。此時以後、我「建築運動」の質

的盤化が始ま る。そして我「建築製」の護展も亦全 く新友段階に 入る のである。 ζ れより以

後 、建築撃に於ける物問、イヒ接的研究は運動の中堅エキ スパート速を加へて峨然活況を羊

する 。かくて構造感の逃少に金λ 主じゃうた「意匠」の様々な「科撃的J 研究も亦火荒を切ら

れた。機能へ 、否技術へ 、否物理.イヒ穆へ 、彼等のいとも精符念頭脳が指向されたのである 。

そして 、之が現代の我建築浮き- W. 51e合引の繁栄をもたらした事は誰も知るととろである。

運動の新進 ・中堅メムパーの通った道がかく の如 きものでありとすれば 、多 く下級使m

人であった下j骨建築技術者・速はどうでb ったらうか。第一彼等には腕るべき5た定し?と、職

場をもたなかった。だが失業榊大と 1[，成業不ゑ2は、技術不公を" 乎び起し 、異った似IJ 而か ら彼

等をも I，;-J じく「建築が|撃の独件」へ引きつけた。it立も若き 人速によって昭和17 年初頭結成さ

れた J A  F ( 日本青年建築家聯12l 一後に建築科謬研究舎〕は此泊を とほったのである。だが

フとは結' * に於て成功的で あ り得友かった。謬問と技術の結合は しかく簡践ではなかったし 、

総ゆる拙で官余裕 を持たなかった彼等がその研究 を成功的に行ふ事の IHろいなかった事は首然

である 。「建科」は H併 118 1f- 10月解散され、躍に主i>tl 泣と文化のri，!上 を目的 主する 青年建築家

クラプが之につピいて結成されたのであったが、盆々せまって来る枇合的重匪は 1934年、

此の若き 人々 のさ L やか友 j比後のj連盟j の望みをもたち切ってしまったのであった。

7  

事盛後急速1 i 祉含l情勢の鑓化一一即戦宰準備の段階への念蓮な突入は 、共後2・26事件 を

経て盆々現賓の問題となり 、j長義図防の掛時と統刊ilHll イヒの趨勢は一般文化の領域にも全く

新友情勢を現 ＺＭｲｾ した 。 Ｏｬ ｪ 年 ＱＲ 月結成を見た日本工作文化聯 ｉ 況はか ｌ る情勢の下にその意義

を持つ。u 目すべき事はと L では過ぅt の建築運動に於けを中堅花形建築家連の復腕が多数

民見 IHされる事でるる。
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だが、此「統制」と 日本主義のvえにのった JWlii :l Lはその綱領民去はれた ととろでは 、残念念事

ながら過去数年来の我建築運動の結論的主主成巣を糟承するも ので もなければ夫等からの幾

分の前進がみ」とめられる態のものでない事は 、何人も如lる凪で ある。 まとと l乙、プ司法停滞

と沈思k ・休息と退嬰が現質よりの退歩をもたらす事のとよな き質例であった J 結果として

夫 Ｑ ＱＮ日本主義 ｾ ｊ ｲ 塩の貧 し い「建築版 」 をかつて ，ＧＱ Ｇ， たにすぎないやうな現献に あ ると云ひ得る

であらう。( だが私達は此新しき建築文化. 8 } _ i l i ) j - - 中堅 ・新進建築家遣の活. i f t l H'C . 到しては 、

なほ多くを今后に期待しなければならない事は云ふまでもない。〕

過去の悲しい建築注動 I'i 一歩- ; j 7 我主主築生産惜制の昆の上部構造を構成すべき建築文化

の探求に自己の道を切開き進んで行ったのであった。だが新興建築家聯日立の解散によって

表象される護展の中断Ｈ去 、 夫以後 ￟ｈ｜Ｑ 題を全く 、 ｾ￘ｲ な解決方 ｉ ［Ｇ ｊ I ' C 求めるべき事を要請して

ゐる。

現イ ｦ 我 切迫し た附勢 一ーイ ンフレ ー シヨンと ｾ ｬ ｬ ｩｘ ｛ 予準備 、 物 ＱＱ
Ｑ
ｻ 高Ａ騰と生活不安の 切迫し た

時代lζ 於ては 、文化 、殊l亡主主築文化の如きは第二義的否第三 、み3凶説的意義しか持ち得ない

事を私達はよく知ってゐる。だが夫なればとそ私達建築l乞志す法き人々の此1J・面に於ける

努力が二倍 も三倍も意識的に要求されねばならないのである。そして夫は過去の諸先設が

身を以て賀践してういた桜々の成* と 、そのi立産のJ Eしき檎及によってのみ 、可能ゑ事友の

である 。

我建築j主動、特に日本折衷主義の現質的護民と夫との相互助l係についての 、貧 しい走書

的分析 を以上にて止 める 。 ( 1937. 5. 10)  
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そろそろ歴史的存在三なっ仁分離涯建築舎の事な

ど・ 1: ま 1: ま 同 人 大 内 秀 一 郎 君 逝 〈

山田 守

分離波建築舎もそろそろ歴史的存不正とたって来た。

現代への日本建築歴史を倣ふた文i献の中に あの頃建築の王111想に燃え 、相つどひ 、相もが

く 、 幼き建築姿が問て う ｾる 。

伊東忠太先生や国溢泰氏宅 ｲ の建築史家によってあのＡｴ［ｉ ｊ き建築家群が寓され ＱＹｾ 告 ｉｊ されてあ

るのを会ると我々は恐 ｫＺＧｦＨ ￬ しかっ ｾｴ の 頃 の事枕っ かしく ， 巴 、 ふ 。
大A 9 11三l乙分離祇建築舎をつくった。期υ Lの同人は穆校をいでんとした時にとの事を起

し卒業したとたんに第一舎の展覧舎を以て Il tl 乙殻展した。

Ｎｾｾ ［ 時硝 ｪ 畠の建築雑誌を通じてお ｪ 介されてゐた新鮮怠る建築作品主共主強之は幼き建築家

法を 刺 喰した 。 所謂セセッシヨン ｪ 返却 ｾｉ て就ての伊東忠太先生の行き届いた講義は 幼 き建築

家速を興怒させた。

その頃の我岡の建築界は陥 15> 1 . 歴史的様式の摸放時代であったと云ってよい。歴史的械式

よりの分離、合日的な建築の命IJ 作などはたとへ習作的危凶而上の計置にしても自党を以て

敢行し件たかった。之れを賞際的建築へ賀現せしめる事は 、相官; 困難怠る一般的事情にあ

った。

ととに幼き建築家法が日本に於ても歴史的様式を離れ 、新建築の目的に 叫び新材料構造

に適し? と建築を宜現すべきであると云ふ運動を必要としたのである。

もとより共汗; 時の主l ! 築浬動の鼠の同人の作品 1i J : 新建築の純粋友る理想と合致すべきもの

ばかりを以てし件なかった。 しかし正常なる新建築への念願は作自抱いてゐたのであった。

イ Ｂ Ｑ れの作品に於ても ｬ ｬＺ ｪ Ｚ Ｚ［ な る新建築への第一歩たる ｾｉｩｦｬ 式打・般の事丈は現 Ｑ ｩｊＺれてゐた 。 新

興日本の建築を賀際に一日も Ｇ ｉｾ く共 の ｬ 吐くべき Ｉｩ liiJ I1:. li'J 1i J : しめんとして? と努力に終ったと

しても ιｾ 1-1 '，傑き事で ある。

大内秀一郎 ＱＧ ， ・の今度の遊去は分隊法建築合の ＷＷ［ 時を阿臨し 、 同 Ｑ ｴ が ｊｾ 後展覧合何 ｬ 亡泊以

な態度で何人として参加! してゐた事を忠ひ浮べる 。I，;J 人柄口封と一所に若くして外遊し防

相後大内計 はフランスのよき 現代主ＩＡ［築風な おだやかな ￘ ｦｴｾｦｬｬｬ の ない作品を護表してゐた 。

とかく下手なｾ黙 の給の桜 ｬ ｣ ｾ Ｇｫｬ Ｉ ￡Ｎ ｩｾｩ 住友 るものは とかくｾｾ内記長をそとなひ易い 。 桜式 打

破11: . 7) を入れ過ぎて我々はそ の内本 を歪めた事は多かった。

大内 Ｑ Ｇｪ の 作品は ｊｾ の貼の 川 ｪ ♀はなく山 気も なく Ｑｈｾ 王 ｉｾ もなく上品な 紳 士 ｊ Ａｬｩ｜Ｎの作品であった

担ーは静かに革新 の辺に ｊ ｭ はり ＱＡｬｾ Ｚｦ ｬｬｬ ｴＺ主き作品 ｬ 亡努めた 。 大内 Ｍ［ ＯＧｩ の如き人は首時から現代へ建

築家的製作をつづけてゐても大した修正を必要としなかった 。 そのプ ｾ Ｇｉ ￭ Ｇ ｬ ｬ 乙どんどん進んで

う いればよかった 。 ｬ 町 の 人は Ｓ ＺｻＧｪ の 如き隠れた る 純 情の建築家を要路 ｬ 亡 ｪ ｊＮｾへるにはあまりに多

忙であった。途l亡大阪 Ili '，l!:以}，，¥の建築が君の指導の下民生るる事 となり i将かに控へてゐた

君の作品が続々と IItl 亡1- 1¥でんとし -;g-Iま首然の軌道ーの上 fcj }，' F，られた。大阪の新名所屯気FI 与さ

館料射した。我々は計に期待する所多かつのに。 同11ーは夫折ーする。 純 古川、構 をつづけて行

く同君が過去の分般紙 往築界に必要であった棋に今日以後の我凶新建築界lても必要とした

のであったのに。 (12、5 ノ8)
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日本のインターナレヨナノレ建築運動

中 尾

断り一一花 11 白か ら第一戦に 1: って高唱た績げて来1: 一人であ

るさいふこさら抜告にして全くの第三者( ? ) の立場で詑すこさ

にする。

保

1927年7月2目、 日本インターナショナ J レ建築舎が創立されて建第主動的台めてから丁度

今年でi前10 ナ年になる 。そのIIl-J jlli !]j) JのJ武も激しかったのは29
j

-1三30:!: 1三31年の三ク年で合員連

は火花を散らして論'T i ' ーしたのもその頃で、1933{F- !'Lは 「舎の目的の大半が述せられた以上

積局的運動を続ける時は却って反感嫉耐を招き長初から祁道に陥らんとするものが現れて

くる 」 といふ見解の下に運動を - f j 寺停止 して持視するととに友りその朕態のまま今 日に及

んでゐる。

1927年までの建築運動の大略

一関日本で所謂凶作建築と糾するものが茜態を脱し始めたのは十数年前で、東京の之1'- 手1-1

博官千? に於ける分離訴の活躍からであるとせえにければならぬ。勿論此大博時代のセセッシ

ヨン式とかア ー J レヌーヰミ式友どがあったが、それが本賞のセセッシヨンの精神 を汲んだも

のでもなくがj んでも友かった。干すれも誤まられて停ったもので1止舎は無論建築界にも大し

た影響ーがなかった。アール只 ーぶーに至つては家具や器具に多少の影響がるったかも知れ

ぬ。それよりも日本の建築家はただボンヤ リと夢のやうな考カーから抜け 1:11て多少なり とも

論理的に物を考へ自分の意見を殻表しゃうとし出 したのは20年前頃からで、官; 時の建築.W.

K 忘れてはならぬのは後il祭民二氏の指導的態度である 。氏は偉大なる未成品として 中道に

して倒れたが氏の華芸術的友態度がj' 断次科謬的 tJ.1J ・前]へと特換しつつあったことは氏の作 品

を通じても本易にうかがふととがＡ 日 米る。氏 ｉ｣ｴ 賞時の 少 ｾ Ｚ ｉ Ｚ 建築家連の憧僚の的とたったが

辿動といふ程のものが起ら友かった。

運動らしい泌勤としては 14，5年前の分磁波の活躍を以って略 欠とせ怠ければならぬ。

分離抵は数名の青年建築家即ち石本苦手久治 . 森田康二、堀口捨巳、瀧F事。瓦弓 、山 田守 、

矢田茂、慣岡周，官、( 後の蔵 1:13氏〉等の諸氏によって組織された小さな舎ではあったが、 とれ

はわが建築界に谷き起した t ンセ イシヨンは賞K 大なるものがあった。分離抵の主慣は 既

成建築の圏内から分離して笹神I的新形態を飽くまで追究するにあった。哲様式投倣 よりー
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新 車輿 建 築 講 演 令 講 師

向って友から・中尾、伊藤、本野、新名、中西、佐藤〈武夫〉の言哲氏記事参照

歩も出なかった蛍時の一般

建築界に笥L打された警鐘と

主主 った。分離波同人外の者

でも分離波式と云はれた作

ｊ ＮＡｦｾ陀浸みて行った 。

ノウ米国建築家フ ラン ク

ロイド ・ライト氏の作に

なる常国ホテルの建築がま

た日本の建築界に謎として

現れた。今日でとそやや批

評眼の出来た日本の建築界

で論議されとそすれ? ?;時は

確かK 一つ驚異であった。

しかし立措法 と郁するとの

ライト 氏の作物の前11随に漏 れ得や してそのまま数年を混乱状態のまま経過した。

日本インターナショナJ L . 建築禽の創立

その頃険制ではすでに材料 、 構造の合王蜘句晶玉引と建築機能の純粋構成 、 機械的主主観の ｦｾｾ

識化等の動的要素がi主目されつつあった時に表現祇から脱したク才 J レターク' ロピウス氏が

デツソウのパクハクスの機能的校舎を完成してゐた。 J レ・コJ レピユジエJ . . I ; : は新しい健築と

して著書やi個案を示して世界に呼びかけてゐた。

建築の ＱＱ ＱＺ界的動向が定まりかけたととに気づいた Ｖ 名 の 控築家 ｃＪｾＡｦ 精吾、 U'  

伊 ｊￎ雌 ｩ燦祭正文、石本支久治、新名種夫、 ｾｉｬ 尾保 〕は ＱＹＲＷ 年 Ｗ 月 Ｒ 日ボ税収合し日本インターナ

ショナル建築舎設立の' 代言と綱領とを日本及び外岡に護表し 、 インターナショナル建築の

臼本に於ける解決へと忘した。
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宣 言 ( 19.27年 7)-1 ) ( エスベラ ν ト及び外闘文 11略す 〉

l  人類の生存に基礎1<_. ft' [いて建築の准E寄た根本的に解決ぜ んさす

2  へ類 の 進展に伴 ｕ 必然 自Ｇｾに 生るべき 様式た建設 ぜんさす

3  日本に於げ る問題の解決に基本た置いて世界各閣の同志さ提携して共同の目的

にl句って準む

綱 領 ( 1927年 明 ) ( エス A ラプト及び外園文11略す〉

l  儀式の建設に 11体統的形式に被る事た排し狭義の図民性に固執ぜ1 ' ilt 正なる

「ローカリテイ 」に根底1<_ . 置く

2 研究及創作の範図 11建築た中心さして人間の生活に闘する総てた含む

3  宣言の主義主張た事 ｅ 現ぜんが鋳めに随時展覧合講演令等ｾ開催し常時研究及数

養の機関ｾ設く



伊三郎氏

認置l . 左上から伊孫正文

足、石本喜久治民 、本野精

在氏 、中西六郎氏 、中，ll!: f呆

( 筆者〉、新名恒夫氏 、上野

切 で ' ! " ' < - 門官曹照明

潟jjt， .  ( A B  C ll li U 

ゴ

、

常時 中凶ノミ郎氏は じ111に{ i : ったが殻起人の一人として険加|名閣の建

築次 と15: 見の交換を試みて多々の賛同 を得た。百言 と綱領の鼓表が日

本では認議イミ足から 随分説Wr もされ抗議 もされ相首敵も っ くりまた数

々のナン センスもあったが また ζ の舎に好意をょせその注勤に 賛意を

表した 建築家 も相岱 l乙問* た。 外同建築家から多大の牒援 を得た。

最 員曾の初

上野伊三郎

9 ウト ( 1笥) Br ul10  T aut - ーメゾデ JレY ーユ/ ( 街) Eric h .¥l endelsυhnーーーリ ー

トグニル ト( 利蘭) G.  R 叫 v eni ーーホ7 ｾ ＺＺＯ＠ (主主) J osef Ho仔mann- ーウ井 Jレ

伊l珠正文、石本喜久治、 *- 野精吾 、中西六郎 、中尾保、新名佳夫、

員合園外

ス L手Il ti! ) J an  ¥vi ls -ーゥート( 和関 ) J . J .  P .Out 一一ベー レゾスひ笥) P eter  

B elu' ens - ーグロヒウス(l 罰) W alt er G ，'opi us ーイユルサ〈悌) A ndreL urcat  

一一 ノイトラ( 米) R ichard t'¥eut ra 

向 との含の趣旨に賛同して入合した人は

竹内芳太郎( 東京〉 桐本楠雄( 大限〉信( 市中戸〕南本多正道( 大阪〉

安田勇吉〈重量湾〉田町喜多見( 東京〉白鳥義三 ｒｾ Ｈ 東 点〕民柄藤三〈大 阪J

の八氏( 以と1930年) でその後山次泰 、貞永直義、宮任l秀路、半松

太郎のI!.Y ｬＧ巳入舎しその 他 客員として舎の仕事を援 助 された 人 々に 、 ｾ

井武維 、今手11;台郎、戴日 I ｾｾ ｊ 忠 、 回 村 ｉｾ 次郎 、 小 Ｉ ＱＱ 宏一郎 、川 口一二 、

佐II柔武夫、i者ーと岡重一 、} J j 尾庶彦氏等があった。

業

舎が創立されるや舎員は光づおr; lHや雑誌に意見の殻去を連続的 l乙行

ふは勿論19291ドから雑誌「イン主 ー ナショナ J レ建築」を愛川 して新興建

事の曾

築の ｉｄｊ ｊ 向を示しその精取 Ｑ Ｑ を教示し ＭＩｊＧｾ 立凶の民究命救凶の， ｕｉｾｩ￭ ｩ￭ 舎を ｩ 佐

すのほか1930年の同際住居協舎のーた舎には中凶六郎氏が本舎を 代表し

て若手加 し日本の建築の長 所 を111-界 I'L 紹介し殊にパウ ハ ウスを始 め{付也
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またこ の合白の作品 はモデノレ

カサ ピラその 外同機誌に掲 載 され てしば しば好評

での :i梓I災l土谷閣の新;品l記 事 を賑ばした。

ネノ、クフオノレメン 、



を博 した。その間 ノイト ラ氏 、 タク ト氏の来朝まう り各 地 で・の 講 演 は 炭 くIIt の 注 目 を 引き 大

い に 啓 蒙 に 役 立 っ た と とは事貫である 。

日 本 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 建 築 舎 の 設 立以 来世界的主主建築技術への躍進の方 向が 明 示 さ れ

一 時 は 主 義 の 上 で 敵 を も つ く っ た が 思 索 と技 術 的 研 究 の 動 向 が 次 第 に 明 瞭 と な る に つ れ て

夏l亡 多 く の 共 感 を 呼 び つ つ そ の 歩 を つ づ け た 結 果、各 地 に 出来 て 行 く 建 築 の 形 態 が 明 ら か

に 賞 詮 さ れ て 来 た。 遂に 舎 の組 識 を 盛 更 し て 役 員 を 置 き 全 閣 に 舎員を 募 集 し た る と と ろ 貫

に 152 名 の 参加 を見るにいたった。 ( 1930年 2 月)

客員 17名 醤 舎 員19名で外陣l合 員 10名 を合 せ る と賀 に 198 名 の 多 数 に 上 っ た。 との勢力

と11:1: のmI れ は 最 '，'. 何 人 も 疎止す る と と の 1-11米 な い と い ふ 見 通 し が つ い た の で 前 記 の 理由民

より 33年 遂 に 運 動 を停止 してI狩視する と ととなるに至ったの で ある。
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雑誌イ y < ，ーナジ ヨナル建築 1930年 5 月君主から

日本イ y ターナジヨ ナル建築舎の創設 11 1927年 7 月であつれ。回顧するさす でに

足かげ 4 年になる。合のrd勤可F 中心 さ して 渦巻いれ新興建築の流れ 11 1929年に於

て殊に高潮し、文化の図際化の必然性に釣する認識11 u'fIi'Jit になって来、Iこ。我等の

生活 の ｴ資安 践白的 甘 ｅ 却動す抑 ｾ f  

2貿安でわろ。

1929年度まで は我等の活動の例年WJ ¥ごめつれがま!i l二1930i pた迎へて 、 日本に於

げる新興建築さ新工惑のift. のillii 寄た指示 して、研究Z 創作の上に更に確貸すよ成果

た得なげればならぬ克務た感ずる之同時に、社合の生活様式の展開の方向か常に

鋭い注意た持って見守るこさ の必要を痛感する。ウート氏から 令宛に 主主られれ言

葉の憶にあらゆる意，氷で modem m:anner i sm 7. 1>排する 匁に 11戟た辞てまね究t憎た

岡めよう。

入 禽 し た 1  2  5 名

井 戸 岡 重 太 郎 稲 垣 秀 夫 石 井 吹 吉 伊 勢 谷 忠、夫

伊 勢 悶 村 Nli 石谷伊 三 ｎｲｾ 井 上 金 今 井 重 季

飯 岡 繁 二 郎 仮 問 光 明 伊 藤 幸 今 井 健 治

井 口 大 示 郎 板 谷 清 春 生 駒 忠 彦 早 祭 主J. Df i  

i宇 同 祭 吉 2夜 間 前 吉 日可岡 芳 西 岡 朝 男

西 岡 11釜 西 島 :m 西 木 重 吉 星 際 文

堀 正 姻 光 責日 戸 田 和 夫 棚 木 ｎｾ＠

戸 明 春 太 郎 荻 田 氏 之 助 大 久 保 小 輔 岡 同 重

大 佐 和 彦 太 郎 奥 村 敦 奥 山 滋 之 助 大 郷 松

小 川 米 荻 沼 政 男 大 島 男 治 大 津 直 彦

大 賞 官費 萩 岡 幸 次 郎 若 村 文 夫 利 回 言語 夫

勝 山 純 二 川 口 喜 代 枝 角 野 考 頭注 澗 弘

力日村 富 太 郎 川 端 奥 喜 裁 請 中 足 繁 雄 刈 谷 助 太 郎



川 北 三 九 郎 片 111 末 男

海 上 静 川 問 静 雄

吉 田 武 雄 吉 岡 雑

吉 附 皮 次 吉 本 夫

高 橋 芳 雄 高 橋 太 郎

問 中 出 幸 同 j点 三 千 男

問 中 久 雄 多 岡 正 昭

問 中 繁 問 中 庄 太 郎

竹 内 千 代 松 竹 房 禰 太 郎

問 中 芳 郎 5土 直 言l

塚 安 治 rlo 鳥 喜 平

nt 川 桂 中 )11 私t 主ilI'

長 野 五 郎 中 西 文 夫

中 西 佐 官 '"1

0
林 考 次

中 村 E耳 長岡 ｲＮｾ ィy <， ーナ γ ョナ断定築の提日品者ゲロピウス氏

中 村 良 識 向 井 健

村 木 正 秀 字 賀 - a[ l  トＮ問ｾ［号臓 上 回 勇 介

梅 岡 秀 雄 上 野 秀 太 郎 梅 林 道 雄 キili 村 友 雄

古ｾ u 禰 太 郎 野 村 安 太 郎 九 鬼 駒 雄 久 保 オ ー

山 崎 主主夫 山 内 有J ま栓 山 下 瓶 三 郎 入 零 丹

IJJ 日 正 城 山 本 芹1) 雄 山 本 j'1l; 矢 野 ｾ 亘 ｵ乙

矢 代 幸 三 郎 柳 滞 間r 山 本 義 牧岡担軽 次 郎

松 永 恒 五 郎 耳空間邦 三 lUl 分 玉 武 男 藤 本 武 貴

膝 同 研f 吾 稲 本 敏 夫 瓶 山 夏 三 古 下 主 主 議

小 林 ｾ＠ 紳 戸 七 議 小 林 政 一 郎 近 藤 兵 四 郎

寺 内 主 主 治 手 賀 徹 安 藤 隆 A 青 木 周 市

亦 岩 四 郎 5答 藤 佐 太 郎 酒 井 清 一 崎 谷 氏 介

菊 弁 伊 三 JUI 北 川 菊 次 湯 川 策 太 郎 湯 浅 十 三 ニ

宮 川 菊 造 三 好 鶴 男 三 戸 谷 和 久 道 明 祭 *

宮 崎 正 夫 宮 岡 秀 穂 篠 原 t賢 新 正 穂

島 吉 角 三 肺 門 謹 一 郎 清 水 健 二 下 野 芳 夫

椎 原 克 巳 京 国 政 治 民 瀬 源 三 JUI 卒 島 末 吉

森 本 治 森 本 文 章 森 晃 角 岡 忠、

宣 言 巴 綱 領 の 解 説
( 同舎の解稗 〕

宜
-冨FzEa  

1. 人類の生存に基礎を置いて建築の進路を根本的に解決せん とす。
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問題は「人灯lの生イ長」といふととろから IU設する 。人煩生イ) - の本植が何で あるか。物質の集

合であるか概念の動きであるか。又は示111の意昔、であるか。之さ与を探究する事は吾等の目的

では 友い。菩等の前l亡人類の生存ーといふ厳然たる事賓がある c. 本絹が何であるかを究める

前 に事貫は一つである ζ とを認めればならぬ 。 Ｗｲ ｱ ｦｦ は信念の ｊ ｾｉ 遣 を 必に置ー くのであって み［

慌 を究める事も 州、持労r の探究の一つの領域であるかも j、Il hぬがとJ カーはりとして終! み の 日的で

はない。生命ーの本f J 曹を物質 と考へでも概念 と考へでも 、イnIれの考へよりするも求め得る柳

容は一つに仰すべきである 。此の信念の前l乞は一切のイス内ムは消滅す る。 烏は菓を治る 。

彼等1'1:は f l単もなければ符感もなくまた宗教もない。 けれども生l乙即した牧 町を持つ。干1-

人人 知の糸が Ｑ ｵ ｉ である か を求めるために再三呼は合き努力を排はんとする 。 利 ｐｲｾ も荷車も宗

教も一切 I' I 此の目的のために 何等かの役目を果すでならう 。 との意ntl 亡命いて建築の進路

を根本的に解決せん とするものである 。

2. 人類の進展 l'1: nひ必然的 l乞生るべき様式を建設せんとす。

人知は進展する 。一 一一切の現象は一刻 もーぬこ IL らない。必然的 1' 1 : 生るべき桜式は刻

々に鐙斡す る。J政街な; る角fニ轄l乙於ては様式は 不断に盤轄 する 。然しながらある期間を通じ

て友般に 於て同じ 朕態が持絹す ると見 る事が川ろkる。 とれは歴史 lて徴しでも明らかな事責

であらう。吾等は此の一つの同じ様な y状態 を持続す るl'i ft を目 標として併答を求めんとす る

といふのである。

3. 日本に於ける問題の解決に基本を置いて |吐界各岡の同志と提携して共同の

IJ 的 VC li'l って進む

害等日本人は日本の問題を除外しては- ; j ) - も踏み tl¥せない。苓等は日本民生れ日本K 生

長し日 本l乙親しむ。 日本1'1: 於ける問題の解 決の鍵を揖るも のは 、有ー等日本人てたければな

らぬ。

1ft 界各問に於ける建築思想の尖端は名の民肢に 向つての解決と 人煩としての共通性にます

する解答を求むる事ととのこつの目的に 向って集中されてゐる 。吾等は民族の一員として

r( 11も人類の一員 として此の問題の解決に ，iqって 全的の努力を捌はらねばならぬ。今 1I t-¥''l!- の

隅々に隣人の如く語り合 ひ隣人の如く 1ｩｾ 来しつつある 。 ｾｩ ｩｘ 雫も通 ｉ Ａｾｩ も京交もとの意味 ｖｃ 含

まる。害等は今民肢の差別が消滅する事を想像するととがtl¥来ない。然しながら日々に各

民族の問が接近しつつある事は雫ふ除地なき事責である ふ lIt界 を流れる 人類の共通性はそ欠

引に j農J 1の度を増し て行くと見る事は正しいと忠はれる。干Efff は此の流れに乗り此の源を

苓ね 、此の行先を求めて進まんとするものである o R J 咋の月j ゆるイ ンタ ー ナショナ J レ建築

とい ふ言葉はとの意味l乞於てのみ成り立つ。

綱 領

1. 様式の建設には体統的形式 ｉ Ｇｌ ｾ主る事 を 排し狭義の閑民性にｪＮ Ｇ￮ Ａ 執 せ ー ヂ ｩｩｴｊｅ な

る「ローカリ アィ」に狼底を置く 。
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拡式の建設ーーー様式は自 然 l乞生るべくして建設すべきものではない とい ふ考へは正しい

然し友がら吾等は解答を求むるために努力せねばなぬ。建設 とい ふ言葉はとの努力を意味

する。停統的形式に撮る事を排し19t 片紀に於て最も盛んに行 lまれた過去の様式複製/ J l l ' 用 を

72定する事を意味する。雌 JI 三なる意味 に 於 て 人 矧の進展は侍統の線外 IC ｾｉ Ｂ ， づる 事はＯＫ｜ ろ い ね

と云ひ得る。摘 手 Ｑ ミの進展はｬ￟｟ Ｎ ｪｅ なる芯 Ｑ Ｚ Ｇ 刷 亡 侍統 ｊｾ 者 の 進展である 。 けれども形式の後製 で

は決 してない。フランス陀於ける聾術 版 式の 盤遜 の如 きは肢も 端 的にとの事責を示す好いl

の例 でるる。

狭 義 の 問 民 性K 同執ぜや尻正なる「ロ ー カリ テ イJ I C根底を置く 一 一間民性といふものに

ふり 返 る時吾 人 は狭義の臥 ｼ 民性 の ｦｾ ｾ 与に説らせられる事がある 。子｜Ｍｾ オ ーは ｾ 狭なる 見 解を船

てて yt 正 な る 民 践 的 地 色 、 特異性の上に立脚せーねば左らぬととはいふまでもない。

2  研 究 及 創 作の範 聞は建築を 中心として人間の生活に聞する綿 て を 含 む。

人 間 生 活 を回む一切 の範 問 を包 含 す る 事 を 意味する 。建 築Ir . l : 害等の研究の 中心であるけ

れ ど も ソ レ に 附 随 す る 一 切の 家具、工 整品等の綿てをもよか研究の範 聞 に 包 含 す る 事を得る 。

此の範閣を ｉＨｒ り泣く蛾げる ｗＺ 子此 の 生 ｩＸ ［ｪＺ［ｦｴ式 の ｾ ｉ Ｚ ｱ 亡 成立する精識や彫刻 ｊｬ ｲＮｬＺ イ ｵＩ で・あるか服扶Ｍは

何 であるか食物は 何 であるかい・ 0 ・た よそ生前 l亡闘 す る 一切 は干号令の庇接の研究領域を悶

んで ＧｉＨｬｾ りなく展開する 。

3， は説明を要せすて:。

人 々 の 言 葉

骨 建 築11常に園長的であり 、倫常に個人的であるが、然し個人、民族、人類の集成する 聞の中で 11 、

最後の最大のものが、イ也の二つ1. 1' 取まいてしまふ。

かくじに「イ: : / d<ーナジヨナ Jレ」建築の標誇がIH来てb!とる 、

1928年 8 月、ウ升ールター 、ゲロピウス 、 ( W altel ヘG ，'opi vs)

持 1923年に11既に止μた地 11、全く新しい新紳か ら生れれ童文多く の建築によって覆11れれ。すラ Y ダ人

フラ Y ス人、1 " イ Y 人、ベルギ一人スウイス人、イ?< 1) 一人、アメ 1) :力 人、 I，ijj;頑強に努カして ゐる

1928年 2 丹、アY ドレ、 1)  : 1_ 1レサ ( A nd陀 ， L u，' cat )  

発 イ: : /?<ーナ γ ョナル建築さ 11 、合珪! ，主義ごいふ言葉の仁に世界の新建築到1.J?作 リ上げるこさで 11 1tlJ f

じてない 。日 本のローカリ テイに立脚するさいふ考ヘカが基礎である 、

1929年 8 月 伊 藤 j f . 文

長吾々 11 園際的計量のー|こ|二、我々 の希望1)?賀現する慮に 、精紳的及物質的に 、相互に提携し、 支持し

あふ事た撃明する。

1928年 6 月 ス井スザヲ- ; ? J f t にて 第 l 閉園際建築合議

長吾々 11 日本建築の待殊性在、「園際的建築JI こ向って取上げるこさらそれ 11 日;本建築1.J? ， 現代建築の

立場から 見るこさ である 、要求する ものである。

1930年 香 野 雄
，r  

r: l  

発建築及建築郎分 11、その奥へられれる課題がより科率的に設立され、それた事物的に解決するに従
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って 、 より園際的さなるのである 、 一一 向 上 ーー

持 陛界有F流れろ人類の共遁f注目次第に波厚の度1J . ，!曾 して行くさ 見 ろ事 11 lF.し いさ 思 11れる 。苦等 11 比

の流 れに乗り 、 此 の 源 Ｑ ｦ＾ｾれ 、 此 の 行先ＱＮ，求めて話 ｌ ーまＮｾ ｾする。再等の用ふるイＺ［Ｏ '" - ナ V ヨナルミ

云 ふ言葉 11 比意味に於て のみ技リ、，7. つ 、

1929年 8 月 本 野 精 否

長 女f七の イ : ; /?<ーナ γ ョナラ イズ しつつめる現時に於 てi &築 L まれ イ :;/!J. ーナジヨナライズする 11'i 古

然のこさで論議するまでしない。

1930年 ' 1' 烏 保 ( 早大建築講義録〉

持 イ〆ターナ γ ョナル建築11 患なる技巧や形骨量統ーで はな L 、従って閑々 他方地方の n ーカリティ ーに

よって その形の上に L多少の差異常P生ず るの 11');'; 然のこてである 。

1930年 ' 1.1 )i: 保 ( 同年 7 月18 H大阪毎日新聞〉

持 現代の主要建築材料 ＱＱｾ 長 Ｈ ｓｴ･･ ｴＩ三コ Ｚ［ＯＩｊ リートさずラスであるがな ｬ 王将来 ＱＱ 料 祭の進 歩によリ

如何なろ材料力泊二れて来るか知れわ 、ミY ユヲルミゾ等アルミニュームの合金た始め St eeI や B ronz

等の合金其他 、コ・ム 、 ファ イバ一等が近時建築材料の 'IJ へ浸入して米1: こさ 11大に沌目ぜなければな

らぬ。石苧煉叉の時代に 11 その構、造 11石 、煉瓦のもつ機能の最大限皮で考案 されれもので、 その形態

ｌ ま ＱＺ これ等 の 材料 から生れ ＱＺ 民 事 ｲ な ものであつれ。 材料 のｾ 化 否進歩後主主によってそこに生れる構

造 L 自ら喜善化 してくる。椛遣が鎚る 、従って 、建築の形 L掛って来るのが常然であり 、 そこに現代建

築のi i ' 1，資が存 す るわけである 、過去の建築 11過去に わ、いてのみ合理的であっ 1:が 、今日新材料らも っ

て過去様式た模倣す る こさ11訣れる甚1ごし告し のである。 現代の材料 の機能か章受主主ぜしめて こそ現代

美在感受する L のである。

しかして建築 11後らに材料の機能た弄ん1こ・のみで は意義1t，なさね。 そこに はI ' J 論衣の傑件た考慮し

れものでなくて 11 1，よらぬ。

1  時代の思潮吉社舎のE量化 、

2 科撃の進歩に i'P--'、民奈の生活段式の鐙f七

3. 最土舎経済の状 況

4  建築自慢の機能即ち闘的性

5  材料の機能さ構造

6. 土地のローカリテイ

7. 色 調 、

附 記

1932年 中 尾

*  rイ ンタ ー ナ シヨナ J レ」建 築 の標 語

イ呆 ＨＪ Ｑｾ 年鑑偽 Ｑ 誌 の一部〉

日 本で は 1927年 7 月 2 日、 日本イ ン ター ナ シ ョ ナ ル 建 築 舎 の 設 立 宣言 が 故 初 で あ る 。

ドイ ツ で は 1923'f.. 8 月 デ ツ サ ク の パ ク ハ ク ス で 、 ク ー ロ ピ ク ス 氏 主 催 の 閤 際 新 建 築 展 覧 舎

とい ふ言葉を皮 切りして、「イ ン タ ー ナショナル と ｾ築 」 とい ふ 同氏 の講 演 があった。更に

1925年 パ ウ ハ ウ ス か ら 「インタ ーナ ショナ J レ建築」とい ふ識や占 を 蛮 行 し?と。
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1927{f-1図際的事rr建 築」と題す る 京 &帖 をヒ J レベルスア イメ J レ氏が出 し?と。

1928"r- 6 月 スイスのダラーツ ;U:: で「岡際新建築合議」の第一田舎合が備 され宣言が出た。

ζ のイ女 ー ナショナ J レl亡I'I 、普通の岡際的 といふ12. 味 と世界化と いふ芯1*と二つの意義を

I，-iJ ーに 使刑したものである。

*  ムツソリーニとヒットラ ー

建築のi劫合l亡於けるインターナショナ J レといふ言葉を 、玖(，i 的特殊な JJ: ll 未を持つ インタ

ー ナショナノレと 間違へて日本でも馬鹿馬鹿 しいナンセンスもあったが 、 ドイツでもイタ リ

ーにでもそれがあった。ドイツでは多少共産主義的分子がまぎh 込んだので一部の人から

浪られ、パクハウ久もそれがために終りをつげたが 、とれも認識不足の然らしめた結果で

ある。その反主JI 亡イタ リー では 、 インターナショナ J レ建築舎の若き人々が展 l詑舎を催した

が 、例によってファッシヨ の岡に インタ ーナ ショナ J レ左はうシカ ラン と抗議が川たので 、

若き住築家建はムツソリーニ首相を展覧併に仰いて位築のインターナシヨナライス・につい

てよく説明すると 、ムツソ 1' i手を打って 「よしわかった 、伊太利の建築はすべてとれに統

一しゃう 」と 1-lltc 。枯ねヒッ トラは馬鹿 でムツソリーニ I' I えらいといふ紡論になった。

iC 日本ではインターナショナ J レ建築のととを間際建築、日本間際式 、或はただ近代式

等ととなへてゐるがその中通常な名前が生れてくるであらう 。それまでは何と でもいふが

よからう。インターナシヨ J レ建築の日木に於ける解決がつけばそれでよい。その示11

1髄に鰯

れね先に邪道へ外れて行かぬやうにしてほしいものだ。

哩

バ ウ ハ ウ ス (1926)
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そ の 時 イミ v乙 就 い て

日 本 イ ン タ ー ナ ジ ヨ ナ ノν 建 築 曾 の H年 代 的 背 景

jF庁 名 種夫

日本インターナショナル建築合の殻合より解散に至るまでの終過 I' I 、中尾保氏が詳しく

脅かれる官であるから 、遊I ' L Iま主として同舎の活動した '!t;n.'f の、時代的背景 l亡就いていさ

さかえｾぺて見度い在思ふ 。

結成常時の日 本イ ンタ ーナショナ J レ建築合の桁 i持 i柿IJI の1m作が 、明かに機能主義であっ

たと之は 、その立言及綱領の示す通である 。

同舎の結成せられた1927年は、的もシユツツトガノレトの住宅↑: ( ip出合の開催せられた年で

あり 、建築rr.! jぞける機能 1::: 誌の此高w月に述した時代であった。 j レ・コルピジエ 、 ワ ・ク. ロ

ピワス 、ハ・ ぺJ レツ イツヒ、ピ ・才クト 、ヴイ・プー J レジヨア 、 プ ・タウ ト、 ペ ・ベーレ

ンス 等、非常に仙性的危技巧の持ー1::: であ り、 答: て夫々特徴のある作品の放 l乞有名であった 、

大 ｼ 建建築界 の ｒ 鋭連が、同住宅↑ ｾｹＮｾｾ 脅 ｬ モ於ては 、 完全にその ＱＯＱ ，Ｏ性的技巧を棄てて 、 一様に

機能主義の立場I'L 於てそ の設計を行ったととが見られるのである。

その結果ーとして、同時1-11品住宅の I二l亡現はれた顕著な現象は 、そのイ11) れも設計者のイ/1，/'1"'"[: 、

問符等七回えて、全く一様に統一せられた風貌 を備へてゐたといふ結であった。

イ旦、とうした外j杉上の統ーは 、過去の建築の諸税式とは契り 、同定した或形態の、建築

に於ける外而的、カ ー 式的適用ではなくて 、 Ｍ ｾ ケ人 類の生王 ｉｉｉ 生活の将遍性と 、他 方ー材料 ・ 構迂 ｩ

の共通性 とか ら、終怖と地方的諸4条件と の制限 を受けながらも 、生産;方法進歩の過程に従っ

て流動進展する 、一定の統一せられたり形式的方 II'l J と言った方がい L のかも知れない。

日本イ ンタ ーナ ショナノレ建築舎の結成は 、明かにとうした時代の背景K 推されたものに

は相異ないが、 シユツツトカソレトの住宅博覧合その他間外に於ける新建築運動の、庇接の

刺 戟に依ったものでは決して友かった。

聞東の大量火災後満 4 年、その問分隊汲建築浬勤の後を承けて 、建築構造の合開化がP1J.

ばれながら 、Mの上では尚表現主義 、構成主義等の傾向を脱し件なかった建築界が、構地

の合王 ｉ ｐＺイヒより更 に Ｍｾ� 土佐めて 、建 築の内鮮にまで合理主義を進展せしめる機運に 向いて 手ｾ

た際であった。 言ひ 換へれば 、 構造 ｫｦｬｩｴ 王ｾを興へない属に、却って建築本来の機能の一部

を犠牲 にするととを以て、構造の合): 11¥化 と呼んでゐた幼稚友構造是裂が、関東の大震火災の

刺戟 に依って 、 建築の機能に従って 、 自巾に腕使され得る程度に漸く殻達してうｾた時であ

った とも 言へる。
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日本インターナショナ J レ建築合は 、寧ろとう した園内的機運の下に生れたものだと考へ

た方が至訟であらう 。

ワ J レタ ー・ クロピク スの有名友言葉一 一

Ｑ Ｂ 建築 は常 に岡民的で あ り常 ｬ 亡叉 例人的であるが 、 ＳＱ ｲｾ の同心関ーーーイ同人 、 民政 、人 類の

ｾ ｉ Ｚ ｉ で 、 以後 のそ して以 大なる ｬ バ ｬ が 、仙 の Ｒ つを 包括す る 。 」

との言葉の掲げられた 、 パ クハクス叢 ｩ ｬｾ 中 の 「イ ンタ ーナ ショナ ｊ レ建築 」 の 護刊が Ｑ ＹＲＵ 年

であり 、日本イ ンタ ー ナショナノレ建築舎の護舎が1927年であるととろから 、jもての思想的

!矛<: 1-"1を外岡 l乞求めたがる日本人の常として 、舎の誕生はとの言葉の踏襲であ れ その貫際

運動化であったと考へられ勝であるが、それは 諜であって、前述の如く全く関内的機運か

ら生れ/ + ¥たも のに外 友ら友い。

イE 、常時建築の機能主義的傾向は1吐界的一一少くとも 大陸 を磁ふた傾向 であったと とlti

舎の極円に賛同した同外合員の 中K 、ホ 7
7 ン、メンデ J レソ' ーン 、タクト、 ペー ν ンス

オク ト、 クロピクス 、 リユJ レサ 、 ノイトラ等の名前を喜界げて見せるまでもな く、各閑建築

の貫際が雄掃にとれ を詰ってゐた。

拐、かかる機運 l亡推され 、かミ る7f 長の下l亡生れ1+1たとの舎であったから 、宣言 、綱領

( 中尾氏の文字参照〉に依って明かえにる 如く、 護合tk時の態度が全く機能主義の上に立っ

て居たと とは荒し'市然であらう。

閤絡を異 l亡し 、人種の相異する各民肢が凡て「人類」なる言葉で要約せられる限 、人類の

生存K 基礎を置く建築も亦皆壊と同様、間際的に相通やる結論に到達するものであれ 唯

各地の地方的特色( ローカリ アイー〉が、それに幾分の盤化 を興へるに過ぎないものである

となし7ζ
。

従って 、との場合、建築の問題を僻此する基本t条例こは人聞の生理的諸t条件であり 、健全

な生活を営む ＱｾＱ 亡 、 外部のＺＡｩＮＧＺｦＡ条件から生王 Ｇｒ 的に人慌を保護するととを以て 、 建築の最初の 、

そして最大の目的であると友 した。

との外部の諸傑件と人離と の相聞の駅態 を比較的純粋に摘出し得るものは、「住む錫の機

械である」所の住宅であるから 、強雑多岐なる近代都市の建築の諸問題解決の鍵 として、

先づ住宅よ り出直すべ しとなした のでるる。

とうした傾向は建築に於ける機能主義の必然に向ふべき1f 向であ り、日 本 インターナ シ

ョナ J レ建築舎の進む;ケ向であった と同時K 1Pi世界の同じ機能主義建築翻の進路でもあった

1928年 スイスで張合せられた間際新建築合議が、リ ユノレサ 、べJ レラ ーへ、マ イヤア、プJ レ

ジヨア 、ジヤンヌ ヘ コ J レピジエ等の間際的顔振を以て、主として住居問題の検討解決に

最初のスタートを切ったととは 、との意味で辰も j主目さるべき事柄であり 、イ ンタ ーナシ

ョナル建築舎のメムパーの宅だった人々がとれに参加した ζ と も常然のと ととして首肯さ

.f Lるのである。
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だが設に it 意 しなければならないととは 、岡際新建築合議が、住居の問題を解決するに

??; って 、人間とそ の生王If : 的生活 l亡影響モ及ぼす外的諮係イ'1ーとの附係を取りあげたばかりで

は友 く、人類の生活をffH: 合と将棋? と の 7 7 ンク シヨ シとして把掃する ζ とを強調した結で

あった。

「一一役匂; は川上舎 に行はれる機構 の主主化が、建築に於ても ZfJ、h はれるものであると と、そ

して彼Ｇ呼 の全 半， Ａｦ ｾ Ｑ Ｑ Ｑ 生活 を構 成 する 組 織概 念 の髭 イヒ は 、 建築の構成臨念 ｬ こも閥係を有つもの

であるととを立識してゐる 。放 l亡、彼等は! f -J'f L 新材料 、新構造波新生産方 法 Ic i UJ し、己

がJfi 政務の範囲内に於て彼等の仕事 を促進させる望みのあるあらゆる 問題 l亡留芯ーするのは首

然のと ととな る。そとで、彼等は JI 年来各自の悶境を越えて 、相互にその制作の上で支持し

合ふ決心 をしたのである J ( 今井粂次 語、図際新建築令議費合の際の宣言〉

従って 、間際新建築舎議が、住宅の問題 を検討するに 汗; って 、重大なる 1 つの要素とし

て取りあげたも のは 、挫築費施の根 本 を左右する紅白出問題であり 、更に粁慣を支配する枇

舎的諮係件でるった。

インタ ーナショナ J レ建築舎の宣言及綱領の 中には 、紅慣に閲しては 何の具閥的表現もた

い。唯宣言中の「人類の生イl J 、「人類の進展J 244の言葉の中 l己、人間の鰹憤的枇合的活動を

も包括して考へれば考へられたいととも友いが 、TT- 言 lてがlへられた説明l士、寧ろそうした

恋情的活動の包括ーをとも考へられない程度 l亡、それ等のものに無関心である様に見られ 、登

舎常時の同舎が、全く人間の例人的生理生活の 、住築 K 於ける解決 l亡のみ主要な目標を置

いたものであるととを示すも のであるが、岡際新建築合議と の接関と、それ以I : : K 日本に

於け る摂持 問題、市 Ｑ Ｚ 合 問 題に針する 一般 の開 心と が 、同 舎の＿ ｾ勤の上に 大きな轄機を輿へ

? ととと は否めない事責である。

宣言及綱領はそれ陀依って盛夏せられ友かったが、その解稗は漸くより成く人類の品 |合

生活、経・碑生活まで包括する掠ーになった。

質際、住宅の問題 を取倣ふに常って 、目的を人聞の111，1人的生理二生活を完全ならしめる錦

だけに限定しでも 、そと K 粧・憤的 7 アクタ ー を取入れない| 恨り建築的解決の決定案を求め

ると とは出来友い。

人間の生活充足の程度を表すのに 、「快乏 、不足 、i満前足

とすればその何れを標準として案が立てらるぺ きである カか、、。 経糖生活、爪t舎生活を度外純

して、翠に 11司人的生理生活の完全を目標在して設計がたされるとすれば「吹符」なる住宅

とそ 、最高度のものとなるではないか。

「必要」と「充分」と の開係も品 1:合的経慎的t条件 を考慮しないでは答が問ないのである。

ピ J レデイン ク¥ デパー ト、銀行、劇場等複雑な機能を有する建築は姑措き 、簡躍 の嬬 に

問題を住宅I ' C. IINって考ふるに 、人間生活の幸福を目標として、住宅の問題 を解決するのに

2 つの遁が考へられる。
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その 1つI'HI 漉組織の現状に於て 、限定せられた工費の範囲内で、如何主主る設計に依れ

ば、多数の人々 によき住宅が典へられ得るかを純粋に技術的に研究すると とであり 、今 1

つは 、技術的可能性の現献に於て 、大多数の人々に快i血友る住居を管ま しめ得る経情的保

件 を獲得するには 如何なる方法があるかを考究するととである。

1929年にフランクフノレト ・アム ・7 インに聞かれた第二回の間際新建築合議が、「生活長

小限度住宅」を議題として取倣ひ 、翌年とれが報公害左して 、駄目↑ |の各都市K 於ける最小限

度住宅のプランを満載したノマンフレツトを護行したとと 、夏 Iqこ硝逸に於て、工費の節減、

工期の短縮、住宅の工業的大量生産等を目標として 「乾式構造」の提唱が行はれた事たど

は、第一の方法の兵問的表はれであったと考へられるが、官時我閣に 於け る枇舎運動に 連

座した人々 の中l亡、建築志望者がl i J 成台: まれてゐたといふと とは、それ等. の人々 が第一

の技術的立場よりも 、 ｕｾ 二の剥Ｚ舎 的経時的方面 ｋ より多く閥心を持ち ｪ｀Ａ ぎた結果 と 見るべ

きであらう 。

青年建築家JWfi ¥況がその一部rc ，仕合iA!1VJの色彩があるといふかどで弾座を喰ったのもその

頃であった。

日本イ ンター ナショナ J レ建築舎も ζ うした時代の潮流の 中にあって、醤接的解剖接的た

立場から 、次第に建築l乞於ける経情的祉合的諸要素を認識しはじめたととは 、舎 として大

きな進歩ではあったが、それは同時に 、純1降l亡技術的な立場に於て、建築進展の完全な指

導手? となるととの不可能を認識する所以でもあった。

同舎の解散はやっと後のととであったが、10/(01技の機運はとうした認識を持ちはじめた時

抗 lと醸成されてゐたと見るべきであらう 。

否、舎の形式的解散は 、結局貫際に行はれたわけではなかったが、との新建築運動の最

• • 
後の段階の左に口を聞いた赤い深淵の前に 、純枠技術者の立場に於てはたと行詰ったと 言

った βＭ が遁嘗て・あるかも知れない 。 沿っか友びっくりして退散したと 、 Ｚ ｬｬＮ ｉ ｾ 口するものがあ

った とし ても 、とれも成程度まで認めねば怒らたいかも知れない。

だが、舎の1足ー後の舎合の際に合員遠の問で話されたと とであった。

一一建築の問題の解決を 、人煩の生活の検討の中に求めんとして、 ii L i : 合的専の現状の範

閣に於て 、;j q率的技術的可能の段高限度に建築を島理するととが、建築の技術的進展の本

筋でるるといふととを 、一般の常識となるまで認識せ しめ得たと とで、あの宣言 と綱領 と

の示す舎の目的は充分逮せられたものであると。

所で、まだ何か重要なものを世忘れた様な気持が合員各臼に残って居友がら 、訴もそれ

を語らふとはしなかった。
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創 宇 祉 建 築 舎 の 新 建 築 運 動

竹 村 新 太 郎

この小論11創字枇建築舎の同人主主の仕事にき討する機種目でわ るが、それ11首然 H本の新建築浬IDJJ の

一環さして現11れる可き 性質たもってゐる 放に舎に胸聯する他の事』情にも鰯れてゐる。そ の里占訳者

の御 了解1，J?得t: ぃ。

ま れ この小論 Ｑ Ｑ 在東京同人諸氏の閲 Ｑ ＱｬｊｬＡて ゐるが ｾｦ，ｩ ｊ 人さして の 私個人 の 政察己記録である司王 た

申し添えて置 〈。

( ー)

日本に於ける建 築丈 化の矯めの啓蒙) l l i . i J i j J として創字ffl t建築舎の活動 を考へる 時 、それを

日本fL bぞける或過渡時代に表はれた 、I! [J ちその時代の要求によって誕生し 、干)ミギF茸rr lLJ を失

って 後退した運 動と し て見る事は正し く Ｑ Ａｬｾいであらう 。 またその様 ｦ 主税制に立 って 、 創 字

祉建築舎を 回想 し、 歴 史 を語 り度 いと は思 はたEい。

開東大震災の焼け跡から生れた創字I1吐建築舎が展覧合及講演舎の如き形式の園惜活動を

昭和五年十月以来行はたかった といふ事r'i !Jのみか ら官IJ 宇枇建築舎の提H品、活動が停止 した

と考へる事lti 早計である 。

日 本に於 け る良 心 的 なそして進歩的友青年建築家陀よる建築文 化 の Ｑｾ めの集 園 活動は 同

じく 昭和五年 十 月に結成され 、 新興建築家ｬｬｙ ｾ￦ｉ の Ｑｦ ｦｦｬ 訟を以て建築ヂヤ ー ナ リ スムの表而か

ら姿を 消して ゐる 。 そして日本建築文化の上にデカダン時代が到米した と見る事が出来る

であらう 。

その昭和五年以来今日就に 七年を経過してゐる 。今日の青年建築家のうちには創字IIit 挫

築舎を会 Ｑ Ｑ らない 人 も多いに定ひ Ｑ Ａｬｾ ぃ 。 また多分にそれを正しく王 ＱＱ｜ 併さ ｪ して 無 いかも知れな

い 。 その掛からでも創字 ｬ ｩ ｩ｝ Ｚｉ，ｾ人はその過 Ｑ 、 に於ける 込跡 をＱＧ ｝ から 粘 利 ｉｉｉｌ 反省し 、 その ｉ ｾ 鋭

を 再 検せねばならないのであるけれ共 、 我々のひまの ｊ Ａｬｾい生活 や 文献の散 逸 は充分にそれ

等の 仕 事にＦ入 出 Ｊｴ ＺＱＺ いのである 。 従ってそれは後日 ｬ 亡候つより 仕 Ｉ ｩ Ｑ Ａ｜ ｾ いであらう 。

( ニ)

日本l'L. bぞける正' { i ; ｴ［Ｚ る建毎日視を 把 握するｾｾめに 設 やされた努 力、 それ Ｈは ､ 分緋

}成戊立する 1
1

他
B

喧Eカかミ数年前 Iに亡始 まる 左忠思、ふ。

明治維新以後日本l乞於ける建築は日本の従来の生産技術 l亡機械的に西臥のそれを輸入し

たもの 、特 lとその形式はクラシックの機械的模倣 による整相I宅 ヒ主義的なもので あった。
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との事は日本i ' 1 こ於ける 、品土舎的 1'J. 経情的 tx. 事情から考へて 、必然的 た傾向 であった l乞蓮 ひ

Ｑ Ａｬｾい 。

日本の建築様式が西駄古典式またはそれと日本従来の形式との機械的た結合等の原始的

危素朴な塾術主義から脱却しゃうとする建築家の第一の反抗は大正八年に行はれた帝園議

事堂建築官ｾＧｴ ｴｹｾ 蒜凶案 ｬ 乙劃する批判 ｬ 乙その溺芽を見る事が 出 来る。それ等の溺芽は二 十世

紀初頭以ろlq弱逸を* 心l乙勃興したセセッシヨン建築jlli !lVJ& ベソレリン慌の影響として行はれ

た。後ii 祭民二氏が此時代の進歩的な桁導的な足跡を姥されてゐる 。若くして死んだ官時 と

しては全〈了ド命的意匠を姥されてゐる建築家岩本儲氏は分離波建築舎の生みの親とも謂は

れてゐる。野川俊彦氏がデヤーナリスト的活動をされて居る。 とれ等の人々の努力は封建

的友建築f ; i { j¥1乙到するよりリベラル及 、そして自意識に立つ建築視を持たうとする過渡時

代に於ける先' 克者の業総として讃えられる可きであらう 。

大正九年秋京ｊ＿ ，術 岡大阪 ｼ 建築 ｬ ｾ Ｑ 感生 の ＭＱ 洋陀よって分離 抵 建築舎が起された 。 分離祇建

築舎は日本 ｉ｣￰ ぞける段初の建築文化の ｩｾ 蒙国間であった 。 封建的なアカテ ｅ ス・ムの紳を断

って 、日本の若い建築界に最初v c . U五回的 f主力を指示したその熱意 と努力は 、日本に於ける

建築丈化史上特記される可きものであらう 。その主張はあく迄塾術至上主義的であったけ

れ共集聞の力をもって混沌と した日本の建築界に新らしい血と 勇気を溢れしめる嬬めにさ

れた活動は 、今日の日本の建築にどれ程のんき 2主役宵IJ を: もってゐるか測り知れないもので

ある。

分離 祇建 築舎はオ ー ス トリ ア ｬ モ 於け る Ｍｪ ｌ ｏｏ 年ぅ ｾ のオツ ト一、ワ クナ 一 一 抵 の セセッ

シヨン運動の革命的紅建築活動を日本v c . 於て櫨承するものとして成立された棋に 聞いてゐ

るが 、然し訴時世界大戦後に於ける日本の経憤的活動の活滋化、リベ、ラリスーム的産業資本

のｽｾ 力によ って Ｑ Ｂ ＱＧ ，現し、封建的追随ｴＮｾに ま ｉ する反抗、附 ､ ＧｬＧ ｬ ｶ｣Ｎ於ける ｼ 世界 大戦後臨済 ーとし

て起った表現主義を先導とする新装術J主動の影響として理解する事が正しいと思はれる。

その宣言舎は全 く人ili 主義的なまた塾qfLi至上主義的なもので・ あった。

( 三〉

分離祇建築舎の泌動が日本に於ける建築的様式の餓鎖から近代iR土舎のための自 由な建築

にまで解放するために叫ばれたと見る事が出来るならば信IJ 字JIi土建築舎とそは日本の青年建

築家が、建築家肢としての枇合hf の認識を確信する迄にその多大の努力が費 された 、と 翻

られるpJ きであらう 。

創宇品上建築舎は大l E 十二年十一月、閥束大震災後のバ ラツク 建築も未ただe 完全に立J並I波f ばな

い東京銀座の十! 字宇堂梨器底二階て

払何筒↑百i 治氏の意匠 lにζc)成戊るものでで. 表現波風の垢抜けしたパパ、ラツク で銀座に異彩を放つ建築であ

つた。 との展理舎の作 品目録K は次の様な宣言文が掲秘されてあった。
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我等は古代人の純情たる

創造の心を熱愛し、模倣て ふ

不純た る風潮になき

永遠の母 への憧れをもて

頑底と陳闘と に た けL たる

現建築界の覚醒 を期す

×  

我等は生の交響楽一一全宇宙lモ

我等の生命、 美 しき 17 ツス 」 を

現出すべく 専心努力す る。 創 字 iji土 Iri J 人

展暗合場には インキンク舟された l副首と共に石湾やirl J 土! l X ; は粘土によって作られた模型が

陳列されてあった。此時の同人は本徒栄記、出木亀吉、小川光三、梅凶酸、岡村蚊象の五

人で、 全部の人達が遁信省営繕諜の製刷工若くは技手といった二十畿か ら二十二歳位ま で

の生気滋制たる青年建築家であった。

此展覧舎の作品で・は股木地吉君の劇場案が相省力作て・あった。 瀧津英 FJ 氏が建築雑誌、に

好意的主主批評を書: かれ、j従木;Pi の作品の模型や寓昆が品・|託 された。 此展覧舎に表はされた

ものは建築技術といふよりもむしろ遣型主芸術的友 、J ) t 撃な生一本た熱情、青年ら しい反抗

感剖童慣的危感覚 の設 ｴ ｬｘで るった。後年の ｾ ｉｾ 躍的琵展はとの愛すべき宣言文に讃へられた

原始民旗の素朴と デモクラチック主主料:f ijullのうちに 、幼H U;r.技術的水準 をもって牢固たる ア

b ダ E ス・ム 、封建的主主日本の建築様式の現質に打ち古って行かうとする勇気と気醜のうち

に感じられたのであった。

大正13年 4 月には上' ' j l -f公園美術館・に於て図民美術協合主催の帝都復興創業展覧舎が聞か

れた。 との展覧舎は造型謹術の綜合展覧舎であったが建築としては分磁波建築合、創字JI止

建築合、ラ トー建築命、メテ。才一ノレ建築舎等の諸国f躍が参加した。丁度臥ザ1'1から腕朝して

聞も無い村山知義氏が造型国艦 7 ヴ・ォの一員としての洗練された構成祇作品 を出品して る

ったのが記憶にある。

大正14年 7 月銀座資生堂美術部( 蛍 l時11R建築〕で第 3 [8]創字Jji ，上展覧舎が聞かれた。此展

覧舎には共頃東京美術感校の製生であった山口栄一君が加はった。 出品 された作品には

表現波風の影響の未だ抜け切れ友いデザイン 、構成波やゴL惜抵の造型物の影響が濃厚に表

はれ初めてゐる 。 氏の展覧 舎に集 中 された努力はフオ ｊ レムｉＧｃｾ ｻ する追 求 の専念 と見 る事が

出来る。雑誌、「建築新潮」第 6 年 9 月慌に I'I ri Yi l 村蚊象氏( 山口蚊象民嘗姓一一以下山口 苫記す〉

の 「第三回宮IJ 字杜展と吾々の態度」中 にも未だ明確な建築規は顔を 出し て居ない。との展

覧舎は 陳 ｉｉｾ なる 、 ア カ デ ｅ ツクな建築一一それに封する建築家のイージー友態度 、 そうい
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ポスター く1 ) 山 口 蚊 象 氏f乍

創 字 社 第 3 回

建築制作展覧令同銀

1925年 7 月17 日より 7 月

21l l まて。

銀 座 資 生 堂 美 術 部 に て

筏 10時まで

1. 無思( 模型〉 山口俊一

.  .  .  
2 劇場試作 ( 悶さ模型〉

J 住 宅 〈悶〉

.IIJ の中に廷Pつ

( "  )  

「アトリエ」

S. 公設"' 1t場 ( グ)

6. 公園に於げるj"l. '，占 C")

B青木亀吉

7. 舎 官官 〈闘ミ模型〉

8. 十坪の住宅 ( " )  

9.  M .E毛の住宅案 ( " )  

10 住宅 ミしての「コゾポ グ

ジヨ YJ ( 模型〉

11 . 時計 釜 ( 泊総〉

12. 1 レリー フ」の下総 (fI )

13. 同 ( 皐彩〉

14. 住宅のスクク千小川光三

.  .  .  
15. 園境に述つ詑念土佐

( 模型之潟民〉

16 童書物工場試作( 固さ模型〉

17. : : J  Y ポジヨ Y ( 模型〉

18. 7出内彫塑

「コ Y ポジジ ヨゾJ.+しの l

"  A の 2

"  ｾの Ｓ

"  J毛の 4

。 尖の 5

19  1カフ エー エイラゲ」に於

げる里遺の草案 ( 潟民〉

梅 田 穣

20 商広の設計( 圏三模型〉

2 1. 音 楽 堂 ( 模型〉

22. 住 宅 Jt の 1 (ν 〉

23. 同 共の2 ( ' /) 

24. 椅の柱燈 ( ゲ〉

25. 1コユ/ クリート」橋の設計

( "  )  

26 建 築エルユノスト・

トルレ Jレf乍 ( ν 〉

ＲＷ 戯曲 Ｑ 鉛ｾ男 「 ヒ ゾケマユ Ｏｊ
く。〉

舞5軽装置 岡村長究 1象

創 字社

浅事・岡山J ーノ十一

〈岡村宅〕

ふものに到するアモンスト レー

シヨ ンとしての展覧舎と見らる

る可 きであらう 。 此展覧舎には

小 川 光三 計 が 「住宅の コ ン ポ ジ

シヨ ン」と してプランの無 い立

慌である造型物を ｉｉｾ 品し、梅 川

松ｾ J-tはイi 日 を以て純然たる立梯

抵Ａ孔の ν リーフをｾべた。 ｉｉｊ 口

氏の I- I J 品した岱時問題に成った

トJ レレ J レの戯Ilhl ヒンク 7 ン」の

ｾ正当装置模型は此時 代 の新鮮去

主主世注Al JK 相官; のショッヶを奥

へた此展覧舎に於ける定型的な

進歩は、世; 時の分離抵建築舎の

作品F2ちにはられない校友動 力 感

的な ｊｾｽＦ［ の取倣ひが出ｼぬされた

モテ) レのうちに表はれて来た事

でるる 。 Ｑ ＱＱ 口氏 の 抽象的な立 ｭｾ［ Ｚ

構成牧「娃築Jvc於てそれは編著

であった。向此展覧舎に は後年

よく言はれる創字枇らしい作品

のテ ー 7 の 溺芽が表はれてゐ

る。公衆浴場とか鋳物工場とか

に。とれらの事情のうちにも此

舎の同人法の生活的立場が反 彬

してゐるのを見る事がtL¥米 る。

大正 15{!'-l O月 に は 日 本 橋 1' ' 1水

lil の11主主主築二階で抗凶川展がIｾｲｊ＠

かれた。此 ｉｉｾ ーはお ｦ しい ｬ 討 ｪ 人とし

て針口以京、放苅雄; g ' 、古川末

&!t:ft 、竹村の 4 人が作品を出品

した。全 ｈｾ 品作品 ＲＹ のうち ＱＳ はプランの示されて無い 抽 象的 ｴ ｊＮ -¥' J : f J 豊造型物てあった。此展

覧舎に於て多少之も枇合的閥心が作品に示されたものとしてjl主苅雌& 小)11 光三行の 「高肘

建築J ｉ と到する提案及私の 「 監獄中ー案 ｊ が ある。とれ 写は建築形態Ａ と到する新 ｴＩｾＱＱ れから夏
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闘 1 . 第 二 幕 第 四 場

く努働者の小料理底内部・酒場〉

エ pレY ス ト・ トル ヲ-f' 乍

「 街主主男ヒｙＧｾマｙＧ ｊ 舞菱重書置

岡 村 蚊 象 民 作

( 創 字 第 3 回展覧合出品〉

園 2

園 3 ・ 鋸 物 ヱ 場

梅 附 11 Jも f乍

(jI IJ字 枇 第 3 同展覧舎出品 〉

V ' 3 4  



ポスター ( 2) 山 口 俊一. E i ; 作

Ｚ 闘 Ｗ ・線と面 岡 村 妓 ｾ 氏

く創字社i-I't 4 回展覧合〉

j

s

i

i

4

A

i

 

，

 

闘 4

園 5 ・ 監 獄 竹 村 新 太 郎

闘 6 ・高層建築成構

披 苅 雄 氏

( 創字I仕官H 回展覧合〕
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に建築計割j 自開をもっとプ チア リシ ユ注視結か らしようといふ考ヘンゲに近附いてういたも の

と見る事が出来る。それは極く素朴友ものでるり 、ロ 7 ンチック在 、寧ろ唯心的でさえ あ

ったけれども 。 ｉｊｊ 口氏 は 「 商 と 線 ｊｾ ひは 「 建築形態の究極 」 匂 ｲ のテ ー Ｗ のもとに極め て

常感的危立韓を出陳した。とれらの作品は日本に於ける構成主義的造型の歴史的な作品と

見倣され得るであらう し、同時に建築形態事の抽象的研究の高度の もの在して記念さる可

きである。

此毘官舎後雑誌「建築世界」に掲載された小瀧丈七氏等の創字社評は官時の或種建築家

若くは多分に今日でも多数存在しそうた肢の見方として紹介の{ 賃値がるるやうだ。

その批評は次の様た合話憾に成ってゐる。

「創字jp土とは如何だい自棄に大き主主名前を附けたちゃないか、字宙を創るi f d : と謂ふ意味

訟のかいJ

「宇宙を創る建築家の闘維 と謂ふ示11織の向ふを張ったような建築家の展覧舎だ とすると

馬鹿に貧弱ちゃないか」

「可笑しいぢや友いか貰際気の利いた幽謹なら引込む時分だぜ 、それ を白査会然 之さ茶

腕を建築として悦ふ左んて古くさい事を言ふからさ、そもそも茶舗を建築主して取扱ふな

んて事は建築撃の第一本ちやたいか」

「そう さ、だが建築とは何ぞやの問題を踏ぎ廻って結局( 建築とは認のわからぬムヅカ

シイ串間である) と納まる連中より茶掛は建築であると自覚した創字J祉の) i が遥かに偉い」

「あの造型的友商白味を抜いたら何の低値も友いコンポジシヨンの研究は建築の研究と

してどれだけの慣値がるるのだらう」

「僕は建築の存在の第一義は賞用だと思ふねだから賞) 刊を無腕した形態なんてものは建

築の研究として可成無意味なもんだと思ふ」

「非貰用的危形態、所謂造型その組合せに よるコンポジシヨンの研究に非常えに期待を以

て接してゐる建築家があるけれどその結果から 言 ったら百 ｊ 成り ｾｒｾ 駄友努力を費した事に気

が附く時がうｾるだらう之忠ふ」

「いくら人聞がシ ャツチヨコ立ったって自然にはかなわないよ、人間のやる造型的意義

なんて赤ん幼の積木遊びさ」

「幼 ｦｬｴ ｄＺ￬ ｊ の自 ｉｉ ｉｩお さ 、 あミした造型的 ｾＱ 作をやってゐるより偉大な建築家 蜘妹先生のた

弟子入りでもしたプi が気が利いてゐる」

「砥石のゐ化け見たいなのがあったぢゃないか」

「あ L 竹村氏の監獄草案か」

「それに就て作者はかう言ったぜ( 今まで・の監獄は犯罪人 を軍友る罪人 主して故つてゐ

たけれど自分は犯罪者を牡舎的に一つの病人として考へる、だからとれから出来る監獄は

一種の病院主して建てたきゃなら泣い主恩ふ此んな考へでやった〕之言ふんだ、如何いふ

V I 3 6  



! 瓜に考へや うと 白11:1だけれど 建築家であるといふ現111で忽んな事まで考へなくては な らぬ

といふ況は成り ! なたない」

「等t ろ刑法務者が精 市Illfi 河原有の官if! 分ち ゃないのか」

「要は依樹者- の立; 志にあるのだ」

「極 く主主ほざっばに言ふ主同人の態度がまとまってゐない事、あるものは賞用を無脱し

て形態にばかり 走りある者は形態を第二誌に世いて賞J-IJ } J 而 のみを考慮に置いたのがあ

る。 前者の例 は数多くあるコ ンポジシヨンの研究であ り、 後者の例 では 舵獄の作者を殺げ

られる と思ふ」

j可ノ争力ツト したが以 上の抜なものであった。

ζ の批評自身の挽常 した歴史的1主義のために 'j 1  )1]する立義を読者は 了解される と忠ふ。

建築家の造型 的研 究の意義 ｲ｣ ｦｊ 先て 如 ＱＱＱ ｊ なる評 ↑ 授 が Ｙ ｩ いられる 可 きかは 簡 ｾｾｉ ， ｾ VL 断定1-1¥来 無

いにし て も、その意義を抹殺する事は不可能であらう 。

官IJ 字剥; 建築合の同人注が専念した此??; 時の芯型的究lりjI'Ch北ては 1925{f'. C大10 5"1ワデツ ソ

クの新校舎にうつ りその第二期のI円jJj )J を開始したノマウハウスの建築 、5J 1型のi : f ! 1DJ を杉へな

い諜K 行かない。

ζ の頃分離祇建築令の明 円氏が制宇品 1:は形態の勉強 l亡過ぎはしないかと評された と聞い

たとの事も 聞いた事があったく分離慌の諸氏l乙同人法1'I 111，1人l乙よく教へられた〕

ワ J レタ - . 1 . / ロピウスの「同際建築」の槌H門(- ; t ; 1 とだ我問に制介されたばかりであったし彼

の車 ｗＱ ｔＮ性肘も、米だ一般的 ｲｬｾ 併にまで到らなかったし、今日の新建築を定義付けた ｊ レ ・ コ

ｊ レプジ工の建築 ｦｬ 買も日本ではオドーだよくＱＧ ｬｾｗ Ｈｯされてゐなかった。建築 Ｑ ＧＱＺ : ¥i ; J するず|車内"J 考察法

はボだ建築家滑に 浸潤してゐなかった? ? ; 作新時代の精示I11が形態 を通じて張反して行くとい

ふ事自縛必然的傾向と見る事がｾｉＧ ， ゥｬ＼ｩゃう 。 此年の Ｑ 月 ｬ こは分断 ｴ 祇建築合Ｈ Ｇ Ｚ￬第 五川炭百台を

ＱＧＧＱ木屋 ｬ 乞於て開催、創字 Ｑ Ｑ ｜ＮＱＺから 三 人後に官 ｉ｝ Ｚ ｲＭ］ ｉ ｩｩｬ Ｚ Ｏｉｉ ｊ 人に成 った ｩ ｬ ＧＺ ｴＮ公義彦 Ｑ｜ ーを入れて ｾｌｬ 人が入

選作品 と して陳列された。分離祇 合ｉｬの作 品はそ の 約 Ｇ ｉ ｾｾ 設が賀施された往築潟毘であっ

て 、 官 ｉｊ 字剥展に於ける 如 き 小 ｩ ｬｩ 民的な疋気な反抗 ｾｩｾ ｦｦ， ＱＱＱ や ー や ｪ 長は表 Ｎ Ｈまれなかった。乙Ｊ， Ｑ ＭＱＧ ＱＭ

I前に於て合そのもの L アカテ i スムへの接近を諮るものの械でもあったの

( 回)

昭革和，， 2 壬年ドの1ロ2月創宇I1川刷1;川l川|上第 f五Lωb川1可|悶E展是は 点京朝 日新 間j刷自tt. l 此l I: n五h: 階でn.無1挺t立選t)共毛同建築興時合」と針銘' うっ

て行はれた。

河裾逸美君が同人 とし てHi 品した。此展覧舎に 於 ける 川品作品のうち17却i は合員外の作

品であった、 そし てそのうちの四分のーはマ グ 才流の造型物であった。 とれ匂: の ，Y，¥品者た

る長髪族建lま展覧合場 まで来る臓の路上に於て拾ひwめ た 木パーや物!¥- を持って台場l亡来 1)

それ を組立て h は物々し い題名を 附けた りする。凡そ非建築な アナ ー キス、ム 的な ものであ
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* スター ( 3) 竹 村 新 太 郎 作

間 9 ・議 髭p}i ｾ 可裾治美氏

闘 12 ，U拳研究所 古 川 末 雄 氏

V I 3 8  

国 11 ・供養容 〈共同墓地計賓の一部〉

小 川 光 三氏

国 8 ・; t ; ートレーススタシド

"1Ti 太 勉 官 民



y  0  ｾＮｾ＠

室時雲ZZ

i 禁キ1景

i 干|点 護 持

がく

ーー 檎 観

γ! ー壮大 雪，，: . ;t f三

N ーイ中田定 之 自力

>く 一問 問 津 野

O 一 向，村 ' t;> 家

ツ _ . ぞア‘ : j  j.c: y  

.日 r' 〆 ー .1'¥ 

周 ' 13 ・創字枇建築合主催 ・章者建築忠、渇j

講演合ポスタ{ 竹村新太郎作

った。同人の作品は38射にも及び純然たるコ ンボ

ジ シヨ L と題 され るもの lri 任か 3 鈷に減少したn

( プランの示されないもの二三貼あったが。暗原

研究所 Cr' i) IIP; ) とか共同倉HI Ulf 口1りとかいった

テー マが現はれた 、- )，ーには滑場試案( 小)II } '; ) の

如 き)iJj 調介 自の「日 本 極 l味」 のJ¥'麟 を見 る作品 も

現 は ｊ して来た 。 ＰＯ，Ｇ 働 合 併 ［ 案Ｈ栴 川 Ｎ ｾ ｜ つ が Ｑ ＭＱＱ品 されて

常時i'l 可く N翼的傾向 を41Fひ

正:j めた りした。

此展lfE合より十世か 2 月程のI i ¥l を泣いて昭和 3 ＿Ｇ ｉ ｾ＠

Ｒ 月Ａ と ｎ ‘び、第六 川創字ｩￏｩ ｬ Ｚ 展が ＪＩ ｊｾ 朝日新 ｼ刷 用 Ｑ Ｚ の ＱＱＮ

階で Ｇｈｦｊ カ通れた 。 ｊｬｴ 展覧合では ｲｾ￮ 調コンポジシヨン

は益々その教を i成じて二つになってし まった。1t

品 はよ り ｾ Ｇ ｉ ・ Ｒ

想的な傾向から兵鴨的なテーマへと移行したとと

に同人達の努力之進歩が司見はれるであらう 。展TE合の{ 明者 1'1:: 明確な王1ft 併 を:¥3Q. へるために プ

ロクラム l乙l主流明白人j お: 解説が刷込まれた。建築の作品展究舎が他の誼型差益術展覧舎のや う

に 、 感質的にのみ翻然される Ｎ ｰ ｊ きで ｪ Ａｬｾいとの槻貼からされた此の試みは建築作品展覧舎の

形式の特色 をより一層明確にしたも の と見 る事が川みいる。

ζ の解説には J1li木君のボ ート レー ススタンド案 l亡主Jする 建築地の兵問的な位置の橡想 、

小川 君 、 野口 Ｑｾ Ｎ の 各作品に封 するその ｦ デ ーの表明 、 私 の 作品に到す る建築の 色 彩親 、 ｪｊ 主苅

おの集合住宅案に封す る簡略に j卓べられたアパー ト建築論、その計制に到する教的な枕

明、 山 口栄一君、梅田京の作品の ア- 7 1 ζ 釘する考察法等々が掲載された。 それ等は今

円、傾く幼稚訟も の と見られ るであらう けれ共 、 そ れ ｉｾＧ ［ からは此頃青年建築家が 如何 に考

へ 、 何 を 求めてゐるか をｩ￭ｊ 見 ふ事が充分に Ｏ Ｇ Ｑ｜ る ｬ＼Ｚ ると ａ ｬＮ Ｇ ， ｾ 、 。 美 術皐校建 築キ ＧＱ の原生であった 栴

老tJ f : 君、出潮:君が「労働者アパートメント」の大作を IH品した。

此年の 7 月創'{:JIL[I 'I ｕｾ＠ 1 回新建築JE 潮講演手?を 、京京丸ノ内保険協合講堂に 開催した。

舎場は狭かったけれども約 500 人視の聴衆に充されて立錐の橡地も無い有様であった。定

型聾ｾ［［ｴ ￯ や建築にま ｊ して ｊ ｪ｣ く その啓蒙に悲 して居られた仲間定之助氏が「 ア ドル Ｗ ・ベ ー ヰ、

の建築i閉」 に就て質キ卜た調子てそ の淵苓 を話されて 、イ，¥J 田氏の講演は近頃建築テヤナ リー

ズムの 1二を 、一見 建築地玉県の様相 を以てその i陸海な視察たるを J忘れ航行制1みする穆校教授

美術批評家の類ひ とそ の建築批評 家 としての竪質な態度をよじ較されるものがある 。岡田孝

児氏が「建築標準化の問題」谷口吉郎氏が 「建築I' I 口ではたEいJ IU口蚊象氏が 「合理主義

反省の要望」等の講ii1f をされた。 此講演舎にはと の外牧聖子正巳氏と 111越邦彦氏が講演され
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る添えＺであったが科白の 都合 の ｬｾ め快 Ｑ 市 されたのであった。

此常時日本は第= 三宅欠経糟恐慌の後を受けて事事働運動が漸 〈町んとな り努働組合の巡動 l'士

川憾と成り ー ん三 ・- -/1: 事件 を初め とするそれ守に到する搾 ri¥!( 句ーの事情で騒然たるものが

あっ た 。 それらの 踊 Ｑ Ｚ 合 事 ｭ は古 Ｚ｟ｉ， ｆＭ 建 一 築家Ｉ併にも多くの影響をＹｩＡへ無いて・は世か ｊｦｴｾ かった。

各 k. 穆共他のデプ ロ，. f' C lま持働舎館案とか事手働 者 アパートメ ン トの数が多く世間されるや

ろに成 1) 、 との事は更に抽象的危る計養 、本想的 計業案の 提案: といふ結果を粛す事に j北

上 そ れ 守:は現賓との滋離から現賓的理解や行動を却って館賞するといふ如き結果を伴ふ

傾向に あり 、「合理主義反省の要望」な る講演はそれ等f L i f する平手作の様なものでは無かっ

たのかと記憶する。

日] じ年の十二月には再び東京朝日新l昔!刷: でボ λ ター第 7 同展 が附催された。 /+¥，引1; M，I'I 

教的には減少して20製法成り、充分準備が! な( V f ' ラ工の後 IC計制されtc i] q前同が陳列され、以

前の校な コ ンポジシヨ ンはも '1'- 一騎も合場l亡見附 され無くなった。消費組合食堂 ( 海老 原

一狩〕 とか女' Tl [i産業務絞り筑波日l 1i ) 、また ギヤ ンダ事件で・千r1'i 10 おった今泉苦 - ;p，'が印刷了ー場

を、稿中駒有京が貸工場の案を 11¥占11した。 とれ匂:の人々 には 同 人l亡加はってゐたかったが

同人以 t fL 究振な作品 をH¥ぷした。

ｩＢｦ 裾 Ｑ ｴ の連 続住宅 ｋ はｼ 当 然換気 ｬ 乞釘する 特殊な るふ手袋 が説明され、 ｾＡｦ 口 ｩ ｧ ーは 符働 ｬ 制使

館、 ｪｊ 主苅ｾ｜Ｍは公衆食笠を持てる宿泊所を 、問問 した。此展覧合にはエ ｴ - ) レ・ 7 ア- t / Y

b ムプの| 尚聞が陳列 された。

( 五〉

昭和 5 "ド、 との "j三は日本 l亡於け る進 ;J;- 的 な11止も綬秀な建築家遣によって「新興建築家聯

叩」が成。: しそして忽ち桝散し た 年である。

分離祇建築合は昭和 1:; Ｂ ｪ 三 Ｙ 月日本橋 三 越 に於ける ｾｮ 目 ｬ 展開催を技後にその展開舎活動

を停止した。

制 字iill :建築舎の同人 11: 13人に成り、 との年の10月に はウク ライナ閥立劇場の懸賞腹募防i

案を共同苦手作によって作製した。とれは落選したがとの制作を完成する矯めに問人達は協

力して銀康裂の貸事務所を借り 、勤務の 蹄mには共IAまに集って夜遅く迄仕事した。仕事の

飴暇にはエスペラ ン トを察んだ りした。 此 頃 の 進 *的 tx. 建築家滑にエ スペラ ン ト研究熱の

感んであった事は一部読者の記憶される とと ろであろう 。

ＱＰ 月に再 び東京朝日新聞の Ｕ 階 でみ ￭ｾ 8 回展12合 が開催された。 その合期中に第 2 間新建

築思潮講演舎が行[生れた。

展覧干きにはヌノレプジエの事務所から蹄朝されて間も無い前川閑YJ 氏、ククライナ劇場懸

賞に首選された川書田煉七郎氏、谷円吉郎氏容が出品された。 また山本勝巳君、L f . 松義彦

君 、今 泉寺号ァー; p，- 、遁明栄次君!苛: も什i 品してゐる 。
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園 16 ・f主宅 野 口 腹氏

ポスター ( 4) 野 口 氏 作

闘 ＱＸ ・ 貸工場 沼中ｾ

闘 19 ・劇場 海 老 原 氏
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此j長官舎の作品 lこは名同人の飛躍的

ｪ￭ＡＡ［ ｪ［ Ｍ 各 自 に 一定の建築聞の 把 揖 Ｇ ｾｲ が明

確に示されてゐる 。 ｊｬ って ｊ Ａ ｜ ｾ ーか っ た ｪ 最

主将なずl感的な態度をもって . その テー

マに封する精街な分析 と組立による計

却 を行はうとする態度が感じられた。

作 品に表はれたその利率性 l亡到しては

今日 向ほ素朴且つ ロマンチックな雄作

の45 くを持つてゐたとしても 、建築に

於ける 、斯様なfl ・務的な態度 とは特記

さる可きものであらう 。

此展費舎に封して多数の進歩的紅建

築家が冷静な 、そして軍 1'[ 創字j] i 上展評

l亡II::_ らや常時の建築運動の動向 を暗示

すべき幾多の考祭を含むと思はれる批

判をされてゐる l放にとミ l亡引 用する事

徒事7・ではあるまい。

ポスター ( 5) ｾ可 裾 氏f乍

間も無く駿刊 に成ったが此常時此も進; レ的でまた建築取的 l亡も高い水準をもってゐた

「建築時潮」に多分山越邦彦氏であらうと忠はれる官IJ字枇展評が掲載された。

それは次の様なものであった。

「建築の良時合は総書彫刻! と迫って{ 内々の1i'品を楽しむ以外にその展覧合によって何か

立体し、 ＩＺｾｾｴ しキうとする。で ｦ￬ｬ ｊ 字肩 上 の展覧舎の如きは今 で は非常 ｶ｣ｴｦ￮ な Ｑ 工場 ー にある 。 イ Ｂｉ

となれば宣体しゃうとし叉啓蒙しゃうとする封象を一間1nJ 1起に求めるか。分離波の展覧舎

の非常に展3tf 診を有効に使用したのは氏の立体し啓蒙しゃうとした封象が専門家の建築家

であった矯めだった 、所が今では官IJ 字)(11:展の大多数の護表して伐る所は殆んど専門家連に

興味のないものと怠って若し此の展覧合を存結する意志があるとすれば共の封象を専門家

以外の犬家に向けなければならたいと思ふ」

f:.;欠に従来は此展覧舎では造型と卒市計調が主として研究されたのに今年は非常にサ' ツ

ハリツヒカ イ トに鰯れてゐるととが日に見えてるKたと とだ」

「米だ造型 ｋ 興味を持つ Ｉｪ ーが見受けられる 。 中にはその造型の Ｑｾ めに却って逆と 思 はれ

る形式を護表して居た人がある 。此の作品I ' J . どはもっとサ' ツハリツヒに考へると と、 純 情

性を考へると とによって客槻性ある建築の設計が向来るやうになる と思ふ」守

石原憲治氏は「図際建築」創字枇展究合競に次の様友批判を守寄せられた。

「本来建築はその費生の嘗初に於て己 に 一例の 祉 合的技術であり祉合生活の形態組織の
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Ｑｾ 之Ｇ，ｦＺＢ Ｇｊ を果して来たのであった」

-・・ 9・・・・・「新興建築は氏の ａ￮ｩ 合，ｾ裂が｝任務を分婚するお ｦ らしき ＩＱ 止合技術でたくてはなら念いのだ 」

「制乍;lit 展は此の意味lりきて最も明確に建築の利: 合的任務を 、その階級的意識に迄把握

せんとしつ A ある事によってイ1-- ろいのアカデ E ツクなホーサーノレ的な展覧舎を i青3下した氏の

功 i: .t¥I' I 記録的てある 。そして展百合自問がー聞となって枇合1<: 主ぽーと問題とを投げかけた

のだ」

宮IJ'j ': !Id: 8回展評は雑誌「建築I I t ，WJ ｉ 住者ｾｊＭｂＺ報 ｊ I辿築時制J I アトリエ J I間際建築」句;

l亡J制定されたがそのうち決定的危立誌を認められるのは「附際 ill 築」に J制実 された '1

1

大講

師向烏義 三郎氏による批判及創字 Ａｔ､Ｚｦｬｦ ｊ 人 Ｎｨ ｾ Ｍ ｰ ， ーが主 Ｉｌ 弔した「例Ｚお祉 の 悶Ｇｾ 進 」 であらう 。

ｉ ｾ 烏氏は ｊｴ 頃日本の建築界での逃少的な者 Ｑｉ di 研究家で あ り、第 2 回講演舎にもその透徹

した研究をもって講ifri されたのであった。

ラたの引用 I'I 111越氏の評と重挫する様な感もあるが前後説明の必要上掲げ度いと思ふ。

「で一般かういふ建築の 制作展見合といふものが、何時頃から初まったのかは知らた

い。が今から一台も前に分離振の) f 々に聞かれたのが一番大きな反響を 11予び起してはゐな

かったかしら? 建築が装術であるとの明確な古川茂の下 l乙校式打破を目慌にまつしぐらに突

進して行かれた時の展覧舎は誠 ｉｃ 端々しくそして叉 ｪＳｾ 長的た効果も充分にもってゐたもの

だ。若いインテリ居がそれを過して現在係件に共の主; 1 : 長 lと引きつけられて我勝ちにとその下

風 11 : 立ったものだ。 もっとその恭々しい鹿児舎を中心として呼ぴ起された建築界のス トノレ

ムクンドランクの内にあり乍らも冷然として唯物的な見解を岡持してゐた故野間俊彦氏の

如きも あったし・… …“ 」

「欧か ＱＧＱ 大慨に依って ｾｾｬ［ ｩ 放な殻展をみた我問の ￱ 本家的品 ｕＺ 合にそうした小市民的た霊芸術主

義的建築理論の費生する事そして叉共の葱術主義が資本家品 1: 舎に於て I'I{P，I人主義的主主様式

打破に進むべき事は明かな事であり従ってそうした運動が外岡の運動によって刺戟され激

護されたものであった之とろで何匂ー無意味なものではなかったのだ 、と同時共の華芸術主義

-Et . 長の下K") ' [ つ新庄築家にとってはその笠践の抗一歩を命IJ作展itE合より歩みIHすべき事も

もとより首然なととであり. . . . ・ a・-，…」

「一関が建築に於 ける塾術主義なるものは建築に於ける 小市民的視念形態その物の護露

であって 、従って資本家的ffi上舎の沼落朗氏? ; ; ; って lti 到底永くその干了ー簡を続ける事の出来危

いものであるが共れより早く制作展胞舎は浸落せざるを件ないのである。」

「言ふ迄も友く毒事術主義的理論の一般的 l亡判企及せる今日 lりそでは形態上の面 白さは最早

展覧舎をまつ迄も左く宥取し得る事であり展開合は到民共の初期に於ける如き吸引力を絶

えやもち続け得友いからである O 従って建築の展! 毘合が相盛らす= 形態上の興味を主眼とし

て聞かれるといふのであれば寧ろニユースパリユ ーに寓んだ懸賞競技の膝募計霊を並べた

り或lti 現貴的危計霊を並べる建築車合あたりの展覧合の} f が現夜遁かに興味をも たれてゐ
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るのも 無理ならぬ事柄でるる 。」

「それなら何枚目E の コ つ の ( [' 1烏氏! 士官IJ 宇品1:、A S 合、円本イン骨ーナシヨナ )1 ;そ昼寝

げて J，t{ られる) 建築合が鋭利li -[: : 必の人卜 n ム少 L ト F- -i c クモすぎ j 、・ってしまった現イl 仏j

れ 続してゐるのかといふとそれは建 一 築に到するお Ｔ 本的見解 が 銭ｾＨｬ ｩ Ｋ 義と思想 ｼ 二全く日 ｉｈ ｉｉｾ の

もの と成長してしまってゐるから或ひは成長ぜんと努力 してゐる からである 。同人の問結

がその j主った円的の要求 I' C かミつてゐるからである ο 」

「がとにかく新らしい) J i i，} 1'C- i 1 t まんとしてゐる事だけは確か である 。 今問題にしてゐる

信Ij 字此についてみてもその事は明瞭である 。メト同の展開合の I-_ j 鈍をみると同人の創作には

夫々の根械を管略 ｬ 亡記してゐるが 、 その内には聾術の Ｉ｜ Ｍ鱗すらも護見 ｾ ｉ｜ う いないであら

う。 」

「問題の提起 、 解決 の Ｉ ｽ 法 のＩＧ ｊＺ ｾ ｉ Ｚ についてはしばらく 必くも 、 とれに依っても明かに ｉ ｲｩ ｊ

人迷が意識的に努力せんとしてゐるも のが 少くも建築 lこ於け る リy リス・ムである事は窺ひ

知る事が，'-[11* るであらう 。」

「が 、処して然りとすれば自IJ 守司 1: 展回合の形式はれーに その建築 l亡到する !日j 人の努力主

治合せるものであらうか、存一二の例外とも見なすべきも のた除いては共槌にはイ1: ぅkの製

作展覧手干の後伴を十二分 l亡有してゐる。 J

At.々、作品として正しく ちーへはそれは テー ? の健/-1¥法 、J削及んi 乙就て 111 11氏の 「紡制 L

場のた Ｍ工 得桁合の提案 ｊ Ｆ 海老 ｉＩｾｱ｜ の Ｑｴ 宅作品に費意が表 されてあっ た 。

同誌に帰依された同人某 Ｍ ｾＮＮＮの小論 「 制字 ｬ 自 Ｑ Ｚ の 臨進 ｊ ｉ 土例守 Ｚ ｩ ｴｴｬ Ｚｩｬ ＭＧＭ ｊ 人としての初めて表明さ

れた 1' ; 1 己反省でもあり、生制なものでは あるが 、? ?;時の起t ;J;-( I'.I な fドj三建築家のイ テ才ロギ

ーを反映す るもの とも見 られる 放に一部軸，1挺して はたいと迎、ふ。

「過去に於て 7 同の展覧合を持ち 内而fl"J にも外面的にも著しい進展振り を示 した fllJ 字itt l:

が今問のみ ￭ｾ 8 回展を棋機として足してやjれのカ rii }I亡今後共の舵を探らんとするのか? との

問題は凡そ新興建築に開心そ持つ綿ての人々が深く考察して見なければならない建築費践

の軌道でもあらう 。」

「一関創宇品 1-がその運動の中心として* た所の主混とは何であったらうか? 創字iiil: に之

が創字枇の主張であると確信 を持って断 言 し得る ｊＺｾ 慢があったか＿自分は端的に言ふなら

ばむしろ型普かった主 言ひたい。」

「戎11 : 日ふかも?;11れない。一一合理主義主一一然し乍ら機織的に米じられた合瑚主義と

は結肋のととろ無意味である 。」

「自分は正直に且つ明確に創字刷: にハツ ヰ リした主演の無かった事を認める 。」

「初期の表現波町な作品から所謂構成紙約な作品に到る迄と、それから遁れ 1'-1
1

，んとする

投近二 、三年の必死の労力。その間白から ー1:: 演すべき新建築現論とは1 n J の開係もない。否

むしろ反割である作品を製作 してゐたので、ある 。」
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「今回の展覧舎を見た人々は} { : 虞 lこ一見して諸の作品だか判らない閉じ桜完工作品が陳ん

でゐるのを見たであらう 。とれは建築から111，1人の趣味、特殊技術、洗練性等; を除去して建

築をして純悼の科接的なものに迄高錫したものと感得しなければならない。」

F然し乍ら若しも創字ji t l : の運動が新建築の理論と技術の獲得と宣俸にある主主らば今回の

展覧舎を以てその運動は内 l伺的にー臨終りを告げたものと言はねばならない。」

「 質的危挫化の友い ｉ ｉｊｾ り我々は現イ ｲ 以上に 大 した進展を期待し得友いではないか 、 だ が

M半や今日の時代はいつ迄も新建築の控蒙時代であるととを許さない。現代に於て京なる

新建築紹介運動は既にそのイ( - { t : 理ー由を完全に失ってゐる。創字枇が- ; p - 前進しなければな

ら友い理由 11 : 此晶にあるのだ。」

とれ等の視結にす. つての新興建築家の貰践行動とは如何なる事か? それにますして

「ーは創字J祉の附村蚊象氏の今回提唱せる階級闘乎に於ける無産者側の要求に臨じてそ

の要求の建築の範聞に於ける技術者としてのも宇蕗とその改善要求への裏書ーき。」

「二は新興建築家主Eるも の自 身の生活のi次長; の問題である 。 即ち* 働者化する現妖とそ

うならざるを作ない現朕の生産組織を明確に把むならば、我々は之に抗する鴻の強固な組

織を持たなければ友ら友い事を認めるでるらう 。新興建築家の組*1制立に強化への活動が之

である。」

と答へてゐる。

第 21司講演舎はそれから間も友く波はする 111口蚊象氏の送別舎の意味で催されたのであ

るが、との講演舎とそとの年以来日本に於て悉く後退した日本の建築文化誕動の撃かな終

幕となったので‘ あった。

との講演舎には「新興建築家の質接之は J 111口蚊象氏、 i 3+3+3=3x3J 前川阿見氏、

「ヘクライ ン氏の住宅平面の考察」川喜岡煉七郎氏、「ギリシヤの建築家」瀧浮足弓氏、

「都市形態と都市計霊」内烏義三郎氏等の演題のもとにその獅自の建築槻を懐古慢されたので

あった。私はとの時の ￬ｾｾ 津氏の深い事 ｩ 識と熱情的危講演を今日でも忘れる事が，ＧＭＱ｜米ない 。

111口氏の「新興建築家の賞践 とは J 11 : 盛られた テー 7 によって此時代の新建築関韓倉IJ 宇

枇が如何なる遁を辿りどんな財にまで到達したかを知る事がH¥米る 。建築家とは青潟民主

メケ- ) レを持った泥人形て・もなし、製I認するロポットでも無い。それは生命を持った人間

である 。1仕合的- EF一位であり、石原氏も 言はれた様に新Jii t合 を建設すべき技術家でるる 。

も早や建築家は詑丈+ : から仕事を輿へられて作凶するのみのイ子不正之いふi説明では不足に成

て来た。

自然科準的研究が現質から滋離して成立たぬ様に建築の仕事も現買を無胡して考へる事

は出来危〈成った。それは 「プルノ ー、タク トのアルペンアーキテク ト」 の主主として崩壊

する。創字J祉の初期の作品がそうであった様に。凡ての問題、特に技術はも早その枇舎的

制約、J乱含的閥聯性無しに考察する事は不可能に成った、との事は今日では一般的常識で
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あらう。

創字杜八回展に際 して同人達の表明した その剖j目的危イ デーは以上の問題であら ろ。即

ち建築家が建築家 として の自 己の立場K 自究 し初めた る事の表明、その自売を 促すべき黙

身縫H自でる らう。封建的遺産のうちに 、それ と近代的技術枇舎 との聞に育てられた技術家

たる建築家が、枇合的個性とし ての自 己の立場、若 くは建築企業 l宅従属する 一躍位とし て

の 自己の立場を 明確に しゃう とした態度 、とれ1tJ: 日本に於けるその 日迄の建築家の爵 し件

友か った事であった。

然しまたそれは一宮IJ字j此建築合の同人法の殻 見した 問題ては無いかも知れない 、jιて4.o

先して表 明 さ れた イ テ Ｎ ー と はｦｬ，Ｇ ， Ｑ 人 や 小 柴 閣 の 思 索からでなく 、 ｾ ｾ 時 代 の 枇合 的 腔 力 の表 明

されたるものとも 考へられるからである。

ま?ととれら の到達結とそ 1tJ: 且つて大正十四年同人 山 口蚊象氏がその 「創字註1:第 3 回展 と

吾々 の態度j 怒る 小論に於て 「建 築家 とし て民に生 きんがた めに、私達は思索 し、惜験 し

そして沈潜す る」の決意、そして同人の十年間の休み 左き努力によって到達し得たのだと

いふ槻ンケも言午されるであらう。

( 六)

官IJ令市土建築舎は J -l: 後どうしたか ?

昭和 5 年10月には新興建築家J{Yfi r:{(が我岡 lζ 於ける進歩的 な建築家百五十人 を集めて成立

した。 ( 倉IJ字iItl:同人 も仰;治それに参加 した〕 との手作々 しいプ1 : 波 なJ{yfi f:{tはその カましい宣言

にも拘らや一新Ill 1の簡翠た デ7 ゴー ク3 を棋機l亡忽ち解消し去 ったのであった。

世界恐慌の深刻化、企業の停頓後退 、( それは勿論建築産業 をも極度に逼迫させた。) 全

国的に階級蓮勤の浪が高錫 した。

とれ等の事情は富然建築技術 家賠にも 何等かの反響を9i! へ内己の立場の:rIF認識する機合

を得た 、と見 る事が出来る。

創字社建築合同人のうちの有志は 他の進歩的 青年建築家と共 11: 建築を度比谷説的た態度

をもっ て研 究する事 、 青年建築家 ｈ の知識と 相 互 扶助 的機 ｉａ ｍ を ＱＧＮＩ る ｫ ｾ めに ｩ Ｍｩｬｬ築ｦｉ曜 研 究

舎J を護表した。 そしてそれは昭和 8 年 2 }l まで檎制 さ)， L、合H I主古1]半JliI :の 1-三人から i' i

六 十 名 ｉ ｃ 込 及 んだのであるが 、 建築 ｾ Ｂ ｉ 態研究 舎 に就て は ｻｉｉＩ 時 かそ の う ち で 感 ん に活動 され

た人々に よって記 鈍される 日を朋待 して悲には詳しく主かたい。

( 七〉

今や建築技術 1'11: 1] 字枇護合一首時の素朴さが一つの菩話に成る!mき目覚しい護展 と飛躍 を

遂げてゐる 。t古時の同人達のフ ァンタジーは現質の 問題 とな り、洗練された新建築の美し

い姿態は今 日の刊祭文明に適合するかの様lζ 建て られてゐ る。 その機能は強制されてオー
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防1 2 0 病院 予松義彦民案

線 型

1 踏 平 面 圃

三階平面

3 階 卒 商 圏

甑 21 ・鎌骨組立家屋 悶人 at 瀬初夫民家

床商談 ＲＰＮＰＱＱＱ ｾ

室 内 面 磁 55.0111:: 

怒 面 積 Ｑ Ｔ ＮＰｭ ｾ＠

人 員 2.0 人

調K 喝勾舛む -------=ミ士、h

1 ?、;1

tL tt l ι i スに;Jr
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関 22 ・協同組合アパートメシトハウス

今 泉事事一氏 道明寺時攻氏今作

1 階 平 面 圃

魁 21 ・織骨組立家屋

同 人 度減初夫氏祭

床 面 積 ＳＵ Ｎ Ｐ ｊｬＱ ｾ 室内容積 102.0m3

窓 面 積 17.0mゴ 人 員 3.0人

l新 2.i 濁身者アパートメシトハウス

おj 人 ior催逸美氏案

悶 2.3



闘 24 上・ l 、2 、3 階卒面

中・ 屋 階 卒 面

下 ・地 階 卒 薗

園 24 ・= 人家族集合住宅

珂人 野 口巌ｾ案

敷地 ( 一様〕 坪数 966 

家族〈一棟) 102家族 204人

敷地一人営り坪数 4. 7. 坪強

園 25 ・紡 績工場の女工寄宿舎提案

同人 岡村蚊象氏案

辛! と

園 26 ・同

A . 談 話 室

B ・寝 室

C . 洗面、結髪、使sr

D ・ 階 段 室

E . 非常用ス月イ ラルジ

ユート

園 2o

F ・波 廊 下

G. 向く地下道〉

H ・洗 液 場

I ・同( 道具室〉

間 27 ・小家族のアパートメシトハウス

同 人 波 苅 雄 氏 案

，.  
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関 28 ・ 托 児 所 山 本 勝 己 氏 案

筏 型

階 平 面 開 2 階 平 面 図

ダーとキャピタ J レは日々その位置を脅やかされる感がある。 |世界の建築の動向も? 百時のそ

れとは全く反li i'C、新興建築の源泉地たる潤逸は瓦屋根と 、ハーグンクロイツ 、そしてR

鷲のレリーフと般めしいク・ リJ レ念物によ って牢獄の様に陰' 陸主主建築風景 を展開し 、J U起で

育てられた新建築の精神 Ir . l : 今やフランス 、 イギリス 、アメ リカ或ひはヨーロツ パの諸小凶

に移 l何したかの様でるる。ソグエートで、は新世界の夢が事業と成り佃人生活の新解決のた

めの共同的主主住居や諸施設が新郁子11のHJ 現と共に行はれてゐるとの事である 。

且つて日本に於て新時代の建築の質現のため、 JJ i の正しき建築視を見出すための此も果

敢な若い戦士たち創字壮同人法は今はそれらのお重要友名111位と成って、各方市 l乙分散し

てその終始一白鑓らない建築把握のための枇ひを闘ってゐる 。

建築の明日が立慌に生長し得る絞に今日の土去を礎く可き努力が続けられてゐる事を御

報せし得る事を嬉しく忠、ふ。
( 1937 ・5 ・30)
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青 年 建 築 家 ク ラ プ を 顧 み て

ま え が き

昭和 8 年秋青年建築家伊ラア 11東京で孤々の撃

た家げ、そ れから僅か卒歳にして立消えて了つ

Ｑ Ｚ 。誠にアｾケすれ、存在であつれが 、 その持って

ゐ1: 建築文化運動史上の意義11軽々に論? 可 告も

ので はないさ思ふ。更に 、それ程の意義た持って

ゐ7こものが、何故に短 日月 の生命しか持ち得なか

っ1: のかさいふ こさ の批タ1]11、今後新しく出苦をす

る建築文化運動に示唆た奥へるであらう。こんな

こさた考へて犯 11筆たさるのであるが、伊ヲアの

民貨の紹介者11怠よりもイ也に遁任者があり、手Lな

1 . 義国の建築文化運動巾史

主主f

f司 橋 書男

どが口にするこさ 11、全くおこがましい位であ

る。叉訟のもさには何一つゲヲ プの参考文献も な

く、過日 二三 日;京都に滞在しれさ告友人の厚意に

よって 、この文が出来上つれのであるおた御承知

あり皮ぃ。 さてケラプのこさら語らうさ する ので

あるが、。ラア誕生以前の我園の建築文化運動な

るものの状況を筒翠に詑ぜ l"t 、比較的多く 1. e語ら

ずして クラプの こさが理解されるさ考へて 、先づ

それから始めよう 。題して文化淫動小史。

〈倫青年建築家クラフ・のこさら略してクラアさ

普いてある 放御タj読者P願ぴます〉

欧加わた戦以後今日 K 至る近々十数年間K 、我図の建築産業は目覚ましい護展を とけ・た。

殊ICかの東京大震火災I' I 銭とコンクリ ート に依る大建築の建設を促進せしめた。 との建築

産業の活況につれて 、建 築 文化のために運動を主H昌するクソレー プが続々と産れたと とは敢

て不思偽とするにたらぬ。今とれらクソレー プの特徴 を大別し て見ると大樫三つの時期を制

するととが出来る 。

塑ヱ塑 は戦後の混乱が未だゐさまらや小rlJ 民は極度の動揺の中に立ってゐた時代、i似

を越えては革命の飴憧が停はり、国内に於ては戦後の絞首ヰ恐慌が襲来し 、文化方面K 於て

は表現主義的文化が直轍入された時期、年代陀して 1920 年から 1925 ・6 年に至る問。 との

期間にはとりわけ多くの建築文化 クー ルー プが、夫々の勇ましい旗印を立 て L たち現れた。

そのうちでも特にその トップを切り峠後まで永らへ 、第一期の代表的主主主張を作り上げた

ものに 、かの日本分離波建築合 ( 1920年成立〉があある 。後! ' L I' I 分離訴に後れるとと 4 年、

大震火災の翌年創字枇が産れてゐる。との別手y l' I 共にそれ以前の建築桜式. c 撲擦主義 、設

個性的様式〕に封して、新しい彼等の唱ふる「新建築園」を創造するために闘ったもので

あ れ 従 っ て 彼 等の建築に封する閥心 I' I 主として 「塾術的友るものJ tc I('J け られてゐた。

その襲術は程度の差とそあれ多分に表現主義の影響を受けてゐた。たど分離抵は同じ建築

技術者であっても、技術家上j母古1¥を代表してゐるとするならば、創字枇は下版部に近いと
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言 ひ得ょう。前者がギリシヤの精神を語るとき、後者は ＱＱＭＺ 々 Ｑ Ａｬｾｾ条件的えに工場程賞の 言葉を

好んで用ひたといふ差違はある。

第二期 却って大震火災が ｩ 慣れＺと危って中小資本の説務と大資本の ｾｪ ｬｊ 覇が促進され 、 日

本資本主義が相釘的に安定せんとして 、努ki ' C 金融資本は金解禁の機合を狙ひつどけ 、それ

につれて産業の合理化が世111 - ¥された時期、年代にして 1926 年から 1931・2 年 l亡至る時期で

ある。此凶の代表的建築運動の〆 J レープとして日本インターナショナ J レ建築舎を暴け・ると

と が出来る。とのクソレ ー プは昭和 Ｒ 年 ｬ 亡雑誌第 Ｑ ｾ 虎を 刊 行してゐる。との時期 ｋ 特徴的な

ととは 、第一期の謹術が一陣否定されてそれに代ふるに技術が前而 l乞出てるいたととである。

「今やインターナショナ J レ建築，思想、並 l乙之lと基く技術は世界的と危りつ L あり」とは同合の

立言文の - 1，) であるが 、ζ のー何とそ 1世界的 l亡安定せんとする金融資f*のインターナショ

ナリズム〈口 7J ノルの合議、ドイ Y の図際聯盟加入 、五ク圏海平々縮合議 図際経溶合議等々 さ聖書J! 脅さ

れよ〉と資本的合理化の前・1' 1 : 世かれた技術の役割について話つてゐる。 11，( -'!Lや様式には葬

送1111 を、技術とそ素 ilj ! j しい産業lと答へるものだとされた。釘- J 自の分問控訴はi'llfr -: 欠的にみ:

定して行く工業と産業の現賀にゐづゐづと ｮｒ をやり 、 機能主義精品 ｉ ｪｬｾ 亡開心を寄せつ け Ｇ Ｑ ら

は似のj求l亡つくといふ有税であった。 ( t ユーズ述は- r : いた。 彼等と語るととは徒努であ

る) J文芸J1'1: filJ 宇ifJ: lr.l:活j震にも合理主義を振りかざしたのはよかったが、f荷物のような唯物

主義| 亡わざわひされて徒らに 吠 えてゐる有様で 、初 ，; 命生) ! 築文化 を正しい殻展の規辺J 二l亡i世

く程の各槻性は持ち得友かった。

第三期 戦後の資本主議第三期と完く歩調 を合せて本小史節三期が始る 。前の相別的火

定がj針れ新しい所謂i停戦時) 伏態へと除々に移行してくる。 1930 年以後今日に至る迄の段

階、金ljifkHJ 再祭止後の インフ ν ーシヨン玖策の強行 、それにつピく1 j i 事費と赤字公的、そ

れ丈け問民の生活は不安となって行く期間。此に於てはさきの技術も亦否定されてそれに

代 るに生々しい技術インテリグ ンチヤの生活白舶が怯頭してくる。

との生前立 、建築をそのTRーなる領域1' 1 : 於て視るメI 法を止めて 、より全面的に 、客観的

l亡、料製的 l亡槻るん法を教へる 。前者の生活的主主ものと結びつき 、加|ふるに お時の思想. w. の

動きを背JRとして出現したも の は新興建築家J[ij [omL ( 1930年7・18) であり 、と与には念進的な

思 想が 色 濃く這入りとんだ ｌ め ｬ 亡 、 却って ｊ ｛ｩｪｦ［ＡＺｻｬ ｉ Ｚｊ慨 を 泡ＭＭｋ の 如く ｗｍ ｉＧｾ［Ｚさせて了ふ ｬ 亡至る 。

後者の科接的 IC観る建築を持って、換言すればA必位l主:築十技支4律術4耐I手者者yの日? 常片的要求lに亡沿ふて建築の才科守

種の而を研

ｆ･ 巴凶＼ｊ畑 Ｎ ｴ ･加 ･引 ｲ ｡山 ｴｬｏ の 〉 であつた。之は強 ｗ ｩ 困ＡｐｾｊＺ ｍａ V O、定Jj字JIi 1: 同人、新興建築家J[ijf; jgL中の人々 等に

依って組成され、雑誌「建築ド| 謬」を護刊し、 翌年そのま L 建築料製研究舎と改稿された。

此頃京都民於てはとれらの動きとは直接には Ｑ Ａｬ ｾｪｩｪｊ 係 ｬ 亡車生によって D ez am とい ふク n

j レープが!-I 'I 予!U二つて 、JttOl目的な研究 「建築生産」を殻去し 、その後の控訴主文化運動i ' C5!Tt ブJ

な ｲ Ｎｩｬｬ論的武器を拠へた ζ とは ｬ 凶器に ＱＱ Ｑ ｬ ずる。その後 、 ｄ 巴 ｺ｡ｭ の ｾｪＺ ｦ ＨＺ ｴ 放 Ｈ ＱＹＳＳ 年〉と前後し
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て建築利率研究 合、 Dezam 問者のl脈絡は緊手伝となり現状の建築手'1早研究手干の批判の機株

が生じ 、 その精 神 は良いが 、 合 組 織を更にた衆 的 ｬ 亡 、 技術者の設 でもが気 ｩｬｾ Ｑ こ参 加 Ｑ 出来 る

よう K せねばならぬと 批 判 され、とl . 1 ' L 青年建築家ク ラブが成立したのである 。 クラプ誕

生以前の建築利率研究舎は 7 ) レで謬校のように盛深山な研究課目を護表し 、その質内容は

非常に ささ}i，' Qなもの左たってゐたのである。かくの如く クラプは決して調りでに無から飛び

問した も の で は 注 し 少 く と も と の 様 な 10 年の歴史的背景と 、 幾多の建築を愛する技術

家の努力に依っ て産 れtl1たものである 。

塾術、技術の夫々の時期! と於ける否定は 'lp.tJ..る 否定ではなくして 、それらのものが新し

く肯 定されて 、との様友姿一一 ー青年建築クラプとして結質したのである 。

2.  膏年建築家クラ? の特質

上Aの小史 lti 自らク ラプの特質に就て語ってゐるであら うが、と L ではもう少し立入っ

て視察するととにしよう 。 クラプは直接的には建築 ｾ ｾ ｉ 態研究舎 の承継者としてその 精神を

同じくし、その任務をより庁長汎友技術者居へと向けてゐるのであるが 、上の歴史的記述K

見るが如く 、それら技術者居は主として下居建築技術家とも云ふ可きものであ れ とれは

クラプ自慌の姉かしい意義を作つてはゐるが 、4三I師、却ってクラプの終末に於ける悲劇的

な要因ともなるものであった。

昭和 8 年( 1933年) 10 月 27 日東京語111聞の一角で開かれた部下青年建築家の懇談合の席

上に於て、満場一致を以って青年建築家クラプが設立されるに至った。集った青年建築家

は、請負、組、設計事務所 への勤め人、官会変、製生といふ殆どるらゆる種類の建築産業

部市の人に依って構成されて居った。席上二つの綱領とも云ふ可き言葉が探招された。 即

ち 1 ) 建築技術者の智識と文化の向上のために! 2) 相互の親睦と共同の利益のために

! と云ふのが夫である 。 との言葉を 中心として クラプの特質を整くのが肢も手近たプ1・法で

あると考ふるので 、と れについて筆を進めよう 。

此の言葉は 、嘗ての小クソレープが渇げた、いかめしい宣言書l亡必敵する、だがそれらの

宣言に較べて何んと平凡で却純であるととか ! 乍然その意義は表而の躍純平明さ とは反釘

l亡重犬である。共鹿に語られであると之は 、最 'T' ・や主導術や技術lモlt する抗議で- もなく 、思

ひ k った澗りよがり( 主閥的色彩の濃い〕のカ ラ元気でもなく 、一生訊ー手? としての建築技術

者のもつ汗; 然の、日常的主主欲求なのである 。品t合的不安と従って技術上の不火が増大し 、

それにつれて自己の生活を切りつめ 、而 も孤立化するといふ朕態に置れた技術インテリう、

ンチヤが、依 然、念々獲得に困難となりつ L ある智識( 技術〕と文化色相互の共同の力に

依って求め、それに よって相互の親睦 を計り孤立化 を防がう とする欲求危のである。それ

伎にとのこつの言葉の裡K は、1吐智半くなって来たw. 相と 、その 中て・生々貧窮化して行く

下居技術家居の経慣が反映してゐる 。lEl ' L ζ の賠が、前向iの一期二期のグ )レー プの掲げて
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ゐた立 i iーと質的 l亡相違する鴎であ 1) 、 クラブの特質を明| 岐に滞るも のである。 之はールーか

ら去へば、今日 11: 於け る建築文化運動が段後のl蓮迄追ひつめられたととにもな るが 、他)/

より去へば、それは同時に従来の4尽き小合祇的態度を改めて 、よ り出汎な技術者の運動と

して新しい殻足貼に立ったも の と云 ひ得る 。 さきI ' CAべた 「重大なる意義」もと の械な恕i

k 有えするのであった。

だが断って置かねばならぬととは上Aの如くクラプの桂川した問題は 、技術家の生活 と

結び、ついたものであったから と云って 、それが直ぐと質| 捺の生活問題自慌を携げたもので

はないととである。 クラプは飽 く迄も一つの文イじ主動として 、技術イ ンテ リゲンチヤの有l

冗的な研究機開として終始するものであった。たしそれならば彼等技術家連は何が放l亡、

生前水準の低下1 ' L : i f l 過しつつ尚知識と文化 l乙釘して執心するか と云へば、それは泊二槻的に

は、A 氏の言葉を借りれば 「十支術家と しての職業的 な特 椛の確保」で あ り、宅抑的 l亡は? ?;

時 の イ ンテ リ グンチヤ一 般 の 、 司ｾめられざる文 化に劃 する 枇求 の念の 然 らしめるものであ

ったのであらう 。

それで以 t の結論として 、少々前記と震被するが、 ι欠の如き 2 つのクラプの基本的)Yl i ，]

が開解されるのであらう 。

1. 建築上の各種の而に殻生するJ : n題を一一即と の|問題と そ 日常的であるが、それらを

利態的陀研究して行く とと 。

2. そのよう左研究を徴する立場に世かれてゐ る成汎な i: として下府建築技術家を 、技

術を中心にとりあげるととに依って結集し 、和H践して行くとと 。

との場合、組織を敵れでは研究な く研究 を離れては組織はないのである 以 k 、1) と 2)

は相互的なも のである 。かくして 、ーヵーには研究が進み、ーメ" I'CI' I 集閣の偉力が産れると

とにな る。 とのノケr'; j をとってとそ 『クラプl金書らの家 とたらう 、仕事場の片隅 とな らう 、

喫茶宗とな らう 。そとでは誰れもが向 rll l' C濡 らう 、多様になって来た建築の仕事に は共同

の研究を以って答へやう 、それは吾らの親しみを愈々深めるであらう。かくしてクラプを

中心 l亡持 々は生活の弧立化から逃れやろ 。建築家に要求され る問題を果さう 。子ミー々 の符識

と文化を推し進め ようJ cケ ラ プ 提 案fJ.t) といふととが民に果せるわけであった。

3.  ウラ? の成果巴若干の批判

以上に於て クラプの主暖 と起tむ可きプ'i ri 司の基本 を見てるいた が、と L では 、とれらの下に

質際 ｬ 亡クラ プが如何なる質践 を ￭ｾ してう Ａ＼ｩたか を 、 愈々同 府 ｩ 的な文 ｬ ｾ にな るが 、 一臨調べて

見ゃう 。時々に若干の部分的友批判を下しつつ。

先づク ラプは創立後何 を嬬したか ? 今創立後11 日目に殻刊 されたクラプ ・ニユ ース No. 1

k 依れば、.10 月 31 日K は 「建築界の最近の情勢についての庄談合」が催されてゐる。

そとでは 、枇合」立び建築界の一般の動き 、感生間に於て問題となってゐる建築上の問題 、
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研究や展町合が現質1'0; ) : 何 を粛すか ? 前負、事務所叶;1亡於いてJ1k も古川1な も の は 何 か ?

*- 交Jiil の懸賞・設計- とそ ζ11 : 云はれてゐる日本l也l味とは? "'!rが取り ー1-. げ ら れ て ゐ る 、 それ

から 5 日後の11月 5 日l亡は都下開催中の建築展の共同見取と批判合が行はれてゐる 。 その

他11月 2 日の F刊巾!い1合せとして研究の二三のテ一? がi決』犬と定してゐる 。 E即Hち 「クラ インの司不<:i市前

:計十刊7守殻!任主研

後夫 〆々寺質行陀移され、賞践報( 山I日i‘ イ仕は土その後のクラプ . ニユ 一スlに乙表はれるよう lに亡2な主つた。ニ

ユース No. 21亡は 「クライン氏の歴史的意義」なる研究報告を' ，' . くもク ライン研究舎が琵

表 し て ゐ る。 とれらの ｭ Ｇｲ ｬ ［ＮＮ は後 ｬ こは不完ｾなものとな ったが 、 ＱＱ 主初は素 ｉｾＡ￭ らしく活滋に

s された。

その後l ζ11'，予IU : った研究クソレープをニユース |ζ 依って更に扮ひ k げて見るならば「新技

術研究合」はトロック ンパウを 、「住宅研究合」は性宅の利 1私的研究を 、i P' j i 1史研究合」は

芥川三郎の 「建築小史J ( 岡際建築f刷業) の批判を 、「技術芙研究舎J 11; ) : 新しい構造物航 各

機 、橋梁等のう定をとりあげてゐる。研究舎ではないが、 クラプの右ーイEを光彩向ft ; 限たらしめ

たもの l亡、11月17日銀旅新建築工型車院とクラプとの共同主催になる川 蒋;多氏の「構成教

育をまIP: 解する l本談令」であった。との舎lて於てはクラプf 1 は患って' 市時とlfHfl されてゐた川

存多氏の構成教育児 it して鋭い論鋒をむけた。. t ! fJ ちそれが)1; 1:舎的には建築を手工業的段階

におさへつけ 、;定壊とからは見のドクー? チチックな絶封化であるとして批判した。だがflf

いかな 、 それらの摂過と成果は今日 、同席 者 ｉ｣Ｑｩｾ る Ｑｲ ｲＮ ｪ 人的なメモはあっても何ら蛮表され

てゐない。ニユースはとれらのととは詳細に停へる可きであるにい ｪ ら歩 、 ｾ ｎｩＺ t; ; . . る形式的な

税制亡 11 - . めるようになって似た。敢てとの問題でなくとも 、1nJれもお版なり式な報先記事

が多くなり 、イ ｉｉｊ が 、 如何なる ｊｾｉ 乙於て 、 問題となり 、 研究されたかと去ふととは、 Ｗζ ピク

ｊ レープ ｬ て参 加した人 のみが会 ＱＱ つて 、 全慌のクラプ ｦＱｾＱＺ は全く閥係のないようなものと成っ

て了った。綿てのクラプ民が何れかの研究ク〉レープK 必やしも属してゐるものではないと

とを 45へると 、か込るニユース1 '111の澗警主義が、他 日クラプの泊、減を促した ili 大f主主慌がj

要 IAj となったとと 11 ; ) : 疑ふ飴地もない。

ニユースの殻行 、とれは財攻 J: 機開雑誌の持てなかったクラプとしては 、二荒の即 ち釈l

械 、統治IJ と報倍、受表の役' ，f ; "' J りと立義とを持って殆どその心臓部に位する担 ll UlJ なもので

あったにも 仰 ら歩 、一般 クラプ日とニユースとの聞係 I' I 飴りと手Kl i ¥l i丹lとは行ってゐなか

ったようである 。 とれば1J?:rl;: jの如何! とかけ土らや致命的であった。折 fi 'j /1¥来上りまとまり

かけた研究も 、全クラプ九 l亡批判されるととなく 、ましてや他のJ.i I.dfL1' J : 技術家居のH艮l亡間

れるととたしその進捗状況もやj ら責任的なものと成り得十 、概言すれば、その結果は 、

研究向n警が完結する前陀 、クソレープ向慌の崩壊を蹄らしたとも言ひ得るのである。 かく の

如き研究クソレープの崩壊がやj を芯起するかは 明 1' 1である。

研究) i 法のアクトラインは大舵以 k の通りであるが、第二の組織の) J "j前はどうであった
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か ? 勿論研究のク) レープの出来るととが同時に クラプ刺織の要請 ではある が、とれ ら以外

lと地域的なクソレー プ、思校別 クーノレープが出来上ってゐる 。 ζ れは建築文化運動に 於ける新

しい興味ある組織形態であった と思へる。. 例 へば銀座ク) レー プは銀座を 中心と する 界隈l亡

有る設計事務所、組等への勤 め人 を以っ て構成 されてゐた。その他麹町 クソレー プ、丸の内

クソレ ー プ、寓ーl二見町 クソレープ等が同様に 出来?と。 とのろち銀座クソレープは最 も成功的であ

った。とのクソレー プの定期例舎には常に新人が参加 し、他のダルー プ員が合流する合やうな

ととが出来た。百 -1: !I1Tクソレー プはニユース No. 3  1' 1: 依れば11月26日を期して横須賀へ市艦

見皐を主催 してゐる。

ζ れらクール ー プは 、クソレー プ自樟か ら云つでも 兆較的簡 lp. VL集合が同来、聯絡 も充分 とれ

るととよりして 、殊にクラプ全簡の組織上から見て重要なものであった。若しも夫らのク.

J レー プが確回たる潤自の組織を持ち 、責任ある統制者を持った存不正であった な らば、クラ

プ段i l l } の場合解散に際しでも 、共1 Mから立斑 り第二のクラ プが産れ得たわけであるが、事

責クラプの i宵棋と共にとれらのクソレ l プも亦消諒 して 了ったのである。 との とと は、前の

研究クル ー プと同じく運用上の責任ある且つ事務的才能が快 けてゐ?とのではあるまいか ?

而 してとのと とは更に追究する友らぱクラプがか L るクソレー プの統制 を計る謂はピクラプ

幹部養成といふととに除りにも無定見では友かったか と 想像せられるのである。者 ｮ ｾ と 宮 ｉｊ

意をもち乍ら 、恒常的運用の貼に於て徐りにも自然生的 危ものに 期待 し過ぎたのではなか

ったかとmしまれる。

その他のクラプは定例的主主合員の合合も持ってゐた。時には一杯のi十粉を食ひ乍ら 、談

笑し 、研究し 、護表副社j きータを過し 、誠に愉 しい舎もあった。 倫その他、例 へば12月 3

日lこは吉砕寺の山越氏のドモ ・グイナ E カ住宅の見阜、l誌は自 rl 3再発|毒l工事研究所の見接、

又はレコ ー ド・コンサート等々 、限りなく弘! 主しい日を過しつ L 成長して行ったのである。

だが、乙のJ慌た成長の日を持ち乍ら不思議にもその消滅の時が窓外に早くやって来た ! 而

もそれは解散といふよりも文字通り消滅して行ったと云へる。今Ir.t 恐ら く終刊蹴にたって

了ったニユ ース No. 7 (1934年 2 月2 日蛮行〕を見ると 、何ら解散の雰囲気は見えないの

である 。それが解開否消滅して行った。何事が但きたのであらうか ? 何が シリ切れ トン

ボのやうな不名啓友治えカーを教へたのであったか?

強いてその斑接的友動悶を言ふならば、 クラプの u主の如き組織形態が、何 らかの他 1'1:

意向する虞ある 思想的闘韓ではたいかといふ色眼鏡を持って見られたと と、及びクラプ員

中の{ 何人が1尚々 そのやうな嫌疑をうけたととく事責Ir.t 軍なる嫌疑に過ぎ たEかったのである

が〕等であれそれらが動機主なってクラプ員 中には嘗ての建築科態研究舎や新興建築家

聯慌の蒙った と同じ建築界上居部の干渉( との干渉は原理的 には新ら しい科率的研究方法

とアカデミズムとの劉立の 中から産れる〉の幽猿に悩み始めたととにある。然し乍らとれ

らは依然 としてl直接的た動機に過 ぎない。 クラプがか くも備った刷: 合、建築界の客親 J伏勢
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を分析し 、その '1.
1
1こFぞれて日り乍ら 、かくも 敢 えなく 創立後 '1三歳l亡し て解脱するとは 、そ

の客観蹴勢の評1tll ' L j訣りがあったのであらうか、それとも 郊に迩 川の技術が:ti1l劣であった

のであ らうか?

4. クラブ解韓の原因巴結語

確に蓮mの技術の: t l l : 劣さは 3f 仰とても 二三桁摘した如く 、それが文化活却j で・ある丈け 、

より活動力の不訊段となって表はれたのである。その他事務的手腕の素朴さーーとれは と1::

として合計事務の放様、合設 徴集の不徹民となってH:¥て来てゐる。だが依然 とれらは枝葉

的な原囚 之な るもので、更に根本的 lてクラプの提案 l亡諜りがあったのではなかった吟 味せ

ねばならえにいであらう。

成程クラプは?;t 昨の谷制的J I } C勢にまJ してはー! 症の分析 をしてゐる。 併し それは 一躍の犬

ｴ ｬ ｦ ￴ 把な分析 に過ぎ歩 、 ｾｕｾ ，亡生活の不安 を正しくっきとめる範同だけで 、更に深く我問 l乙於

ける建築産業の諸機構くとの 中lては民間と官僚、官僚と皐舎に至るまでの各要素がある〕

を忠貫に分析した のであらうか ? 例へば挫築産業の資本主義化の閣がとり あげられた場

合 、庶民大経管下 l亡於ける注文=J : : と前負業と設計者の開係が公式のようにZ指先されて 、そ

れらが現賓では 、より封辿的え主要素 、人的附係と組合って強維な形態をとってゐるととへ

の開心が忘れられた。事賞、今日建築産業中のギ J レト舟的要素は深く、 表而のシステムのみ

ならや 、人 と人との生活ヒのつながりをも規定してゐる。前fiiil 乙A べた初期的危建築文化

泌勤の抗ひ手である nJ きクラプが 、か λ る!J LI 悶の.J 1m'HI "J f!阪イLIこに到して飴 りにも性念に自己

の役; 有IJ りを却; としたのではなかったか ? 消は ¥t : ; ! j - 年住築家クラプは 、足入る可き家の入

円だけを見て既 l亡家の中での生Tlf;ー を生祈しようとしたものではとかったか 、入口は時とす

ると 内部と はひどく相違してゐるものだと去ふととを見なかった。 1クラプは決して目標

を定めて何々 をするといふのではない 、H .fli: 々のそ生活 lとil 止も切質な Jl ゆる 問題 を取 |二け'

て ｾｲ くためのものである ｊＨ ニユースよりＩ IJI えも切貰た J ! だがとれは言葉の上での1 E しさ

はあっても 何 らｊＱ ｴｾｊＺￅＧ［ ｊ Ｉｩ II'J :S:: 9 i ! - へるものではない。とれではクラプを理解するわけには行

かぬ。クラプの指導者はとん友言集を川ひて ＱｾＱ らが混乱してゐるととを表明したに過ぎな

い。 J1nちクラブは充分な現' 貫の分析なしで 、高IJ 織にか L った 、従って成長の過程は混乱と

防省の連続の過程であり、それを如何に晶世するかのプi 法は明かにされヂ l乙無理K 押しや

られてゐたのである。只ギ1:ったものは J血気の' t J ! f 熱、之は何物も無回、ったといふと とである。

充分な分析が11¥* なかったとと一一えは敢てクラプ自身丈けの非ではないかも知れぬが、

ーー の故 ｬ 乙クラプ自身の 中 ｬ 亡イ ｦ イ ピしてゐた矛盾 は 、 愈々決定的危ＩＩ・ ｉｉＧｊ へと動き ＱＱｾ したので

ある。

矛盾とは 2 Mil C )j をて、 それが悲劇の要r.¥: l として鰯れたが、 クラプのも: i l ll 日する文化と 、 ク

ヨプの 来日成員間 のそれである。下 ｊ ぽ 技術者 を擁する文 化 活動 ｴ Ｇￌ一見時 代 に安Ｇ ， ｾ ［Ｚｩ してゐる椋
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ではあるが 、 ｐｅ にそれが「 下 居」であるととを以って Ｍ ｉｾＧ じるときには 、文化活 動の意義を

夕、日らぬもの と 調はるべきである 。 文化Ｏｾ歴史的な所産であれしかも今日築かれつ ｌ ある

文化一殊に技術の領野に於ては 、如何なる居の ;手にあるかを見るとき 、箪たる「下居」の

集圏 /ri 何を嬬し得るかも駅頭出来る 。それは素材的た端初をつけ得ても構成 主賓力をつけ

るととは 出来ぬ。 ましてや一般技術者府を 魅 了するカを作り 11¥すととは不可能ではあるま

いか。事責クラプが技術家に魅力 ある 智識を輿へ得たであらうか ? 遺憾乍ら何もない。

そして之は主として下居技術家の今 日の技術的責力であった。叉彼等の枇合的位置の王尉も

であった。ーノJ ・には堂々たる察合その他の、兎に角一i1fbの執筆者閣を擁する幾多の雑誌、最1:

を幣え 、飴りにもクラプは赤手本傘ではなかったか 、 クラブが誇り得て 、而も現イ1:踊|合が

誇り得るやうた技術者ーをクラプは 一人でーも持ってゐたか。

構成員の吐合的位置の低いとと 、現存智識の貧しさは 、その活動K 惇; つては常然 、 t 記

の優秀友人々又は他の文化闇韓、N1版闇臨空母; の援助 を: 懇請し 、同日Jl を作り以って共存共栄

的危立場を作り上げねばならたかったときに、却って貫際に於ては徒らに白己を卑下せし

め、主観的には調善主義の殻を著て了ったのであった。結果は明白である。研究の自慰か 、然

らやんば死滅である。と L で又断って3なくととは、構成員が下居技術者よりなる開般の存

不正が間違ひたにのではたE く、寧ろそれは歴史的に規定されてくるもので特徴的ではあるが、

それでとそクラプの輝やかしい意義が倫如何たる批判にも耐えて姥つてゐるのであるが一

一智識の研究をもそれらの人々のみによって掃さろとした意同に間違ひがあったととを 言

ってゐるのである 。研究への活滋性、品創性、積極性はクラプのようた組織の中で始めて民

のものとたるとすれば、研究白慌の、殊 l亡先進の闇惜の力を候たねばならぬ研究を精力で

解決せんとした臓が誤りなのである。問題はむしろ、各種の文化闇惜との緊平等な提携を提

唱し彼らと共に進むべきで・あったのだ。荒しクラプについて云へば、極力ク ラプへの理解

を高め以って技術的構成者の技術上の指導を乞ひ、そとで初めて諮り合ひ、批判し合ひ 、符

識も又糧として成長すべきであった。排他的考へを捨て L 更に民主的たものとなすべきで

あった。

今や一般紙勢はクラプの生れたときと盛る蕗か盆々切迫してゐる。愈々逼迫して来る技

術イ ンテリグ. ンチヤの生活よりの諸種の要求 を充すべく 、新しいクラプが. ' 1 ¥* 上らねば

なら友い。その新し いクラプは 青年建築家クラ プの解関した路の上で、新らしく陣! 伐を備

へ、仏-然として不安の中にゐる技術イ ンテ リグ ンチヤの前に提案されねば友らぬ。今日の

住宅問題の解決へ、建築生産のー居の解明に 、叉建築主土地、都市計宣之地代等々の問題

が前迭に断ってゐる 。との研究への第一歩は犠牲的精神 ι 情熱K 富む青年の 力に待つ他 は

ない。青年建築家クラプの生命は短か L った。しかしそれは建築科患の路を聞かうとした

第一歩の捨石として・此して無盆訟ものではなかったし 、叉無生主主もの とせしめては友らぬ

とと を強調 して欄筆する。 1937. 5. 7. 
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新 日 本 文 化 運 動 と 日 本 工 萎

- 上 野 伊 三 郎

1918年w'..w. ゾJi 批終結を日付! " S政令の惨禍を出i-j感した全一l世界の人 々は躍を揃 へて平和主義

を高H昌したのであったが、犬?税i伐良の跡始末陀於て傾二式Lの分;制伊制l附o併F合i趨車正を快いだ嬬 、有利 2た主f解G作附平予引1

を得た閣は既既- 作t材椛1羽務l占i金を保持するがj鴻3めκy平lドE和主義を昼々高H日して 、図際聯限の力 lζ より不

不問を 抑制 しようとしたのであったが 、 宵 ｉ ｊ のＺＦＮＺｲＮい立場 ｬζ 置かれた岡は岡民の鰹憤生活の ｽｉｾ

泊 lてよって間際的不均衡の水平運動を起さざるを得ざるに立至上伊太利のエチオピア征

服起り 、之に到する間際聯問の無力は 1: イツ Eとして媒和俊約のあ!澗破棄を錦さしむるに至I}

り奉1仕活々として同家主J立、軍備競守主の渦 rl" に突入するに到った。

軍需了ー業は l機々として起り 、全 11! 界は全力た接げて重工業主之lと闘する基礎n与さの研究

に波頭し 、 文化事業 、 殊 ｋ 袈術ノ ｉ 而は共蔭 ｬ と隠されて光り減せむとし 、 銑 Ｎｮｭ 築は之を ｾ ｉ ｾ

11 : . して軍機製遣に li' Jける占星迄進んで手Kた。

＿ｩ 先手 ｬ 亡は閤論統ーを要ずるのであるから、思想問題も整刊され、各岡は各内共同氏 、 ｾｾ

文化が Ilt界段高のものである事を弧調し 、11に他民政の劣匂ーなる事を岡民に敬ふるの予! 史

l乙11' ，でてゐる。

閑却されてゐ る文化問題が、と のお蔭で関内的に' ci i 脈 をつなぎ作ると とになった のは} 象

期せざる幸と云はうか、 〉だの揖fl1¥の妙と云はうか、兎に f{J料品非なととであるには相違無い

のである。

1ft 界的新建築運動 l亡参加l して日本で日本インターナショナノレ辿築併が生れたのは十年前

のと とであったむ

との合では 、地球物王[ I l 早的ローヤリアィを認めて 、 日本は日本として、その土地 Icj 直し

た建築を研究し、 ゴ土: 地に i遁趨した 5生I=:之寸?む机前itil円円山日号引ilに亡附する一切を{ 研肝

あつたのてで. あるが、外岡模倣手? に よって新- i l l 築; j : ] 式がi At行 化するにつれて、我閑の建築は

「日本」の特殊 ｴ 条件 を 忘れた内告 の ｊＡＡｾ いモタＢーン ＾ Ｑ ＼ ・ ーイ風 の外 ｪ 杉ばか り の物品似 的なものと

なってしまったのであるが、ー| 六も前!Aの同家主Jす‘ 主義の必要がもたらす鴎の問内文化再認

識運動によって、日本インターナショナ J レ控築令の主張を抑る可き傾向とたった事は自然

の調印作 )'IJ であるとも考へられ、純文化的危立場ーから見て、動機の如何に係ら十結果から

見てよろとぷ可き現象であると与へる 。

言説は 思想 を表現するおのんー法の一つであって 、言語によって思想の会怖を表現する事

は至難であり 、 不可能友場合すら あって 、 対 ｲｾ 階居 Ｚ Ｑ 二の 「獣 」 Ｔｆ 有名な話しである 。
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7・u ー ノ ♂ ウ 干 教 授 案 竹 皮 細 工 婦 人 用 笛

巴里博への出品物の内にもた寺か 、哲劇の御殿へでも置かねば釣合はたい様な漆の高持

論の菩音機があ ったが、之等1tJ: 純機能的危機j戒すら工塾的美を有する 、即 ち機能より来る

美 を讃美し 、工聾英は機織に及ぶと 云ふ読を誤解して現れた現象である。ー開tl ' C日本人は

気が早くて、甲- 7 ( 手込 をする癖がある棋である。 之は背から大風や火事に度々見舞1t J : れて吊11

経の反射作用が極度に琵達した故かもしれたいが、 もう少し務付いて物を考へたいと 、さ

らでだに不完全えに言語を誤解して飛んで・もたい間違ひ を仕出かすのである C

日本文化 の 再 ｡ 検討は 前 え ｾの 如 く甚時立に適したととであるが 、 共 Ｉｹ 向を 間 違へない棋に

したい之、 頑迷回刷、時代逆轄謬想有にたって しま ふ民れがある。

再検討の後一-r'i 日本文化 をよ く見斑して攻究の結果を現代に際用する場合には例の芭

燕翁柴門の酔に ある iおり! 大師の名高の心 を植するの要があ る。

古人の跡をもと めすヘ 古 人の もとめた る所 をも 主めよ 。

言葉をかへて云へば、形態を模倣すべからや 、精神 をn告せよと云ふのである。

然るに日本の現朕1tJ : 正に との逆 をゆ くのが大勢である。

西洋文化の揖取にしてもその通りであって 、西洋思想の根底を械むる事左くして 、その

根底より l咲き出でたる花を摘むことにのみ急であったが震に 、奇妙極 まる西洋建築が建て

られて 、極端訟ものはフ アツ サー ドをプ リキで西洋風( 但し 日本人丈けがそろ考へて ゐる

のであるが) I亡し、プリキ一枚後方はつぶれかかった木造安請普であったり する様友極端

なも の迄で1+¥現 し、大都舎の場末や地方・小都合の前i庇街は、プリ キの看板の行列と 云った
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様1 i ili 街風景を展開する 。

かと思ふと 100 尺のモ夕、ー ンピ J レの手u食堂 II j : 挫物の内部 を野外に見えて 、槍皮Ef の屋根

迄つけた芭日本家屋を更に起きててゐる 。正に洋服の下に簡を ，' ; めて結び王を突1 - 11させてゐ

るの視がある。

仰を猿股K 代へ 、J l 梨容きをツ♂ロースに代へる事の如何に難きか を物語ってゐる。

然らば li，J ふ可き中心思想はやJu昆にあるか 、と云 ふ ととれ亦甚| 皮l沫浪糊たるも ので 、明治時

代に力説された勤勉力行主義で一生懸命勉強して優等で感校 を卒業しても就峨は 11¥るk-t' ，

怠け者でさiちふじて卒業した重役縁故の者 IIj: ｔｉ Ｇｌちに要 Ｑ 誌に就くととが Ｑ Ｑ｜ ぅ ｫ る 、 といふ Ｑ 立の ｾ ｉ ｾ

になってみれば、真喜生も大ていは勉強する気が無くなって卒業設 ｾ ｉ ｩ Ｚ さへ手に 入れれば父兄

I'C. ｛ｉｾ 諒 ｉ ｉｪＺ立っと云ふ事にな る。

正義は何晶、人道はいづとと云ふ1止の中で- ) J ' からは非常・時だ非常時だと云はれてドチ

ラを 向いてゐればよいか解らないと 云ふのが今の 日本因民の姿では 主主いのだらうか。

古日本の有してゐた精神文化をよよ欠ひ 、求めむとした西洋文化II j : 共核心を得る能は歩 、

作るに到ら一夕 、捨てむとした日本文化を再び拾ひ上げようとして見れば 、その本器は古色

丹然としてゐるのですぐ中 l床を 1! 1 ( はふに臨時してゐるの現朕で、その服 lて乗じて大本、人

の泊等の所謂似而 ｾ ｉ ＺＺ 宗教が勢を作るのである 。 確 ｬ 占 ｬ たる信念の ￸ＡＡｾ い鴎に立訴え主文化の ｢ り

本長は友いのである。

工聾界に於ても弘二展第四部的な技術. j " q I j 主主義がるる。

日光式と スペ インパ、ロク を混合した様なもので困難友技術を克服した事を誇示 してゐる

丈けのもので、一見烏のH制品] 民間を見る; j :l な感じのするものである 。此式のものはハイカ

ラを志す気分をやや含んでゐるのであるが、他の種煩のものには必然とし主古日本の体統

そのままを踏襲してゐるー涯がある。

此人々は時「にの推移に

全然無関心でいH建時代の

職人道を守りつづけてゐ

るので、業態は日を追ふ

てぶーするのを心かやに居

るので 、共同少数の名匠

と栴せられてゐる人支け

は什荒値を欠焼りi ' i 時rt

の本気の内 l乙住んてー居る

ik裕階級の人法から支持

されてゐるのである。と t o  

のー汲も ;誌をしたう炎螺て・ 上野リ千案

， 

竹製サ Y ドウ井 Y チセ Y トフォ ーク及ヒエ/ セ Y ト漆塗
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最近交通機関の殻逮による絞情界の著しい情勢は園内 l乙閉ぢ込めた経出では同家主して

生存不可能主主主った事である 。

従って1[合同の可能性あるも のは出ぅkる丈輸出して峨入の帳尻を埋め合はせる様にしたけ

ればなら危い のであって、輸出向 き工醤奨阿j躍の珪が高いのもとれに必仏lするのであって 、

現代として日本の執る可き首然友 図策の一つである。

他方外国工謹品のi [ ! 食入されるものや、外同工製品の影響を受けるものが続出し 、輪出商館[

は最も手っ取り早い ｩｦｾｩ 貨の方法として外岡のサムプノ レを 取り寄せてとれを低賃銀 、 意匠料

不用の保件下に外国品 を偽造する 、ζ れによ ってそ の一部も圏内に版賀される事によって

我閣の工婆界は混然雑たる駅長 を賠出するに到ってゐる 。

現下の輸出工聾品なるも のはとれ等偽造品か、低組低調t r . る金儲け主義の輸出 I街人の御

意に召す安物j のみであって 、日本品の聾慣を失墜する底のもののみである。

ととに日本文化再認識の「話」を入れ るの必要が起るのである 。

工聾品と機能の問題、 と

工強品と材料の問題 、は今夏ら云ふも fEEかである 、日 本古来の工袈品には皆その調手11が

充分に行はれてゐるのである、齢、くも良き工聾家、良き職人の予にたったものは、す べて

之等の4条件を具備してゐるのである 。

機能を最もよく満たして ゐるも のに政行やピクニ ツク の用具がある 。

寝具の持ち合せの無いのが残念であるが、京都高宝寺の賓物K 大名の放行刑兵があるが

よく纏った立訴訟も のである。

昔のリュックサックたる笠の如きも 立た機能を有して然も塾術的で ih T  ，鏡: 髪 、 オハク♂

ロ用具、行 位、煙草盆、矢立 、等々、その機能を精納II ' C 視察すれば感心 させられるものが

多い。

玩具の逮摩の糠拙車Ａ日工のもので 、中か ら中から小さいのが ＯＭＱ Ｇ， てくるも の等も今の ｉ Ｑ 令出， ｦｾｩ

品に臆用すれば、謹Ｑ｝のも ｾｪ 約の結に於て立誠なヒントを典へるも のであらう。

茶の湯κ 月j ゐらるる用兵の如きも 、その寸法形朕; 悉く、現代工聾に暗示を: ! J i ! . へるもので

るる。

l汲物杭も糸底をよかし j長くすればフィンガーポーJ レに使へる事になる とい ふ様た例 はいく

らもあって 、現代内外の月1迭を知り 、之に遁臆する工夫をすれば. 背の技術はそのまま現

代の役に立つ。

日本人がみよいとする尚のコツフ ・ の形 ｹ 状は 西洋 人 に も歓み よいのであ り 、 ｾｾ Ｚ ぎ易 い形 の

湯沸しは日 本人にも西洋人にも工合がよいのであるから 、機能 を充に満足する工塾品は矢

! 握り 11 ンタ ーナ ショナ J レ」でるる。

生活様式が、大都合の生活に 於て 、 インターナショナ J レと友るに従ひ 、器具の機能も共

通とたる 。
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ある。

建築に於けるローカリ テ イ ｬ と 相常する事 ｗｩ はユ［惑に於ては Ｉｾそ Ａｉ ｜ ￆ ［，ｪ ｦ ｬ Ｎ ｦ｛Ｚ防 ｪ 係する事，ｦ］ ￯ｾ が太

郎分を占める事となる 。

輸 出漆器等の場合には 、その様地の木材の乾燥等が大問題とたるのでるって、日本陀於

ける気候に過した漆器も 、欧米へ持ち川せば破損する場合が多いせ; と云ふ事が組って* て

とう いふ賠ではロ - ;b リテイの問題は建築の場合と大分異ってうkるのである 。

日本文化の再検討、日本文化運動、と言葉は新らしいが意味は占人の所謂温古知新に過

ぎ主主い。

西洋l亡穆ぶものはその「精iiill lJ を製ぶべく 、古日本に製ぶものは 、亦そ の精神 を製ぶべき

で、その外形を身息んではならないのである。
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日本工作文化聯盟の結成三その後の活動

市浦 健

数年前から東京の若い建築家の間で思想的傾向の近い人達の合合が、種々 の形式で行れ

て居?と。それは或は闘惜の形を探った事もある 。叉月例懇親舎を附いたり見謬舎を催した

りするク ラプの様たものにも友った事もるる。又共同で書籍や雑誌の編椛をやった事も あ

った。それがl中年 6 月頃遣うる積極的危刺激K よって聯盟の形主主主 って結成されたのである

が、その準備に宇歳を要した事は聯目見が盟友る建築家だけのク ラプ的国韓では主主く 、生活

文化の中の造形的友部門を建築を中心として考へた時に必然的に得られる結論として現代

日本の工作文化の質献に封して建築家を中心とし造形文化l乙聞係する各.h" 而の専門家を糾

合したもの主するためと、その活動の中心と友 る建築家の相互の充分注意識の統ーのため

左で・あった。そしてその活動は る くまで釘枇合的で友ければならないと云ふ見地の下に多

くの計壷が建てられ蛍而の計壷のために賀行委員が定められたのが本年 1 月初旬であった。

杏々の仕事の内海はすべて住生活がその基礎である事は綱領に明記しで ある通りである

そしてとの往生活を中心とした凡ゆる工作文化の問題に園韓としての活動を及さうと云ふ

のがその課題である 。 ( 工作文化と云ふ語は 、道形文化主殆ど同意語であるが造形が直ち

に所謂造形美術を聯想する事 と、 より生産的意味を要求した L めに 、新 らしく吾々が限月j

した文事である 。〕 現校舎員之して護表されて居るものは犬部分が建築家叉 lti 夫に直接閥

係のある専門家でるるが他の開係部門の専門家 lti 蛍分事業の賀行 lモ蛍って協力を求めて居

る。とれは各部門に渡り同じ意識を持つ人を求める事が早急には困難であったが潟である 。

現イEそのために皆穆・機械工感 ・工業生産家及一般の墾術の各方面に吾々の趣旨を徹底す

べくあらゆる機舎を利用しつ L ある 。

舎の組織は現イピ lti 非常に簡軍で・はあるが今回新らたに舎友の制度を設けて吾々の峰旨に

賛成する工作文化の若き技術家遠の後援を 求める事 とたEった。

号欠K 現在までの事業の概略に ついて紹介しゃう 、最初の事業として計聾されたものは 、大

衆K 封する工作文化の律家を目的とする生活文化展覧舎の開催である。之は生活の上に「低

格製品より償値製品へJ Iイ干閑工塾より目的工塾」への二つの指標を賞現するためのー予段で

との見地か ら優秀 と認められる現ギEの市販製品 と1概況の手にたる試作 品を陳列する他モデ

ル ・J レームによる器具及材料の有機的説明も企て ds る。との種の催しに肢 も効果ある合

場と しての百貨庖中有名な某屈の積極的援助l亡より今秋その第一回が催される事と友った。

次に枇合的に 工作文化の開護を指導する有力左手段と しての出版による事業として 、住生

活の主宰者たる家庭の婦人に封す る)書家と して対人雑誌と の提携が既に行れたc そのーは

「婦人霊報」の新年枕別加附鈍として「生活ーの新様式」友る住宅l乙附する 小加予の協調執筆で

b った。又次に「婦・人公論」の各目に聯盟の舎員が各々その専門より佳生活の指導をクヨフ
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を交へて推 賞す る 事tとえ主り既K 本 年 1月より賀行されて居る 。初;治之は柏ー米の姉人雑誌に

見 られる住 宅 記事 とは全 くそ の立場も 内楽も 異るものでるる。叉住 宅lてMMす る利 率 的 、 宜

際的であり叉i誌も文化 的l乙優れた知誠を蒐めとのプJ 而の定本となるべきものを編纂する事

となり既に出版1
1

::};!:; も決定し今年 中琵 行 の I象定である。又合員中の史的文化財 の研究によ

って優秀友る ilhU三も逐抗出 版の 協定である 。

以 t の事 業 の他 に 結 成 以 来11止も特筆すべきもの として来年 5 月 より開催されるパ リ部隊1

TMc 於て公開され る 日本文化紹介の l決: w: のー として「日本の建築」なるトー キ- 2 !在の製作

について国際文化振興舎の委掘によりプロット の立 案 及 撮 影l亡協働し、 その編1叫について

は聯盟の名に於て充分そのtf 凶を徹底した。 ( とれは名古屋に於ける建築製舎大舎のi l l ! 俗

講演舎にも公開される事と友った。〕

その他 商工省工袈指導月( j ' の強化被爆の問題l亡防] し現所長岡-)1二氏を 中心とした座談合 を 聞

き、合員 谷 口 氏が設計 K 陥! 興した民/. ( 正義塾t l J Hg合 の見 接合等も 11ii された。その他l I mLの 結

成 が 刺激となり闘係各 λ ｊｬ ￯ 市のジャ ー ナリス“ムが合員 ｋｾ､ しイ Ｑ Ｑ ， Ｑ 人的 に働きかける事も活費と

なった L め11主近t J L't や座談合への出席が少くない。 叉工謹カー而の岡慨にふt した影響も tf¥J接

II りには大き か っ た 様l亡忠れる 。橡想外に大きかったジャ ー ナリス' ムへの反響は飴り再々の

望む所ではなかった。

書々の目的をまE現 するために最も理想的な方法は有力 な 工 作 文 化の 研 究、 指導 機 闘 の 設

位 でるる。 而 か も夫は生皮と結付いたも のでなけれ ば な ら 友 い。 との目的にまJ し輿論の指

導と 、知識の啓蒙をなすと同時に又] 償問の買力を以ってその建設を期してゐるのでるる 。

以上簡盟乍ら大関の愉廓を示したつもりであるが結成に際して護表した趣意:l: ーを再 録 し

て世く 。

日 本 工 作 文 化 聯 盟 趣 意 書

生活文化の中で生活の容7 . まれる建築ら始め 、それに闘する造形文化1J ? 総括して比五包に苦々 11工作文

化さ呼ぶ。 この工作文化の建全なる護主主 11常に建築在中心さ してなされれ事 11過去の歴11とがよく示

すさ ころである。

現代日本の生活文化た展望するさき 、幸子々工作文化に携る者さしてなすべ告多くの課題を凡出すの

である。膏々 11如上の見地に立ち 、現代紛糾に基いて生活の金的立場からその霊堂展に寄興しなけれ

ばならねえ任た自主2する。

この民的に: l Hし、比慮に建築家耳目古め工芸基 ・了12 工業及一般の科接、主芸術; ! tの他工作文化に 胸奥

する言者分野の専門家主? 糾合して 、別に描ぐる指標の F I二各種の謀組1 J ? 主主行ぜんさするしのである o

llil 引主主F基本さする各種工作文化財の共同研究た行ひ 、工作文化研究機闘の設置や計輩し 、建築工

主主及それに i測する諸生産の共同指導等たなすさ共に 、更に進んで大衆に封する工作文化の啓蒙た目

的さする生活文化展覧合、講演令等の開催、各種刊行物の出版又11共同活動、工作文化に闘する図

際文献情ー報機関の設置等た資行ぜんさする L のであ る。叉工作文化に闘する祉合的問題の費生に際

して 11 、附係諸分野F の同志さ共に速かに適正7よる態度1J ? 表明し、又11il' 古問に熔ず る等の準備や;有す

るものである。以上の御趣旨に御賛同の上、本聯盟にf":t し大方のEZj き御後援た乞ふ次第でわる 。
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Tanabasi  met hod に よ る

構 造 計 算 の 或 る

耐 震

寅 例

飯 島 猛 夫

緒言 建築雑誌昭和十年八月競に於て京都弘二園大串棚橋助教授が剛壁を含むラ ー メン群

の 賞用的近似計算法を褒表せられてゐる 。

同氏の用びられたる偲定共の他 については未だ全く承服し難き鞘あるも布来行はれてゐ

るが如き全く幼碓 なる方法よりはよかしでも進歩した考へ方、貴際的の方法 とし て、とれを

質ｻｴＺの建築 ｖｃｾ 信用 して 見たものである 。

ζ の方法の要旨を述べれば即ち建築にかかる全地震カを剛ラ ー メンの敢にて角川、 とれ

だけの横力が剛ラ ー メン陀作用すると考へて 、との剛壁を近似的に E rsatz F  achwer k と

考へてその部材牒力 を求め 、耐震壁の封角線) i 而の餓筋数を求め る。 ラたに岡IJ壁の外側技及

び内1H1Jt - t にかかる直l墜よりその枝の霊堂、形盆を求め 、とれより Wi l l i ot の襲移闘を用ひて

有壁剛ラ ー メンの各居の地震力 K 依る最犬慎みを求める。柔ラ ー メン各節黙はとの剛ラ ー

メン 、各居の最大idSみだけ強制的に水平に盤移せしめられるものと して、その時起る部材

雌力を求めるのである 。

計算順序及び術語は出来得る限り建築墜舎の計算規準により計算闘表は謬舎の建築工謬

ボクツ トプツク中の坂博士のものを利用した。

目 次

第一学 般 事 項

1. 1 許容隠カ皮そ の他

1. 2 仮定、荷重 表

1. 3 床版、 梁及柱の配置

第二主主 桂の刺11車輸カ概算表

第三主主 地震による 水平横力 の算定

第 四 半 有 壁 ラ ー メ ン の 計 算

4. 1 有壁ラーメ Y の近似解法

4. 2 耐震墜にかかる純ffl Jカ率

4. 3 耐震壁主主角線方向餓筋鶴100の算定

4. 4 柱断面積の算定

4.5 耐震壁中央梁断面二次モ ーメY トの算定

4.6  ｾ車性方程式及びその解

4.7 耐震壁外側柱及内恨IJ柱にかかる紬座織力の

V I 6 6  

算定

4.8 柱断面の検算

ＴＮＹ 中央梁断面の検ｾ

第五挙地震水卒横力に依る有壁ラ

ーメ ン桂の盤、形量の算定及

び有壁ラ ー メン各府の慎み

の算定

5.1 7k卒横カに依る柱の鐙形盆

ＵＮＲ 有壁ヲーメゾ各層のｾみ

第六学 三居- 1.長問柔ラ ー メンの計

fr 

6.1 各部材二次モーメユ/ 干及び同日皮の算定

6 2 横カに謝するラーメ ν の解法

6. 3 ヲーメユノ各部材の賂力闘
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6. 4 垂 直 荷重 に3討するラ ー メゾのj将法

6. 5 ラーメ ユ/ 各部材 の感 カ 闘

6.6 梁及び柱の燦カ表

第七学 部 材 陣f 而 吉一，. Ｇ ｮ ｾ＠

7.1 床 版

7. 2 大 梁

第 一 章

1. 1. 許記長! 底力度その他

a  銭、引張リ 、歴縮

b.  コ y ク 1) - 1- ，盤絡

c.  ]ij騎i

般 事 項

It =  1200kg/ c m2  

f c =45k g/ c m2  

f s = 51<g/ cm2  

。 d. 附 着 f b =  71<g/c m
2  

C. 許容地耐力皮 基礎自室谷差引告l Ot on/ m2

f  地震震度 k = O.1 

1. 2.  1限 定 荷 重 表 ( 単位 kg/ m)

7. 3 柱

第八三主基礎の計‘ ｾＱＺ

8.1 基礎及び繋梁の酉E置

8. 2 許容地震カ皮の仮定さ基礎底面積及び断面

の 算 定

1可ート 重 ｛ ｾ積 Ｍ 載 ｩ 荷重 |  固 定 荷 重 n 全otJL_荷- 重[ 1一 位秘一情貫亙 |  同 定 荷 重 |  全主荷 重

床
版 1 2  

480 680 250 450 700 

小 180 1/判 6α コ 780 225 600 825 

大 160 2/
10
滅! 600 760 ス) ( ) 6α3 Bα コ

柱 140 3/判 620 760 175 650 825 

地 震| 1∞ 5/
10滅| 620 720 125 650 775 

コ y グリ ー トの自重 ＲＳ ∞ ｫｧ Ｏ ｭ ｾ＠

屋根版 厚 12cm 23x  11=276 

防水} 菅 2 c m 2 0 x  2 =  40 

γ ゾ!J." ー 5c m 15 x  5 =  125 

タ イpν 2 c m 20 × 2 = 4 0 f t  

一4一8一1 一!<g/ m

第 二 章 柱 の 軸 塵 縮 カ 概 算 表

|床単t位/ m荷z 重I床n面，2

積

1 1古電 t ｉ ｾ墜 Ｑ 惚 ーコト ｙ自室ク ｉ 木透自間重仕切 ｬ 自梁重 I  自柱重 1全 荷 重 I納屋織力1

グト 680 
1

2

究活ぬ
1 3 ω |  

市 1 2. 300 い0.765 1 11，000 

1I11J  7α コ 5. 00 I  3.7∞| 市 I 2.1∞1  11，095 1  22，000 

柱 I 1  I  7∞ 5. J O I  3. 7∞| 市 I 2.300 1  1抑 5 1 内 問

内
680 

[2勺お叶 5. 440 I  m い550 I  2.3∞I  13，360 [  叫 抑

制リ 7∞ 8.CXコ I  5. 6∞|  800 I  1. 550 I  2.1∞I  13，750  [  27，000 

柱 I 1  I  
7α 〉 8.( 氾 I  5.6∞|  3. 170 [  .9∞ 1  1. 550 I  2仰い5，220 1 42，5  
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つ Y グ l} ート墜 序き x t.認さ x 長さ x 単位 重 量

.15 x  4.∞x 2目30x 2. 3∞= 3.1i Okg 

.15 x3. 5Ox 2却 x 2ぷ) ( ) = 2. 8∞kg 

高さ× 長さ × 堕.位 重 量

4. 00 x  2.30 x  1∞= 9201<，(( 

3.50  x  2. 30 x  100 =  8051<g 

b x d x l  x 車位重量

.30 x  . 50 x  2.30 x  2. 300 =  7.9印 I<g

.30 x  .50 x  4. 50 x  2. '3∞= 1. 550k宮

木造間仕切

謀

7Zi 酬

桂
を協働

l∞x 2 5 x  4∞x  2300=  23∞I<g 

「一ーイ00-一「

Ａ＿ＭｩｋｾｾＡ＠ 1  i 一

ｬ 中ＱＭド｜ｾ翻
』 ーーー 引 。 J 50一一-....1..- . } j O_ . j  

第 2. 1 闘
第 2 . 2 掴

第 三 章 地震による水平横カの算定

毘 相4

床 Jl 波 書1位重量× 面積 72O( 13.5 x  67. 50- 54.0 X  1.50)  =  6∞，0001明

外 照 ( 長ち x おさ× 厚さ X 単位重量× 敏 ) 4. 印 × 却 x. 25x .Yz x ぉ∞ x 3 0 = 7 7，3∞

内 壁 4.5 0 x 2∞x  .25 x  .yz x  2300 x  28 =  73，6∞ 

コンクリート間仕切 厚さ 15c m 4.50 x  2.∞x  . 15x 23∞x  2 0 = 61. 6∞ 

木 造 間 仕 切 4. 50x 2.∞x  1∞X  12= 10. 800 

パ ラ ペ ッ ト .15( 13. 5+67.5) x 2 x  1. 00x  2300=62，900 

ｾｗｫ ＢＢ， ＹＰ β αＩ ｉ＼ ｧ＠ :E W =  886，200 

一、一、 了:1幣

一
、

L

'

I

1

H

門

h
J

F

775(  13.5 x  67. 50 - 54. 0 x  1. 50)  =  6臼，000

4. 50 x  3.75  x  .25 x  .yz x  2反幻 x 3 0 = 凶δ，α)()

4 白 け 万 x お x .Yz x2300x  2 8 =  137，5∞ 

4. 50 x  3.75  x  1.5 x  230 x  20 =  115β) ( )  

4. 50 x  3.75  x  1∞x  12= 20，300 

:EW =  1067，8αコ

戸

M

A

a

十
三

a
f
-
-

U

T

-
z
e

 

l

f

-

コンク リート間仕切

木 造 間 仕 切

ヱW X kキ 110. 000kg

壁惜重量は内外照Ir.l: r o : 出入口等を君子へ 、その 1/ ｾを取り間仕 切はそ の全部を とる 。

木造間仕切lAi玄重jit は 100kg/ m
2

とす。
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有 用剛 ラー メンの数は 10なる故 、一つの剛

90，000  

ヨー メンにかかる抗力 は ー-- 10一 = 9，000kg

110，000 

IU

V V  

= l l ，OOOkg となる 。

ｾｯ＠ .KJ. 

。
110

00 

時

1100
0  

ヌ'; 3_  1 闘

第 四 章 有 壁 ラ ー メ シ の 計 算

4，1. 有権ラ ー メ ンの近 似 解 法

吟

ふ

十

l

M

l

÷

l

m

l

i

!

?

』
亙

ト Ｍ ＼ＴＺ ｦ ・ 一 司・ ー今 ｲｯ ー 叶← Ｔ 比 一ｾ

第 4_ 1 悶

) ，ご/，;，)/の 如 き不g?:: ラーメ ンを近似的にイ i /，ioi/ の如き併問を1-tfi J松村民て世き換 へた 合成ト ラ

スと考へ 、その部材の[ 監ブJ Ｚを 求 める 。 ζ の合 ＱＱＩＨ［ トラスはその ｾ Ｑ Ｚｴ ｊＩ と ￬ｬｱＡ ｩｉ て到 して針郁で Ｍある か

らと の r/ -l リと梁の 中出liで二つのmAiZ トラスlこ分けて考へる 。 との中央梁の中軸に於て働ける

内; Jは! t J Wr 力のみであるからとれを除ブj として 、 との合成ト ラスを解 く事が/1' ，来る 。

即 ち、/"品! の 如 く中央梁の 中馬li l乙於て Il'j ひ合って仰パ 、二つの現段rr 力を群問官余力として耳元慨

ひ 、 次の 三 項搾性方組式を作 る。今 外力に依る基本ト ラスの ｾ ｲｾ 11 居 中 央の 断I l l K於ける轄倒

力 不を Ｑ Ｑｬ Ｑｬ とすれば合 成ト ラスの 内村及び‘外杭に起る ｬｋｾ 力 ｓ 。 は 近似的に 扶 Ｚ の 如くなる 。

So=----.!!!.!! -
0 -

。

F判

X ，， = - l  ｾｌ 到して起る部材肱力 は

断 而 椅 ι な る 内 川 町 し S，，= 一-f

F ，，' 外 杭 ふ=十:

ｾ ｡｟ 一一 ＮＮＮ b-叫

伸一一一- ¥1. 一一- 01

、、_ n  ( 1ヨ h " b
2  

h，ι ¥ 

_:; ::; "'"p= ' 7 下-;; +7 Fn' - )  

一 ， ， ( 1  h n  b  

とS Il S l 1_P ］ ず ｜ ｾ ｆ［ｾＫｾ＠ 1:: )  

第 4. 2 闘

F ，ι  

p=τ ; 7 

V ' 7 0  



以l : 11次の仮定の下に成立す、

1. 艶角線材が同断面積なるこさ

2. 部材が或ろ暦に ついて内柱外柱共に同断面積なる こさ

3. 外力が この中央梁に謝して慰謝格的なる 二さ

4，2. 耐震壁に かかる轄倒力不 m1t

れま叫竺+

T

い

l

f

r

f
宇
土

h

汀

干

l

i

l

i

-

-

T

E

I

』

司

炉

、

d

1

1

 

-

r

d

 

7
抑

+14，m L→ 

が ＴＮｴｴｾ

第 4. 3 圏

h  }i H  E  E  

4 目00
4. 500 ， / 2∞ 9.000 / 5. 75 25.塑/9 お き 盟

3. 50 5. 5∞ / 2 ∞ 11. 000/  5 . 7531 仰

3. 50 5.5∞ 

1 n1J .  9α) ( )  84.α)() 

4，3. 耐J震壁封角線カ- 向餓筋断面の算定

| 各 ザ カ | 各府ぎ断力 l五2EE警の|制 緩 材 燦 カ | 語 7 2 |採 用 鍛 筋

9 ω叫 4.5附
ョ I Ｓｾ ，く ＭＳ 1 2 mm 

2.65c m"  I  Ｍ ｊＢ ＨＳＮＳＹＳｾ＠ 、

11，α)() 2J ，0∞ IO，COO 7，070 5. 88 l 砂( 6. 川032〉Y  

31，α)() 15，5α)( )  10，950 9.12 
| 何( 1 6 mm 11，α)() 

10，053)  

4，4. 柱断両積の算定

| 柱 中 | 柱 成 | 捌 比 |
α  | 断面積FI 添力i F |Fn=(F+FO|JAι

外
l ∞ 1  0 ぉ |

90 0. 450 

0.292 

11111 

1∞ I  0 .25  1  90 

柱

0. 450 

F ，/ l ∞ I  0 ぉ I 90 
0.450 

外 90 0. 450 

11111 

柱

90 0. 450 

F ，ι  0. 450 

添加断面積は Fo は次の如くして計算す。

7 1  V1 



r  _ . T  0.8 

r n=- '  a :!. ァ ー=τ 百一

f  b h 3 . 1 5 X 403 

= - 1-2- = 一寸言一一- . 山n

a ヨ 4.5
2

二一ー一一一一ー = ＵＮ Ｐ Ｕｴｮ ｾ＠4  - 4  Ｍ ｾ Ｎ ｾｾ ，＠

え= 4.50ー .50=4.00m

4，5. 耐 設 問中 央 梁 の 二次 モ ーメ ン ト の定 ｾ ｲ

|梁b巾|梁f iT警巾|吟比|版 t 厚 I t l h 仰 1 ｈｨ ｾ＠ I  s  1  J = 仰 が .f cl f

! _ I 0 ぬ 01 0.701111  1∞1111  6∞ 1  0.12011  0. 172 1  0叫 0 3 wi o叫 0. 018叶 5.52

1I  I  0 ω 1  0. 75  1  1∞1  600 1  0.12 1  0.1ω 1  0ω I  0.422 1  0. 520 1  Ｐ 但 ｾＱＴＮＵＷ

I I  0 ω 1  0. 80 1  1∞ 1  6∞ 1  0.12  I  0.
153

1  0吋悶3 1  0.4ω 1  0 附 1 4お

V ' 7 2  

J c = O.1111九に さ る

4，6. 弾性h・花式及びその解

ｦ ←一一 ｉｏｏｾ

ι ラチ汐予4 向 、7l _ 1 0  

監盆2 止

トトJ O..; 

ら . n - J X 1l， - l + (;n・u， X n + 0

'

/，， ' J 1 十 ，X 叫叶= 己11. (" " … - … 一般式

い 一 一一L b可_ L に

- ' = - 3 υ J n  

B 日子( 土+法了)+川

‘  け 一 一- L p i 乞ー

1  =  - - 3 - { ) "  ].，ι >1 

ou.(I = hペベポケ÷ +-i;r -÷ )

l  1  :  1  l:22 

- 判 1 l  

Ol I X ， Ｋ ￕ ｊ ｾｘｾ］ￔ ｩｏ＠ 1t =  1  

ｃＺ ｾ ｬ ｘｊ＠ + G2 2 X 2  ＫｾＳｘＳ］＠ ￚｾｏ＠ 11. = 2  

ￔＳＲｘ ｾ＠ ＫￔＳＳｘＳ］ｾＳ 、叫 ］Ｓ

Ojl = 千( 十す) 州{合(+ Y+丸( +Y}

=主; 竺(5.52 川 7) + 4∞{O辺 叩Y + O判 0の



9.25 

= ーす一 ( 10. 09) + 4∞( 0.22 x  2. 25 +  0. 22 x  0.25)  =  30.  1  +  2. 02 =  32.12  

' "  1  . ， J  c  1  ｾ＠ ｾｾ ，Ｎ＠ .  ｾｾ＠ 9 .25  

b>- 一 一一- x  2. 25
3  

X  4. 75 ］一 一一 一ｾ x  4.75 =  - 13.72  Ｑｾ］ ｴｊ Ｒｬ＠ ］ 一 Ｍ Ｓ Ｍ Ｑｊ Ｇ Ｍ ｊ ｾ］ Ｍ Ｓ

伝子(す+ ｾｾ＠ )+h2{合(+Y+す( +Y}

2.253  _  __ _  _  _  _ _  ___ ____  9. 25 

= ーす一( 4. 57 +  4. 23)  +  3.回 { O. 22O( 1.5)2 +  0222( 0. 5) 守=一γ ( 8 . 8) +  3. 5( 0.臼 55) =28. 87

生主

1  . ， J c  1  ｾｾｾ Ｂ＠ Ｎ ｾｾ＠ 9 .25  

(.2:¥=032 =一 一ー が一一ー一 一一一 X 2. 25
3  

X  4. 23 = 一一一一 x 4.2 3 = ー13瓜

3

U

. / 3 - 3  

乙33=千( す)+ha{去(+ Y+長( ナ) ー)

225> 

= 一 了( 4.23) + 4.∞{ 0. 22( 1. 5ア+0.22( 0.5)2}  =  13. 05 +  2. 02 =  15.07 

hl 川 ( J c l  J c b  ¥ • ｾｾ＠ 9. 0∞ 、

。lo = - 7 - h 了三一+ 合 τ - ) =4. ∞x 4 . 百( 0.222 x  1. 5  +  0.22  x  0. 5)  

= 8.∞( 0.33 +  0. 1) =  3. 44 

( ] c  l  ] c  b  ¥ ｾ＠ ｾ＠ 36. 9∞ 

句 。= - 7 1苛 τ + F 2 f 7 j = 3 5 X 1 : 頁一( 0必 ) = 12. 35 

1. 3'1/1. 3  (  J  c  l  J  c  b  ¥ ｾ＠ ｾ＠ 84. 2∞ 

830=f L〔苛 7 + 究T 7 )  =  3.5 x  ｶｾｾＵ［＠ ( 0.43)  =  2820 

1E. 
2 0  

¥0  
。

ー，0

第 4. 5 園

娘性方程式の園式解法

弾性j j 程式は究の如く友る 。

32.  1 2 X，ー 13 2 7 X2=  3.44 ( 2.58} ....... . ..... . ...... ・・・( 1)

- 13. 72X
1  
+  28. 87X2- - 13.o5 X3  =  12.35 ( 9.26) …… ( 2)  

- 13.o5X2 +  15. 07X
3

= 28 2 0  。 1. 20) ・.... . . . . . .・・・・・・ ( 3)

，。 。

@  

" ヰ

① 

① 

① 

① 

@  

@  
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経針項目その ｾｴ Ｎｬ＿ さる

この方程式か園式にて解L 、て

X ， =  1.l 1  x. =  2.46  X 3= 3.54 

えｦＧｾ ｾ宇る。

4，7. 市Ｚｴ霞 ＴＱ 外側 ｮ 及び内側州乙かかる， Ａｱｨ ｊ￯ 畏縮力の ｾￎＺ 定

川 1 1. 9 α)()  36. 9∞ 842∞ 
。=一一-- ・一一一一 = 2. 0∞- 一一一一一=8.200 ・一一一一一=18.7∞ 。 ， 45 - ｾＮｾｾｾ，＠ 4.5 - ｾ Ｎ ｾｾｾ，＠ 4. 5 

S 1 = X × ÷ = 15 X ( 州 11柱に封して〉

S J = x x ÷ = 1 5 X ( 内側|柱 l哨して〉

外側11柱

外 側11 柱 内 侭11 柱

。 一一一一 一

S L ; 計 S 1 什 SI I  s  

i  I  1.1 1  I  - 2.000 I  0. 550 I  - 1仰い 2. 000 卜1仰い 0. 350

1  I  1お I - 8 2∞|  1.230 卜6.970 い8. 200 I  - 3.690 I  t  4. 510 

1  [  1. 08 [  一山∞ |  1. 770 I  - 16.930 I  t  18.7∞ I  - 5. 310 I  t ω o  

0. 5X， = 0.55 

1. 5.¥' ， =  1. 65 

日 =4. 5Om

_ b_ =0. 5 

0  

百

且

宵

A

Y

A

σ

b

σ

h

u

o

h

 

E

《

k

ぬ

m

m

4

9

9

 

1

.

6

6

 

-

-

↓

 

0. 5入、= 1. 23 0. 5X・，= 1. 77 

1. 5入: 3=5. 311. 5X z = 3.69 

b=2. 25m l =6. 75m 

.. l_ E  1. 5  

品

tO. 350I，g  

t 4.510kg 

t  13.390kg 

外側柱 内仮11性

4，8. 桂 断 面 の 掛 31=

λＮＧｾ＠ - X， =  2. 46- 1.1 1  

=1. 35 

ｘＳ Ｍ ｘｾ］ＳＮＵ ← Ｒ ＮＧＱ Ｖ＠

=  1. 08 

l Eγ 

外 1
1

1 11，000 I  

側 1 1I I 22，000 I  

柱 1 1[ 34，500 I  

内 1
1 I 13，500 I  

側 1 1I [ 27，000 I  

柱 I 1  I 仰∞ |

綿

柱

一

l

i

l

i

-

-

中

i

一

σ
b

一

σ

b

一

一

σ
b

一

σ
h

-

E
g
ι

ロ

一

L

M

H

一

L
u
n

一

一

e

u
n

一

L

M

E

一

円

u

一

n

u

一

一

円

υ

一

円
υ

-

一

5

-

7

一

一

一

9

-

一

必

、

一

n

y

-

-

に

d

一

Oυ

-

;

;

-

J

:

 

;

J

E
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A

ロ

一

-

L

一

う山

一

一

向

d

一

k

u

-

ん= 451<g/ c m さすれば所要コ y lJリ ー ト断面積 (1次の如くなる。

V I 7 4  

カ

水平荷量 1  

6，970 I  

15 寸 51刈 kg

4，510 

13，390 

断 面

餓 筋 | 安全耐力

I  1741 x  45 

8't- 1 6 mm I  

山川 ! 78，5∞I<g 

4'6- 1 6 mm I  1849 x  4s 

4世- 2 2 ml 11 I 88，2旦kg一

， ｾｾ＠ I  1953 x  4s 

8 6- 2 2 mm I  
＿ ＭｾｉＱ Ｑ 山 Ａ 88，7∞kg 

伴 16111m I  78，5∞kg 

4 L- 16mー |

4u-42: 日I 83，2∞kg 

Ｘ ｾ ＭＱＶｭｭ＠ Iω ，200同



今

L

印
一

M

W

n

 

q

u

 

M

7

 
13.850 内

ー一一L 一一 =308c m
2

45 山

3 1，510 空

ー一一一一一一= 7ooc m

2  

45 

iLC司lから

5 1. 430 

一一'一一一 = 1140c1112 

45 

m

 

c

 

勺

J

U4

 

q

4

 

一一

円

u

一

Q

J

-

a
u

一c
d

丘

，
一

4

戸
包

一

A c  +  15A
s  

= 6 0  x  25+  15 x  16，085 =  1，5∞+241 =  Ｑ ， ＷＴｉ｣ ｬＱＱｾ＠

f[Cコl

付-"プ: .
(  &.o + J - ノ

41 - l l 輔 明

(  IS. lO.r""") 

A c + 15As = 日 x225 +  15( 8.叫，1 + 15205)  

一回

a' -l l …  

( J . .411 C;阿つ

A c +  15A. . =60 x 25 +  15 x  30，411 =  1. 5α) +453= Ｑ ， ＹＵＳ｣ ｭ ｾ＠

この断面にてすべて安全なり。

4，9. 中 央 梁 断 面 の 検 非

1111げ モ ー メ ン ト の 算 定

、
4仇

H

肝

恥

ω

 

ー

一

山

蜘 ｾｊＱ _  ^  

二叫剛山172Z守を

M =  ＢＢＢ ｾｬ＠ =  1.1 1  ｾｸ＠ 4. 5 
］ 一一 ］ 一一一 ｾ 一一一ー ］ＲＮＵＰｴｭ

1. 35 x  4.5  

一一一言一一一 =3. 04t m

1. 08 x  4. 5 

一三一一一 =2. 44t m

曲げモ Ｍｾｙ 干の合計 2.5∞+  1. 350 =  3. 850t l11 

3.0.10 +  1. 350 =  4.390t m 

2.440 +  1. 350 =  3.790t m 

雨端断面 M = C bd. z b = 3 0 c m 

4. 3決) ＴＳ 吹 ｸｸ コｾＭ Ｍ
C = 一一一一一一一一一一一一一一一一 = 4.06 l I l t  =  250 

30x 60。一 108α ) 0 - .  ._ - •. . . - - - -

=  1，5α) +349= 1，849c1112  

垂直荷重に封して 11園の如く仮定す

ι 1.0<コ x4. 50x 800 

一二三i 一一 x4. 5O 

12 - 12 

=  1. 350k gm =  1. 35t m 

，l =60c l11 ; : : 仮定す

30x  60 18α3 

A s =  250一 = 250 = 7.2cm宮 4十 16m m( 8. 043cmり
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雨

端

断

面

中央I!iJiITii b = 30c m r l =40c l1l  ; : : 俄定して

135COO 1J 5α ) 0  

C 一一一 ー一 一一一一一一一 =つβ l

- 30x  400 - 48α 氾
1 nt =  1000  

放に 断面 11闘の如くなす

E

 

，to ..... 

=

 

任寸官竺吋

杭」え び 照棋 を 別 々にヨ ＵＲ へや ｬ こその剛干すを ｟ ＮＮｦｪｊ ｜ｉｉｊＺ とユ Ｕ ・へればー ｆ 汚の 而れ 却 ｬ で」えれの受ける， ｦ｜ＨＨｾＧｦＨ Ｑ

力は次| 剖の如 くたる。

p" J 4S0Q 

ｉ｢ｾ＠ JP' S-

t  ｉｬｱＮｬｾｯ＠
* 寄 .......Ot; '18

11
/ 0.-:' 

第 4. 6 岡

地震横力に依る有壁ラーメシ柱の蜜形量の算定及び

有壁ラーメシ各層の携みの算定

5，1. 71'<.司、:駅力 lζ 依る柱の襲形7i i:

第 五 章

lF 吃丁可啓司断層 | F+22 q E  

外 [_ ! 1 1必o I  0.292 0.158 0.450  I ω  

側 / ][ I 6. 970 I ω 2  I  0. 158 1  0. 450 / ω 0  

1 ー

竺I 1 1  1閉じ ω 2  1  0. 158 I  0絢| 山∞

内 1 11 I  . 350 1  0.292 1  0. 158  I  0 必 o 3. 11 

仰1 1 川 4. 510 0.290 I  0.158  1  0. 45C 35.10  

枝 1 1  1  13，390 I  0.292 I  0.158 1  0.450 104∞ 

Sl  

E (!，. = 一一一= 1. 450 x 一一一一= 12.90 

.450 

4 α3  

0. 350x - 一一一一= .3 11

.450 
E  

3. 50 

6. 970x 一一一一ー = 54.20

.450  

3.50 

4.51Ox  -一一一一=35. 10

. 450 
1  

3. 50 

16. 9改) x ーー一一一= 13 1. 60 

.450  

3. 50 

13，39似 て瓦0 = 104.∞

I V 7 6  



有壁ラーメン各居の強みの非定5，2. 

Wi l l i ot の盤J 彰闘によ りE .J が解ればとれより

此の置き換へトラスの鐙｜Ｉｾを求め 、 各居の撰みを

求めてとれを耐震壁の地震肢力に依る鵠みの近似

f直之する。

イ旦し割角紘材の鑓形はとれを無視し 、その代り

にとの置き換へトラスは質際は不静定であるが 、園5. 1  1.lt 

Ii 予定に怠る様).HHl Jのi f角棋材のみに最ー大協みの出る棋に撰ぶものとする 、しからば各府の

( 取消し〉

第 5. 2 悶左側

主E より二番目

の線 11なきも

の 記 す

24.10 

E R叉=一一一一 =6. ∞
。 4α コ

18. 10 

E R . 一一一一一ー=5. 17

3.50 

9. 10 

E R，一一一一一 =2. 59
1 - 3.50  

H/ O 

協みは次圃の如 く怒る 。

ｖ ｉｊ￶Ｈ ｈｬ ｾ 凶尚 ｉａａｎ

Hκ ').::j WI LUOT 

園5. 2  2事

B倍凸E Ll NI EN 下UR.

王陀め，TZE干.ACrlWfRlI1'

/  

-

A

内

亀

、

‘

、

第 5. 3 圏

三層ー張関柔ラーメシの計算

7 7  V1 

第 六 章

各部材二次モ ーメ ント及び剛度の算定6，1. 



b h3  30 x  50' ¥ 1  

ｊ ］ 寸ア］ 一 寸 Ｗ 一 ］ 寸玄 Ｈ ＱＵ ∞ ｸ ＲＵ ∞ Ｉ ］Ｓ Ｑ Ｓ ∞ ｏ ｣ ｭ ｾ

3 13 0 W 内

1( = 一一一一一 = 696c mヰ

4.50  七十 i=4. t

トJo竺吋

基

〈イ〉

60  x  25"  1  

J =一寸吉一一 = 寸T' ( 1500 x  25 x  25) =  ＷＸＲＰＰ ｣ ｭ ｾ＠

十 一 寸fr ( 0..J 2)  

782α コ

J ( = 一一一一一 = 223.5

3. 50 

車主

( 0.28)  

782∞ 
1( = 一一一一一 = 196.0  

4.00 

棋力 l亡到するラ ー メンの解法6，2. 

次 園のラ ーメ ンを解けばよ い事と主主る 。

j

 

j

 

f

H

い

KIJ ｾ ｯ Ｎｬ ｦ＠

ti .l :  0 υ  

寸 1
0

)

ｾＮｉ τ ｯＮ ｊ＠ f  

(1 1  )  

)

 

、
4

f

 

ｾｉｊＧ 雪 Ｔ

)

 

-

o

 

(

 

甘机山…3戸片A刈=斗市制6“仰e刊o

J L  一一- 一

第 6. 1 国

t.日 0.J1

よ己主

忙 ｉｾ ｾ Ｑ＠

1¥， 1  = 0 ..) i  

K・1 =  0.18 

)

 

、
40

 

(

 

10.1) 

左 主盛 右 主基

日。1 0， ｾ＠ o  3  

1  0. 96 x  2591  0.96 x  
517

1  

4.2 |… ?I  0.84 

1  1  0.8 4 x  

0.28  x  3  =  0.84  

0.32  x  .J =  0.96  

E R l  = 259 

ｅ ｈＮ ｾ］ＵＱＷ＠

f三R 3= 600

295 +  651  =  947kgm 

E B川 = 158 

ｅ ｏ ｯ ｾ］Ｒ Ｑ Ｗ＠

E OC3 =  124. 5 

N1ro= - 396k g m 

M01' =  948k g m 

M包 = ー295kg m

613+696 =  130ヲkgm

M民 = - 651kgm

Mo2' = 1310kgm 
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M02= - 613l<g m 

Mo2 =  - 369l<gm 

M凶 = 747kg m 

ｍ ｾ Ｈ＠ =  - 747j <gm 

6.3. ラー メ ン各部 材のI. ILQブ) liui l  

ラー メンをと解いて次|舗の如 き肱力Illii l を得 る。

弘

、
、
、

「ーー
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‘、
ち

h

k

d

v

 

J 'b 

ｾ ， ｊ 主 Ｑ 曲 げ に Ｍ ｦ Ｇ ト 凶 烹専断万必軸尼I 縮b図

第 6. 2 悶

梁"s!J 髄iカ

747  x 2  内側柱 (1倫こ の{也に

寸: s o一= 332l<g  E  

C anti leve.. Iこ よる

13 l Ox 2  

4.50 - =582kσ  E  
Moment 1..，生ず

948 x 2  

4. 50  

=421kg  

6，4.  垂直荷重に到する計非

屋根荷重¥I f =  7.2∞ +  1. 800= 9 α )() l<g  

一般階荷重 IV=  7. 400 +  1800=9.2∞kg  

荷重痕

Wl  9.0∞x  4.5  

C = 一一一一一= 一一一一 一一一 = 3.38tm 
12 ｾ＠ 12  

11f t  9.2α)  x  4.5  

C = 一 一一 = 一一一一一一 = 3.4St m 

12  12 

Wt  

-τ 一= c x
2

= 5.06tm 

W l  

ｾ ｾ ￣ 一 一 ］ｃ ｸ Ｒ 一 ］Ｕ Ｎｬ Ｗ ｴｭ

}ι ー- 4S' o一一-. 1
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/(31
1  
=  1  

ド03) C=3. 38t m 

/{ (3=  0.28  

f { 12
1  
=  1  

02)  C=3. 45t m 

K '2=0. 32 

](，，1=1 

く0 1) C = 3.45t m 

[( 01 =  0.32 

( ∞)  ( 10)  

第 6. 5 園

0.) 1  =  1. 37 

M01 =0. 767 

M訂= 1 . 235

Mo/ =ー2. 080

M ω =  1.155 

Mo宮= 1.190 

jVI
o
2'  =  - 2.320 

M03 = 1. 440 

M03' =ー1. 370

( 13)  

f ( t : l  

く12)

K12 

く11)

1 ( "  

01' 2  =  1.12  

らＢ， ｴｾ ， ｾ Ｎ ｈ ＢＢ，ＭＢＢ工

l  ｶ］ＱＸｴ 。守 ｉｾ ・。 ＱＱ

トー…一一ｾ ｈｾ ｖｬ ｑ ］ ｉｈｏｾ､ＧＢ＠
←ー ｉ Ｎｏ ｏｾ 1.900小

第 6 . 4 園

t王 主基

0 01  0 ，2  。，3

2.2 3.38/ 2E 

2.2 3.45/ 2E 

3  1. 36 I  3.45/ 2E 

0 .767 +  1.235 = 2.020 

0"3=2. 01 

1.155 +  1.190 =  2. 345 

6，5. ラー メン各部材の肱力闘
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梁中央 の曲げモ ーメ: : /

5. 060- 1. 400 =  3. 660kgm 

5.170- 2.320 =  2. 8501，g円、

5. 170- 2. 080  =  3.090k g m 

9αXJ  

= 一三了一 = 4. 5∞k g

9 2∞ 

- 2-
4

.“XJ k g  

梁! l a断カ

Q  L1f  

- 2  

闘6. 6  
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3品

J S'  
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1疋 野 断 カ

桂 的 グ モ ー メ ン ト

軸 歴 縮 力

し ｾ

しｾ

レｾ

/------1針。。:J

/ / 寸 4bo. 'l

r 三ゴ300;

6/J'1ibfl  "1" 
Ｎ＿ｖｴｾ Ｗ Ｇｩ 同

I'!Jt fJ/ m Jf' 

1，9D 6?6 I  

E  

第 6. 9 闘

第 七 章 部 材 断 面 計 算

7， 1 . 床 版

4dk 土手L の Panel j  荷量7∞k g川

計算省略

7，2. 大

ゐ・効成 d=6. 9c m 9 mm十 12cm問 ' *版厚 D = 13じm さす

ｩｾ＠

梁の曲げモーメゾト中最大のものら採る。

M= 3，630t m 

b=30cl l l ， r l =40c m ｾ俄定す

M ］ｃ｢､ｾ なる放
M 363α) 0 

( ' = ー一 一一一ーで=7. 63

....- b d  - 3 0 x  40五

坂博士の罰表により
伊比t = 13 0  

餓筋断面積f . 1 . A 5 さす れIt

3Ox 4 0  12α)  ｾ＠ ｾ ｾ＠ Q  

A  一一一 一 一 一一 一 一 一 Ｍ ＹＮＲＳ｣ｭｾ
5 = - 130 - 130 

2世ー1 6 mm

2十1 9 mm

4. 021¥ ー

19. 692c m"  

5. 671/ 



!口f
跡ーJO・引

Ｒｾ ＭＱＶｭｭ＠

2 ;6- 19mm 

2 ;6-19m m  

.111 = 3，6ω t m なる中央在日断面 11 P lat t en  Balken さすればその成か 40c m さすよし得る

百?

b= 3 0 c m d = 3 5 c m 

7，3.  t七

li 皆

降- ) 0 ー剖

M = 2，386t m P  =  10，522t ，n  

JI1 2，38600 

断面ｾ図的日く仮定すれば el = ヲj ) = 1瓜 辺 x'2S =0. 9 坂博士圏表にイたり

|[: : )!? 

ト←一_ bO

c

て一ーサ

8十 1 9 mm( 22. 682c mり

6Ox 2 5  

t = 一一一一ーキ63 C  =  5.5 

22.682 

叫 1=0. 6

p  ｾ＠ 10，522 x  5. 5 

コ= ノタリートの熔カ f c = HD C =  ＶＰｾＲＵ Ｍ ー ヰ Ｓ Ｘ ＮＸｫｧ Ｏ ｣ｭ ｚ ＼ ＴＵｫｧ Ｏ ｣ｭ Ｒ

中軸 n = n
1
d = 0.6 x 2 5 = 15 

D - 刊 - dt ｟ｾ＠ ，，_ _  25- 15- 5 

餓筋の燦カ I t = と/ c一-z一一= 15 x  38. 8 ｸ 一一 ＱＵ 一一 ＢＢ， Ｒ ∞ ｫｧ Ｏ 巳 ｭＱ く Ｑ ＲＨｊＨコ ｫｧ Ｏ ｣ｭｾ

1

1
皆

λ I  = 2，386t m P = 2 1，254kg 

|[ :  :  J[r 

+-<-一一- ｢ｏ ・竺ｾ

院| 表により ぐ = 2 8 "1 = 0.28  

8t - 22m m( 30，41I c mり

60x 25  

n 一 一 = 4 9

30，411 

2. 386 

1 一一一一 ' 一一一一一 =0. 45
- 21，254  x  25 

叫 = 0.28  x  25 =  7.40111 

2 1. 254 

ん ］ Ｍ ｩ￵ＧｾＲＵ x2. 8 =40k g，! c m
z
く451，g/c m

2

25- 7. 4- 5 12. 6 

f t =  15 x  40 x ーっE 一一 = 6 0 4 x -

15

- = ω4 k g/ c m
2

く 12∞k g/c m
2

一 階 柱

，11 =  1，280t m P = 3 1，4251(g 
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M 1280.∞ 

引= 下万一= 41，425x25一= 0. 1位

二階柱ト同断面ト仮定スレバ

1n = 49 c =  1. 4  n l = 0.14  

f 3l ，G 5  

c = " 60す冨:- x 1. 4 =  29.26l<g/c m
2
< 4 5l<g/cm

2  

25- 0. 14x 25- 5  _  _  16.5  

f t  =  15 x  30 x  - - -.. IS'  - - =  15 x  30 x - i 吉一 = ＴＹＮＵ ｬ＼ ｧ Ｏ ｣ ｬＱＱ ｾ ＼＠ 1加l <g/c m2

第 八 章 基 礎 の 計 算

8，1. 基礎及び、紫梁の配置

|舗の 如 く樹立悲礎と単調基礎とを混月1しそれを繋梁にて連結す。

8，2.  許緑地 ｬ ￰ ｩｊ力皮 の 偲ＧￆＮｊＩＮＮび Ｉ ，ｾ礎Ａ底 ｉＨｴｩ 棋と断而の ｾＷ Ｚ 定

地盤の許容地|耐力度は基礎自重を悲し』引 き 10t on/m
2

とす。

柔ラーメ ン枝下基礎底而積 P = 31，425kg なる故

A 31，425 

= 一一一一一=3. 15m
2

10 

耐震壁ラーメ ン杭下基礎 P = 5 6，OOOkg なる故

A =_2辺旦
= ー . . . . . . "ー ー = 5. 60m

2

とf J . る 。

とれを闘の如くたにす。

V (  8 4  
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防 護 室レ乙 就 て

ー土 全2

F'  
ぃ
用

・・
，，

.
，

当ｾ

我; 雄

目 次

1. fl 

2  防護主の定義及ぴ分類

3.  防護室の具備すべき係イ牛

a. 敷地の選定

h. 位置の決定

じ ｾ面計 虫 干

<1. Ｚ ｨｬｾ＠

e. 設

i笠

倫

f .  A 他 の燦イ牛

4.  防護室の質例

5 結 u: 

1 . 序

人 ・ ｜ＧＱ 脳炎 の 潟県内Ｇｾ ｴｩｪｆ 究的航 Ｚ 各機の愛展は文 ｲｾｪ に ￹ Ｍ ｲ るととろ大であるが 、 乙の航空機 ζ そ

いざ戦下となると恐るべき魔物として天本 l乙跳梁するであらう事は 、11佐しもが危慨すると

とろである 。然も) ，守米の枇乍が郡川i 本鵠l亡終始するであらうととを忠ふl時、我同の如き無

防制I i 都市の被る被告: を橡想し、軸た? 械傑を禁じ q'J ない。

部 ￯ｨ 防症とは Ｏ ｟［Ｎｾ ￬ｊＮｙ摘 を ｬ ＡｬＱＺ Ｏ ｊ 、 ｉ Ａ Ｎ良 ｬ 亡すると主であり 、 大は防空軍 備、 ｬ 坊 ｾ ｾ的都 ￯ｬ ｩ 計主主より 、

小は11'" 人防護の 如 き手段が夜るが、政ち詰めれば都市構築物の保全と 、人命の擁護 とであ

らう 。前者は都rli 構築物を破壊されざるものに改治するが、然らざれば破壊されても被害

を樫減し 、復活 l亡本易なるものとすればよいのであるが、我| 設! 現状の如き木造都市IC 於

て、被害の局限を1 1 ( 1句とするならば的防の一途あるのみである 。後者のおには我閑々情よ

り考ふる l亡、手近にAi ' ，Wなる 主主槌避難所を設くるより 他に近は あるま い。

;宅却下l亡於て避難所が必要である ととは家安11の事宜であるが、共の一、二の事1 9 I J を犠ぐ

れば、蹴百十! 大慨に於ける 23襲による燥搾の被害程度を見る lて、無防備の初期と、避難所共

他 の防空胞設の初旬il はった末期とでは著しい去異を示 し、 1915年に於ける澗逸vciJ する飛

行機一機に就ての死傷者数千人、英・問に到する航:長船一隻IC就ての死傷者数20人が、 1918

年l乞は夫々 0.4人 Ic 1えぴ 2.0人 、即 ち1/101亡減少してゐるととを見てもわかる 。品近に於け

る ヱ チオピ ア 事盤 、 スペ イ ン 了 ｉ ｉｾＺ 命 ｬ 乞聞する報迅 ーを 以てしでも 、 本却に際してより完 備せる

mt 河上所の必要を1M感する次第である 。

然らば空襲illf 難所として如何なる箇所が最適であるか、それは裏山でもなければ、郊外

でもたい、完備せる防護宝あるのみである。そしてとの防護室構築とそ我々建築技術家に

よらねばならぬ事刷であり 、我々が力を致さねばならぬ防空義務の一端 であらう。

翻って外岡諸都市の j伏態 を見るに 、べJ レリンに は 1935年 3 月迄に完成した防護索は8，000
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イIhl を数へ 、パリには同年10月迄rc 27，000 似の多数防護去を完成してゐる。

然るに我岡には未だ完備せる 防護需のH' ，現 を見ない。昭和 4 年名古屋防主主演習K 際し 、

千種器機製作所に地下避難所が設けられ、昭和 9 年大阪防本演習訴時市内某所に地 k m潤

防護室が設けられたと ｊ と を 耳にした外 ｉ ｣ｴ 、日本山 し と ｾｦｾ も 皆無で あ る 。

防空演習に際し、避難所或は防護家主主る U，li 紙 をなして満足してゐる有桜であるが、 ζ れ

では折角行ってゐる避難波脅も、い ざ空襲とな るとイi'J の役にも立たすコ 、徒事手 l乞9il} するで あ

らう。

我園都市が防護慌を必要とす る現下のJ伏勢に於て、 i li 民rc iMする徹底せるとれが骨及を

必要とす るのであるが、之l亡先立 ちて先市建築家諮問に防護ネ l亡就て 、再認識して項〈必

要があるのではないかと思はれる。

以下防護宅計 Ｉ ｉＱＺ Ｎ ，ｬＡ ｾ びに貴例 ｬ 亡 就て慨説し 、 御 若 手 ［Ｑ｝ Ｑ 亡 Ｑｊｴ し たいと思ふ。

2. 防護室の定義友び分類

本 興避難所と は 、 空 襲 よ Ｑ Ｉ 逃 れる 丹 ｩｪ 謂 避難場 Ｉ￭ ｩｪＮ を 桁し て 、 ｊｊＧｾ Ｚｦｾ の ｾ ￰ ｾ 味 ｬ 乞 ｊＧｩ ｊ ひる言 葉ー であ

り、Yi! 1局に 設 けたもの 、建築物地下部分、地下錦、地ドjふ りL道或は!IT壕等 を川ひる地下

避難所 を始 めとし、位築物地上部分を 川ひるもの 、日記はキII : I'/: 式、J多却j式の ものの他郊外と

か ｾＧｲ 外 等をも ｦｔ む 地上選誰所、 先日 ＱＢ Ｉ に設けるもの 、 船舶 Ｑ ，身或 は 水上飛 行機笥Ｚの 隠 れ る 氷

上避難所 司 ｦ の構築物叉 ｉ ｣ｴ ｊｉ ｾ 構 築物のあらゆるものを 綜 合して 名付けたＪＧ栴 である。

此l鬼l乞防護本と 云ふのは 、J 与の内の一部で、その定誌 を三ふならば、 空襲を受けた際、

人畜を牧容し、小爆弾、可及的大爆車の諸作用、蜂夷弾、毒克斯等より 、そ の生命走防護

するための構築初である。

用途上その耗矧を分類すれば 、

( 1) 専用防護主

自 家 用防護Ｋｾ 一家政又は一例1 : の本川と し、特定人 を牧本する闘的の もの。

共同防護室 教家政叉は数合札の専CJ i J とし、特定人 を牧容す る目的の もの。

( 2) 公共用防護室 * 行者、 11付近居住者、或は顧客等、一般人を牧容する目的のも

ぴ〉。

( 3) 特殊防護宝

"I{f旬、防護国用防護室、 4女護を主 とする防護室、

等 とたるが、 之等の内( 1 ) と( 2) 、成は ( 2) と( 3) の如く 二種以上 を粂ねるものあるは常然で

ある。

3. 防護室の具備すべ き偉件

防護室の具備すべき傑件とは、前述の定義に於てた11べた、防護家の目的の夫々を満足せ
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しむ ｩ しばよいのであるが 、以下 ｬ 坊諮Ｇ名 古 ｼ ＭＳｅ の 慨況 を行ひ 、 Ｎ ｊ ｾ の ｲｬ ｬ で 特 に 重 要 な る 保 ｦ Ｇ ｬ Ｚ はコ ー

チック 前 Ｈ ｾＮｬ［ｊＮ 、て表 ｉ ま してた く 。

a. 敷 地 の 選 擦

防護宅建設似地法搾 ['A 、要ーなる保干|ーを駅 付 Lば、

( 1)  ｬ ｦ ｭ ｾ ［ｾ＠ 1二 煤 ｾｉｩＡ による 被 害の ｔｩ ｕ 史 的小 な る 川、

く2) 針H.!!If 卜 NH.! !If が}!X:可 く小n!fl i¥l に逸散 しもly き場ーj折、

( 3 ) 針火災 卜‘ ド付 近 よ Ｑ Ｉ の 火災 延 焼 ＡＡｬｾ し と 認められる所 、

( 4 )  IIJ 注 ー卜. 場所がわかり易く、車時間に謹し得る場所、

( 5)  ｉ ｾ ｛＠ lli L  名 人 数 を 川ｾに 牧 本し 、 ｾ ｾ［ ーの土砂子干 の 被Ｚ 去 を ｊ ［［ｪ ｬ 叫 するＱＺ ｾ ｲｬ ｘ Ｉ ￯ｲ く 分 散配

lEせしむ 、

'ちf の事州が ある。

b. 位 置 の 決 定

! 坊進本 を地 トーに JIIi. るか 、地下に設け るかは夫々 利害件失がれするが 、耐 搾、耐火 、iiYr-r J{

j析の二.: .n¥l J題の Î J./t_，(も難!j'l/}とされてゐる o Ｑ ｍ ＮｪＢｾ［ｾ＠ 1-:. の1I ¥l .: mの解決に 比較的有利 なのはやは り地

卜 ー である 。 そしてそれ は 地下深部てあればある程よい 。 之が Ｑｾ に は 建 築物 地 下 Ｇギ を禾 ｉ ｊｊ Ｇ ｉ ｊ す

ろのがり策 ある 。

地 ドl乙防 護 を説 くろと とは 、地下に 隠 れると云ふ槻念が避難す る人 に々 非常な火心 を9
i

[

へるし 、3く地 1-. の燥 if 、騒日ーから ;韮ざかる ζ とが! 日米 る故 、避難者に イミ:ムj [ ; 践の感を 9
i

[.へ

ないと利引がある 。

1! μ [) 折: (t; 主主主主1より上じ長が ，[1.い ものであ るから 、 1" ヘ トへとi J tU'Lる傾向 がある 故 、土也 ドに

防護宅 を 設け るこ と は一 見不利 である か の 岐に 忠 へるが 、 とれは ｉ じ ｬｾ 的 簡＿立 に ｬ 坊 喫 し作

る。 叉地 1"本が術 生 k 不利であると 云 ふ とと も、j主j Ｇ ｾ Ｚ ［ ［ な る 設 備 により ｦｦｮ ｪｾ￬ し 得る ＱＱ｜ Ｑ 題であ

る。そ して前記 の利却は と勺ω四i を柿 って除 りあるものであ るが故 、防護家は地 Fに設 け

るのが宅?;tであら うο

C. 平 面 計 壷

防護需内に必要とする諸主は 、その純矧、I1J注 、特等によ り興ってくるが、その綿て を

泉 ぐれ ば 次の如 き山椛知の宅があ る。

( 1)  il ，i器室開係 前主 、 治蒜宅 、 シャ ワ 一 室 、 脱次 Ｇ 長 、 著 ｊｸＮ Ｇ Ｎ長 、 倉 庫 Ｇ ｾ ｆ ｯ

( 2)  ｾ ｘ 得 ＧＧｦ ｾＱ 制係 一般 牧 ぜ尚 一 ｩ 、 ｱ ＿｛ Ｎ ｉＡＺ Ｎ干 す ｾ ｘ 本宅 、 屯也者 牧 宗索 、 Ｑｾ 所 、 ｩ 市 矧 牧 本宅 、 合

NI等。

( 3) 皆 掛t il 6M係 気附: 瓦斯患者間療' - tl 、液i'Wf. HJ 折忠者 臨掠 室 、皆局、柴湯家、患者待

合室、倉JJj ;:1せ:。

( 4) 管制 宝l持!係 管理人室 、通信索、);0折躍別宅、機 械 宝、貴重 品頂 場、倉庫等。

然し 之等の総!てが設け られるとは| 民 らや一気にて 、二三の.目的 を宣言ねる場合が多 い。

V I 8 8  
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，n  1悶 ・l釣認定件前 ili 絡附係!品

附随してゐる 。

そして 之等諸主の聞には第 11ωi の如 き連絡開係が保た

れねば友らぬ。

之等部ー宝の相互的配置の巧{ I l : は 、懸ってその機能循

ｩｦ の遅 迩 ｬ 亡Ｉ ［ ｾ響すると と んなる ，Ｇ ｩＩｻ 。 ー京た りと も ｊ 与 の

配 置を設つてはならぬ。 ＱＱＧ ， 入 ＱＱ の依ｻ 丘、 ＧＭｩＭ ｾ ｉ ｮ 行手 ｦ ｩＭ 、 宗 型

ｭｭｔ［ も京袈なる保イ Ｇ Ｑ ‘を Ｎｩｾ Ｂ びて』 す るの は＿ ＿ ［ 然 である 。

ｊ 走も基本 ＨＱ ＧＮＩ な ボ ｼ市を示せば ｕｾ ＲＱ ［ＮＧ ， ｩＭ Ｑ の ｾｮ くで 、 避難 者 ａ

をll xがする11女谷ヰ: と 、NJ { !gi' のU-入を 1(1; ぐ前' 七と から

ＩｦＮ 記 ，Ｇ ，Ｚち 、 飲料水 、 器Ｍｊ Ｑ ｊ Ａ￭ｩの出場 、 イ Ｉｾｽｗｊｫ ひ・に Ｉ Ｑ ＭＺ 市 ＱＱ が

即ち"' 1三i市計呪l乙於ける必要6保1'1' を要約すれば、

(1 ) 出入 口 出入口は必ず‘ 2筒所に設け、然も其相互の位置は成可く隔たった所に設け

る 。 とれは爆弾により被 ［ｴＺ を被った場合 、 同ｦｉＮＩＧに ｉＪｩ んーの 口 を港がれ・ Ｒ ととを挫くる Ｑｾ であ

る。 叉11'，入n :を設くる際 、その} i ' Ii'J は可及的煤仰の迫距離作川を jl!f i: t 作るんー li' J とする。

(2) 百iij京 ｾ ｮ ｦ ｬＱ ｊ なる場介でも 牧容室の入口には前室圭設け、毒瓦斯の直接侵入するを

防ぐ。

( 3)  ｾｸ 千五市 牧容室の 型 は長方形とし、大規模に亘らざること、 即ち小本を多数設くる

Ｉ Ｉ ーがよい 。 ζｨ はパニツクを ｾ ｉ ミぜしめぬＱＮｊ，でもあ ＱＩ 、 Ｑ ・ＧＺ￯ｾーの ｊｾＩｪ 介 の 被主主Ｚ /;，j  1拠せんがおで

ある。叉京型を ｉ 乏 Ｉ ｊ 型とすれば 、 雨端に ，Ｇ｛Ｇ， 入 口、 Ｉ ｉ ｾ Ｇ ，［ ［ ｾ口が設けられ 、 ｩ 史 ｽｉｊｉ こ際して 順 序よ

く混雑せす; : 11 ｜ 入し作る利ＺｬＩｽ ￮ が生じる 。 備 Ｑ 本 の ｾｸｗ 人口は Ｕ Ｐ 人以下を Ｍ ｉ Ｇｹ ｬ Ｚｩ なとしたいので

あるが 、とれば非常時に際して果して服寸 f し作るものかどうか疑問である。

話 3 1品il は |二法の要件を満足せしめるやうに計抗した 、4リIJ 、公共川を完走ねたる建築物地

下メc防護雫の一試案である 。建物内 }，'1ft: 者 、通知名ーは防毒階段により 、街路通行者、附近

住民はスロープによって夫々地下主lこ下り 、前主を通り 、ri' Ilu; Ｇｦｾ＠ I己主るのであるが、 とと

で竹内人又は問師の検問の下に次の三通りに分たれる 。

{ぜ康者は1I ' i . ちl亡11x俗宗l叫主権される。

気f J 豊瓦j町二也.干f は忠者待合室を通り瓦斯忠手f 持政主lζ て治療を受け忠者l J X 容室vc lJX容さ

れる。

ｩ 夜作。ＺＺＱＱＩ釘Ｍ忠者は脱衣笠 ｬ 亡て ｩｾ ］ｭ［ 衣

加を}jJt ぎ、 シャワ- 1' 1 : て身ilf) をi先株

し 、 若 衣ＧＭｩＭ ｾ ｉ 亡て新しき衣 ｪ ｊ ｩ の交 付 を

受 け 、瓦j野忠者EZ療 主 l亡て治療を受

け患者牧 谷? 誌に 11x察される 。

避難中高一五1! 物が爆破 され、危険に

買曹 持ド

岐 阜 弘 主

Ｈ 依宅 入 ｾ .  0 人 }

省長、

第 2 悶 ・防 謎 室 の 基 準 型
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立至った場合は各室に イ寸いて居る非常仁1から脱出す

るととが11¥*る。伯作需の用法、諸施設に附しては

設備の頃をみ!!脅 されたL . c

d. 構 造

防護主の梼j色は破壊燥州、焼夷リil' i ， ｬ ｾ ￭Ｚｊｯ ｬ Ａ Ａｬｦ等 ｬ と ｾＡｊ

して考慮されればならぬ。

( 1 ) 岐: 壊燥揮| 乙 i J し 構謹主腫は可及的耐爆構造

とせねばならぬ 。 ｩ 耐搾材料にして六百ｾＺ的 ｬ こｻ及川し得

るものとして 、現作:j 比も千f 笠硯されてたるものはや

はり餓筋コンクリートであらう 。併し乍らさしも の

紙筋コンクリートでも、 1 躍 の爆弾 l亡 到 し て は 約

4 m もの作みでなければ|耐 え件られぬと云はれて日

る1v : であるから 、一般防護宅の構造問ー として予: く先

J 止な冊目躍構造は到! 氏吹むととは 11¥* ぬ現状にあるわ

けである。

そとで我々は或見広主主の版部! 切製ーで技悦し 、それ 以上のものが命 中 した場合!t ; I 綿てを断

。
l

t

i

l

l

-

-

A

旬
。

γ

4

213 開 ・大建築物地下防護宅

念すると云ふ;庁長l で行かねばたらぬ。捗て然らばその限度はどの程度にすべきか と云ふ問

題が生じるが、敵が携，Wl するであらう燥仰のをE景、降下高度、降下)J ・法守; の如 きものは全

く知る ＱＱ ＧＱ もなく 、 ｦ 前 ｈ つ 燥＿躍は五年若時 の ｪ 伏態」えび ｴ 氏抗物 の 朕態に より 、 ｾ ｾ威力 は非 常に 異

るもので 、ど の伎のjvI みがあるから 、どの杭の燥搾に耐え得ると断定すると とは不可能な

事制で- ある の

然し乍ら文 ｩｩｪＩｕｾ 仙 のもの から推察してａＺ ｮ 世 ，欠の拡ーな事が云へる 、即 ち 、 Ｑ 旭 とか Ｒ 躍と

云ふ大爆 ｡ｬｾ は 、 ｊｅ くは ＢＱ ＱＺ艦或 ｛ ま要塞 辿般 に 用ひ られ 、 持 ｲｮ ｬＱＧ建築 ｬ 洋に劃しては多数の中小爆

弾を以て本鵠するであらう と云ふととが、一機の爆強Wt行量、投下何回の鏑大笥: から考へ

られる。そとで我々は 100- 300 庖の爆弾を目標として耐強構造を計書すればよいであら

うと云ふととにたる。

屋段叉は天井の防禦 、 防護室の屋根又は天井の防禦は 、 ニ欠のノｾ Ｈｻｑ ｉ ＢｉＧｌより計設されねばた

らぬ。

F事. 根又は天井l亡爆開が命中した場合、そのt. > E 微を制禦し得るに足る構造であるとと 。

天井崩壊物が料務し恥服しでも 、その重}It 及びl ' l lr'J
'併に| 耐え得る構造であるとと。

との二項目であるが、煤 j車fljlJ 禦の役目をたす床版は合計坪が同じ場合は盟居より数j吾の)J ー

が有効であるから 、かかる j利仮を既に有してゐる高府建築物の地下室は肢も防護室に遇す

る。 との時防護主天井は約 40cmqうればよいであらう。防蝿屋根、耐弾天井等種々考案さ

れてたるが、多くは餓筋コンクリート を主髄 とす るものであ り。 乙れを用ひるのも一法で

¥' 190 
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守主 4 悶・防議室天井の耳E筋 l 例

イ:p s 悶 . ｬ￬ Ｇｌ濁 ｬ 効諮宗 の 天ｾＡイ呆諮府

主 主 ヨ

ある。

草稿に設けられる防

護室友れば 3m以上の

土被が望ましいが. 上

部 l乞砂利、 コンク リー

ト、餓材等による保護

肢を設くる場合はもっ

と浅くても支障はたか

らう。第 4/;. ，) / は防護主天井の配筋の例

で、前J応大建築物地下防護' 長の天井の

配筋法試案でるる。

沼 ＵＱ 刷会 ｬｻｬｾ 罰 ｬ 亡設ける防護宅 上部の

保 護j停の配置をがす。

崩壊物に就ては; l ; j ; ! 瓦定、有地が危険なので 、餓筋コ ンクリート遊たh ばさほど心配する

ととはない 。 建物の崩壊物は冗 ｬ 亡迫持版をなす の で 、 ｊ ｾ の全重立が防護雫天井にかかるの

ではなく 、 約 ＲＵ μ 丑 ｩｩｴ のみがＩ［ｾ轡するものと考へてよい。叉崩壊物が 危 険訟のは共重量の

みでえにく 、物慌の! 阿武は梓; 伏の物が日撤するととであるが、何れ lとしても前記の天井厚を

有すれば之等l亡抗し行と見てよいであらう 。

既存建築物地下主を利用する場合 、 之れが Ｑｾ 時としてその天井柿助のＺ必要 Ａ を生 じるが、

第6、7岡の如き1/ 法があ り、木材のかは l

) 」 「 寸 汁 寸 ナγ 刊 明 L
IZ : 餓材を用ひる場合もある 。

ｊ 空間の防禦防護宝ｾｾ肝ｾＧ /r;i原W/として 、地

とＱＧ ＱＱＱ に表はれぬをよしとする 。 正ｾ築物地下 ＱＱ Ｑ Ｑ ｬｲ ｾｾ＠ ｬ｛ ， Ｎ ｳ ｾｊｲ＠ li 1111 

防護雫 ｬ 亡して ｩｉ＾ ｾ 地上 ｬ 亡毘 ｉｕ する場合があ _ j l e: : : 一二一一ニ______.. 可 ..， "" I L  

( 佐木，絞

るが、爆弾の爆陵、砂 j l ¥ 街勤械にI nf

日 開 ・天井がフヲ Y 干の場合の木材に主る

る様にせねばならぬ。地下京1J!i J抵は従来既

に柏市の厚みに建築せられるものであるが

40c m N: あればよいであらう。

向i 1 : 立を要するのは 、出入口、窓其他の

側壁開口部は可及的小量、且最小面積に止

め、巌重なる補強を行はねばなら捻。補 強

方法としては餓扉、木材、土壌等を併用す

るのであるが、第8、9、10河ば 、共 一例 を

示す。

補強方法

主木'.:1: 父

宮";7 困 ・天井がアー千型の場合の木材に孟 る

補強方法

9 1  VI  



I l澗防護主の構造は普- 泊五t築 物地下室 と

同政な工法によるの外 、特殊型鋼及び、姉航

コンクリ ート を以 てなす)/ 法がはii '1' ll二於て

は感に 川 ひられてゐる。 ｕ ｾ 4  NiU.c 2  J ( i 、

若手照σ

( 2) 焼夷Uiji l己主J し構造睡は耐火構造とせ

ねばならぬo ￏｉｬￎ ， ｊｧｩ￬ Ｇ￬ＮｴＺ ＱＱｾＵ 主 であるならば Ｎ Ｈ Ｚｾ［ 然又

lni !火構造でわるから 、焼夷dli1の焼点作 J IJI 乙

到しでも友会である 。 第 8 悶 ・土桜に よるf A¥の補強

焼 克明1は一般に軽量のものがも!UIJ されると考へられてたり 、

現作の飾部 Ｗ コンクリート ｈｾｬ 抵は完全にとの佼撤 ｬ 亡 ｩ 耐え作ろと去

ばれてゐるから 、mH火構泊五t 築物なれば問題たいとと k なる。

( 3) 荒 H.! 析に釘し 構造腫は耐麦構造とせねばならめ 。 Ｇｩ ｾＩｊ｛

!l1f rc ;;-，[する防? 出土 、外部構え!i 材 が71よJ Ul1f 1こtfif おされや 、r(l j も! 吸

牧& び透過したいもの、前i1)'， 1亡似なものである事が山一要件で

ある。コンクリート 、:tlIUL、石勺ーの用{¥{'):I 立、 f ぺリヅトの主nき

持久性荒瓦斯に釘しでもi i 1 1訴されねから 、現イ1: のfni .j- jq:，Ytiii ill 築

物であればよいわけである。 tc ¥:'1=1: 立せればならねのは 、i 1: 卜.

材中 Ｇ Ｑ として多 孔 質のもの 、 制限口の多いものは ｮ Ｇ￬ Ｚｲ ｾ ｊ［ ｉ Ｇｃ 1水|燥を生じ 25 0 悶 ー木材による忽の

有 ｦｩｾ ￍｉ｜

るから制定すべきであらう 。

( 4) 共の他 +l<:1"X1の如き地i長岡に於ては IM-t i; ，i 構造でなけれはならね。 51. . . 防護士主のまユくは地

下排架物であるが ｲｾ 、 防水 ｬ 乞到する考 ｬ 芯をも忘れてはならね の

e. 設

防護宅の程 ｦ ｊ￮ 、 税政守Ｚにより ｊｾ の設 備 もＨ｝ら異る 。 防護ＧＭｴｾ内避難者の数時間の生活は綿

第 10図 餓扉による窓、の補強

V I 9 2  

て内給 Ａ 守足を原ｊｬｉ ｊ とする ｬ 氏 、 之が ＱｾＱ こ必

要とする l治施設、百fi 設 備品!主 /1-1;; 出席なき

をl¥J J さねばたらぬ。

然 し 之句: は非常時を日 ?; :; てに設備する

ものなれば 、1'1mの則i を考! さする n. 'f ，ｾ ｉ ＺＺ＠

命のみ: )そを期 する此小限度l乞於て満足せ

ねばならぬであらう 。若し之種機械設備

に煩らや してすむものであれば、 とれに

越 したと とはたいのであるが、何れに し

ても一時に 多人 数 を牧 容 し、相官; ; の効 果



を望むにはやはりそれ相雌の設備 を必要 とする 。

即 ち、防護室の設備としては防毒設備、消毒設備、換気設備、其の他の設備並びに備品

ま必要とする。

之等設備は、その』単純中止の己む左きに至るが如きととあれば避難者K 不足Eの念を抱 か

しめ 、或は生命のfιIYB:: 生ぜしめぬとも| 浪らぬ故、jお可く頑丈な 、 しかも操作簡盟 友もの

を選ぶ ζ とを忘れては ならぬ。又動力によるも のは尚一の場合を慮り 、手働 tとても蓮轄し

得るやう装置せねばならね。

( 1) 防毒設備

防毒設備は何をおいても先づ結睡に英の完壁 走期さねばならぬものである。外部よりの

.JoL!折u:入 をぷ前 l乙| 訪ぐ設備と 、- 1 1侵入した瓦J折を雌理する設備ii と二illi りある。前者の嬬

ｩ と は 、 総ゆ る ｉＩＺｾ 口 Ｑ ｜ＱＱ の ｼ均台設備が必要 で 、 後者は宅内 空 気の消毒叉は拙過 の 設備に依るも

ので後 l亡述べる。

出入口の防毒 li' ，入口は仙の1m口部と 共 りIySi 繁l乙1J }1聞を要する筒別 である 故l亡、瓦J訴の

位入 を絶到に防ぐことは困難である。 平 I恒三十主に於て主要IH入口 の前に前主を設けるの

は、位入瓦斯j if を11¥来るだけ以小にせんが鼠に外ならぬ。そして前去の 111入口に 防毒扉或

は防毒砕を取設くるととにより、その目的 を述しゃうとする 。

扉 の ｼ用問 Ａ 土第 ＱＱＱ 川 の ｾ｛Ｑ <  ( イ〕の扉 を聞く時は牧本主側の ( ロ〕は必ヂ閉鎖しゐき 、次 l乙

( ロ) の扉を聞く場合は( イ ) の扉 を閉ぢ 、前室内の泊1l J ;を

完了してから聞く や うにする 。扉 I' I 、: 宝長内気}i限l暇毘を外気よ

りI尚じ山勾:j むる i場易合は瓦j斯折tμ，J:入の恐jれL はなく完友Eるてで. あ らうが、

然らざる折は i適直白，古官首EU;t; な気平萩十討i決ノβb

はその一例でで. 、扉低陀コゴ‘ ムチユ一プを椀らし、 とれ を枠

lζ .j"ljl し付けるととに よ り気持i を計らうとす るものである

が 、 と の外主ＺｪＨ ， 紗、 ｾｾＢＧｊｾ 、 へツ ト等を ｎ ｊ ふ る と とも ＱＱ｜ 似

る。

上記 の ｾ ｛Ｑ き ｼ 坊 ｪ ｅ 扉 の 代りとして用ひられ るの が防毒自下

で、防水布X . I'I 1.邸主ヒの場合l乙ll U、7. 1' <. 等をしませた毛布の

如きものを以て凶の如く取付けるが、爆 弾の燥) 躍の加は

るが如き i@' 所・には適したい。江n 3闘が開閉式、前141岨が

機 上 式の防毒 ［ｴｳｾ である 。

窓の防毒 窓l乞は構造に於てたsべた 如 く燥却の法距離

作用を防ぐ Ｑｾ の ｩ 直前友柿強がなされるが 、 それは多くの

場合外部と 、内部よりと二重K 行はれる 。 との内部より

の補強部分l乙防i ! i ; 的考! 症を Hl: へばよいので 、11¥11肢を定ぐ

問

五

草

川

引

防

毒

庭

山

，、

ｾ Ｎ＠

防

毒

血

相

け

防

毒

鹿

川

第 11闘 ・自iJ i:ldYlf のsfJ 閉 方 法

第 12闘 . INのJ民営方法の l 例
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其他の関口部の訪 毒 閉 口部には /-Ij 入 口、 官、の

他に illl 風窓 、 給排水 、妓J J } 等の配管子L、電気配制ii の

孔等があるが 、 前記の如き材料及びイ11
1
縮 K 過す る

コJ レク等を以て 、充填25閉するととを忘れてはた

らぬ。

防毒具類 Ａ 幼蒜の Ｑｾ の怖 ｩ 品としては 、 防護日の

Ｑｾ の防ＧＩ￺［ＢＮスク 、ｼ 応義衣、防毒靴匂 ［の外に救念忠者

用マスクの如きものが入用である。

( 2) 消毒ー設備i

克斯検知設備 な瓦 ｊ￞ ｲ ｬ 亡到する防護 、 ［ｦｾ ｬｊＩｊ、前 ご ｊｕＺ

等の遁確なる技術的: 1 ;d; H生、瓦j折検知設備の桁示

により護3 t IJ
せられたるものでるるから、先づ通常

第 14園 ・捲 上 式 防 毒 募

た瓦斯検知器が必要である。

従来瓦斯検知手↓ 主として、小動物 を使川するととが企てられたが、一一動物互に感毒性

材料は ゴム 、i出を法ませた布耳誌は 紐、ター J レ、パ

テ等が用ひられ、: 共用法は出入口気密方法に準ヂ・

る。

"t ン

>p'; 13悶・ 開 閉 式 防 毒 本

が異る ｴｾ 迭に不適首で るると断定さる ＾ＧＱ 乙至った 、人間 の ｬ 奥 ･ 先 によるんー法は正 確で るるが

人道上許 し維く 、硯先による瓦斯雲又は瓦斯煙の認定は熟練を要する。そとで結局化率的

検知器に煩らねばならぬ事に腕する。

化接的検知穏とは種々のjメ臨削の色彩又は形状の竣化に依り瓦斯の存否 、種類を判別す

るもので、その必要傑件は操作の簡盟友るとと、
jズ臨が多元的 l亡して感度鋭敏なるととで

ある。

瓦j折濫別室或は管理人室の一部に之等に必要なる検毒築、検' j {J ; 器の設備 を行ふのである

が 、他 1'[. 携帯 )I i検知器の設備は岱然必要である。第15凶は瓦斯

探知則の悦，A干器具で外凶 品である。

消毒設晴 検7ま班の前到によ り判別せる悲J U析の程mに臨じ

て消毒 ＱＯ ｾ Ｑ Ｍ が決する。 消毒主 ｬ 亡 位入 せる気ｾ豊瓦 斯 ｬ 乞到しては稀 :  

部1' : . 7  )レカ リ液、叉水を Iltt議i訟手II したる後、自然換気又は人1
・

換気により泊 ＷＵ するのであるが 、 之が ｩＳ に ｩｾ￬ 苛］葉 、 ｬ 賞 五器、或

は ￬ｬｾ 過器を 必 要とする。液髄瓦 ｪ 折 ｬ 亡霊 ｊ し ては之等の 外に、液献

をな し 長時 間 ｲ｣｝｛ り若手花新を殻生する時に 散布 する ＱＱ 凶粉及び ｕ ｾｇ

、

J

，

、

f

ー。 ‘

粉用シヤベソレの設備が入別である 。

j些難者 l乙して液献必j訴を浴びたるものはシャワー lζ て洗総せ

V I 9 4  



る後、新しき j持着を着す必要あるを以て 、前室に隣接 して脱衣、 シャワ 一、 着衣の諸室を

設ける 主よい。

画療設備 防護室は10折忠者の救護作業をなさねば 友らねのは 首然で、留療闘係諸室即

ち、 診療を 行 ふ醤療室 、 柴 ｩ 告をな さしむ る Ｑｾ の薬湯室 、 留員の 昂 の皆局を 始 め として患 者

待合室、病床 をもiliへた忠者![欠本主の必要は言 を侠たぬ。 設備品としては臨時 薬品、 者忌具、

指架、強備衣類232がある。

( 3) 換気設備

防 護 室の空気 量、 政び Ｑ ζｾ 気 ｾ犬態 は 避 難者の生活 作月 Ｑ と符接 ｴｴＮ る 閥係 を有する が 、 始め

fVj控室内l乙必要にして_ bi. 充分なる空気設を現存せしむれば問題は えにい。現今考へられて 居

る充 Jf なる空気誌 とは一人一時間一立プf 米で・あるから 、三時間避難する剖限定すれば一人

市 り三立ノU米の主主託公があればよ いととK なる。

所が防護宅牧各人員のxi l の厳守は 、い ざ主主却と云ふ際には到底不可能でるる。 人情共

他の1111lUに より忽 l亡して鮪詰となると とを橡兎!せねば左らぬ。之が掃のささ気誌の不足は炭

酸瓦斯の増加、 温度の上封、出度の増加、 有害物質の放散、イオ ンの鐙化等を羊め て呼吸

困難に 陥 らしめると とであらう。

然 るが放に防護主にはやはり遁世; 危: 宅気更新の設備がいる 。その方法とし ては外部より

洋化空気を供給する法之 、宅内需気を再び有効なら しむ る法と がある。後者は化製薬品 を

使月j して室内空気を清伊にし 、失はれた酸素Ir.l: 酸素雌から補給せんと するのである が費用

の描で賞用的で友い。之IC 反し前者は容易に3走行し得る推奨すべき方法である。

と れが手段と し て 、 高所より新鮮なる空気 を ｊ ｉｩｴ入る ｌ 方 法 は 、 高所の安気が 必やしも ￸ ｦｴｾ

ｩ なである 之 はｉｬｬｾらぬし 、 気 ｩ 首が破壊される恐 ｊ しあるを以て 、伊化装置を月j ひ-t- K 行ふと と

はほｼ換である 、 外気のＨｾ 化 法泣さへ有して Ｔ な れば 、 どの部分から従気を吸入しでもよい 。

外気揮化の方法 とし ては 、i先i昧法 とil :lt it¥1法とがある。大建築に於ては抵設の安気I先機鼓

世を利用し得るが、然らざる折Ir.l :綿て i忠治法l亡依らねばならぬ。 ζ の漉温器によ る空気i等

化方法こそ最も推奨に慣する方法てある。

il 担泌総Ir.l: J{ 斯 7 メクと 拍 んど

.  fli J じ機能を有するもので手動、

冠動 を粂ねたものが多 い。第16

闘は外図品の一例で釘n7刷が図

産 品である。

防護室は上記路沿装置を餅1ふ

ると同時に 、遁活なる空気配給

管 を設備する のが理担である。

第 16困 ・空系減過器( 外圃品〉 第 17岡 空 系 減過務〈圏frf ，j b) 第 18刷は換錦紫世の配世 を示せ
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るもので 、外気は安気吸入 口より 吸入

され ｩｦｾ 過機により泌泌され、活気管を

ｩｬｬＡって給気孔より平 ｾ ｩｮ 亡主内に供給さ

れる。一方座力計ーにより室外気! 眠、と主

内 気肢の一定の去をｾつ足度 ｬζ 於て排

気孔より不必要ささおを排i世す。その調

節はi鹿島rr排 {c て行ふ 、排? 世せられた本

排

量

札

¥

1

 

1仇 本 主

第 18悶: - 防護室換気設備の削置

気は前主lとて室内気1I 経を高め 、市外よ 1) ヲ!μ L! Vi- のbJ:・入 するを rv . パーに則ひられる 。

( 4) 共他の設備

1G気設もiH 動力川 、ｬＡＨＱｉ 別 ｉｉ ｊ 、 問時 Ｉ ｉｊ 下の ｕ Ｑ ＱＴ は ｩ 左辺 ｲ Ａｊ 止 の場合を ｬ 邑り 、 大 ｬ ｬ ｴｾ 川 を 必要

とする所では自家護lli 或!tj : .i{I:' ，l!:池lてよらねばならね。! 照明円! としての懐中屯師、通信機偽!

としての泣話 、 ラヂ才 ｾ￬ 快 ＼Ｂ ｦ からざるものであらう。

給水設備 飲料ｦＡｊ 、消 毒ｊｬ ｊ 、 ｩｬ Ｇ￬ 火 川 としての水は 、 公共水辺ーの破壊叉はｻｾＡＴＡＡせられた場

合を! 邑り 、t日jlo戸 、磐 気!かを設くるか、水t11の準備が入Hl て・ある。

4欠袋三i 内の設もi H品 休憩川附子の外に i是Ii年Il¥]}ll H%の場合は官l UW:5: :必要 とす るが、J，j，:の設

tlii のない JWで、は世世t 部の JIJ ぷがいる 。x 防護主が i日ー{ 波堤された場合の! 此I-Llm、或は{直球

ＩＱｪ の非常 Ｉｉｪｊ 二兵 ｊｋ ｩ 、 μＡｊ ちシャベ ｊ レ 、 ￭Ｇ ￸￟ｐＩ 号 、 斧 、 悩等と修Ｎｬ ｝ｬ 材料の＿伝説 、 消火川 ｊｾ の準備は

首然必要 で ｢ る。その 他 紙 ｪ 星計 、 ｌＱＴ 山口 ｉ Ｇ ｾ Ｎ止の ［ Ｍ ｮ 様、 ｈ 年として食料品 の 必要 を生じる場合も

るる。

J制也の設備品 防護主外にぬぐる表示 ｪ 託、 ｾｾｾＱｍ 器 、 ｽ ｩｬ￭Ｇｊ 桁 示器等 。

f. 其 他 の 依 件

( 1)  ｾ ， 没 ＱＧ Ｑ 川 防護室の構築費は新設にしろ、既存建築の改造にしろ成可く低康てーなけ

ればならぬ 。との立 味から 云っても白 ｪ ｊｅｩＭｾ築物地 ｆＧ Ｍｴｾ の利ｊｩ ｊ はり夜である 。

( 2) 常時の川j企 防護市は 'li 如i与を r!'ii; てlζ 築jli ずるもので あるが、之が常時の用去は建

築雷始から充分考慮が錦はれねばならぬ 。 ｬＡ ｛ｊち 、 ｊｉｊ 注 の ｾｕ ＡￜＮ貼をは Ｑ ＱＧ， し ｪ 阜 市な る配位を行

へばよいので、 Ｑ Ｑ 交官 ｩｬ￬ Ｏｾｈζ 就ても ｉ ，， Ｇ ｊ じことがぷへる 。

( 3) 管内庁法 防護室が常蒋に於て他の用途に供されつ L あるも、結えず本来の防護室

としての機能を充分持 漬 せねばならぬ 。 之が ｩＮ ｾＱ 亡はＭ［Ｎｴの ｬ Ｇｬ f下手? を 2i: め、一切の1!' ; ;聞 を行

はしめるとよいと足、ふ。次で諸設備の定期防検、使 )IHc 附する市川= よ りの訓練 そも行ふ必

要がある 。

4. 防 護 室 の 賓 例

j1止近l乙於ける碗逸の防護主宜1911J.政府: を御! ! 従合する。之等 を }(¥JIJ すると を1 t 築物地下慌 を利

j トlせ るものと 、Yi{ 制l乙設けらi したるものミ二極となる 。
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第 19園 ・建築物地下防謎室 Utl )

第 20闘 ・建築物地下防護室 ( 共.?)

-，'，: して設けら. i L 、約 11O- t i の牧本能力 を

有するものである 。

第23M! i I が共の ' 1.>: ，(1;1え断似てあるが 、 と

れによって見るが如 く、工7主主名種の配置

をなしてゐる。牧本室は二つの部分に分

たれ夫 々休憩Il J桁 了の外に二J止になった

約Hcと、イ反月)j ' 2 仰JWとを千f してゐり 、 管'

( 1) 建築物地下京を 利I-I j せるもの

節 目i副は ヒとして 防護剛員の品川に 前て

られた大防護室で 、非常月j 工 具、が ス 7 ス

夕、懐 中屯厳守; の器材が用意されて居るの

が見える 。

ＡＺｲ ｾ ＲＰ 闘は ｈ｡ｭ ｢ ｵｲ ｾ di l̂ Jの一件frl 長の改造

に際して 、新築せられた努働持の馬のアパ

ー トの地下防護主である 。 自衛! 幼主主大管|長

建 築指導員の折導に従ったもので、IH入日

} j ( 窓は綿て防毒装世の施された銑扉 を附 し

てあり 、いざささ錨 とt:d Lばすぐ 防護 室l亡佼

川11¥来るキうになってゐる 。

都2L1前!はピ J レデンク 地下防護主で50人 を

牧本し得るものである 。休憩J : I J の柿子がm

1まされてゐり 、:iIの隅 K あるのが主主気拙過

機である 。叉との寝! A . VC I' I 表はれてゐない

が、壁紙きには救急材料 、非 常刷工具類が

吊さt してゐる 。

( 2)  i{f. 摘に設けられたもの

知22/')'1/ は P o mmern 自衛防本六割高の

中心なる Stett in 市 l亡設けられた防護室で

ある。傾斜地を利川して沿り 、11付近の家長

から成可く短時間fC達し作る械な位置に澗

ｾＮ＿才 ｪ 部・ ｊ ￯ｌ ｾ初防議Ｈ尖 Ｑ Ｉ
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る。

} In人主に換気設備がtA，}えイ・l け ら れ て ゐ

第24、2 s嗣は特殊型鋼を用ひて構築し

た )s 潤の防護索で あるが、 との屈のもの

は!釘 えな敷地を有するコ: 場57t で本J - IJ防護

主として採用される。

第261;;'IJ も同様工場防護家でr'i 鱗管を制1

5民し巧に刑ひたも ので 、第271;;'11が共反剖

側 を寓したものである。

!め器具、非常J 1i J ' .兵匂が見え る。

以上掛・l誌の寓! ) l l生来〉iく工業大壊建築取

手'1.防本研究家の戴手? に依っ た も の で あ

る。

5. 結

第 Ｒ Ｔ 図 ・単 溺防護室 ｃｾ Ｒ ［

ー一一- 6.0' - - ｾ 血圃
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圃
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♀
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同

門悶
q

υ

 

勺

，
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第

持Il i ld幼慌の結" 命は、 一I/ i 民が よ りi込き然襲避難場所ーを持

つ とと であ る、 と云つでも過言では あるまい。rni して主主

却避難所として綿ゆる :h・而から 考捺し 、jl 止も有効なるも

のが地下防護主であると云ひ作る 。

作宅地l亡は家庭防護室を、工場蚊地内 lζ は工場i防護室

を 、然 して ｉｾｦｪ 業街 ｬ て は辿築物地 ト Ｎ防護主 を 必要 Ｇ とする 。

之等防護主はそ の分布、配世 を'1、匂: な らしめ、;lli'苅t凶を

よ り柿少せしめねばならぬ l火、 他Il ::t自ら十し て作 (1 がれ

らの防護定住設に ｾｧ ｊ まねばならぬ 。

建築物新築l乞際しては、設計??; 始 より防護主主と しての

考慮を扮 ＱＺ ふ事が Ｉ ｊ Ｍ ｲ 要で あ り 、白れｾ 築物 ｪ 地下 Ｎ主は須らく

ililc 改ili して 、以て l ''i!; ーの場合l亡旬ii ふnJ きで

ある o !Wち、住宅建築l乞於ける附凶小地下室

の利刷、 工場構内 l亡於ける建築物下地主或I'I

連絡地下道の利f目、 iffj 業中心地11: . 於ける治i肘

建築地下室の利用守ーは、vi{ 潤防護士長事務築K 比

し 、経 抑上、未 ｩｊｦｉｊ上温 かに有利 であ り 、 質ｾ ):  

焼効で ある。防護慌のえl ! 設がLr 卜. の急務で あ

るが、之が促進法として、防シ益法の泊池せる
第25悶 . .lfl. 謝防波室 ( 尖3)
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第26闘 ・ 時t 1鵠 防 護 室 く共4) 第27問 問

今日症に細則の制定を行ひ、防護家建設 l乙附する規定を広むる必要ーあり 、現行建築物法も

亦防宗的改正が行はれて然 るnJ き である 。又補助手段も快 <nJ からざるもので 、1TI¥J1}Jイ訟の

交付、低利資令の融通、税< T i : の減免等が考へられる 。

然し法の7HC抑制せられやとも 、又覚現するとも 伎少l乙11:. まるでるらう柿lVJ 法のkn きも

のに依樹せ十して 、防護室建設が己が近親の擁護であるばかりでなく 、似!家に到する手主務

として、進んで之が遣管に? ; ; ; らねばならぬ。

そして之が設計ー施工常事者たる 、建築技術家百円ーl百の正しき御理解と 、懇切なる御折導を

I，Mって己まぬ次第である 。(1937、4、3)
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最 近 の 濁 逸 に 於 け る 防 空 俄 装
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lV 俗芸宅研究の一例

1 . 序

仮設- とは 一種の計! f 栂的l幼保! 法であって 、その目 的とする所は、段位 を利 FIJ し穆JI I ¥) えび経

験に基いて 、重要構築物及び特別措1著な ものを k 町長よ り1識別し難くして、敵機から i l : 立さ

れ友い様にするととで 、我険l数度の| 坊主主演予干に於て屡々偽装は質施され 、殊に昭和 9 年の

近畿防 Ｒ 主演習に於ては大々的 ｋ 行はれ、そのキ ｍ ↓ ｾｉ 住 者 ｬｬ￯ｬｩ 止に弘之促進委員令記 Ｓ 訴に摘， Ｑ ［ ＮＱＨせら

れ 、 大に一 般を Ｉｾｦｩｩ す る所があった 。

{者て互互に来日介せんとする Jは近の澗逸に於ける防本偽装は、 1-: として Her ber t K not he :  

Tar nung und Ver dunkl ung  als  Schut z  gegen Luf tangri f f e (1936年の殻行〕の中 、偽装に

附する項の概要と、澗逸! 防本協合機関誌 Di e Si rene の1
1
1，"1ミ10月及び 12月競月J j " 伎のf民主主 l亡

聞する研究 の一部であるが 、 その況く所は必 ｫ ｒＧＺ Ｑ こ来 ｉｲ しい月 ｽￎ も ｊＡｬｾ く 、 ＺｴｬｩＺ聞に既 ｬ 亡護衣怖のも

の と大同小異であるが 、戦 車 l亡1金る怯えに迷彩 をili 築 物 l亡胞 すこ とは jメって共のれのーを明示

するものだと述べて 、 ｾ築物の偽装は段 ｴ 立本付ーに ＱＵ ーへればならぬと就いてゐる 。 此の烈 ｩ は

ｉｾ ｉ 本民間 でも 持介石編 ｩｬｗ 盗常 ｾ Ｍ ｾｊ に於 て 他必 ｪ 底似と ＱＩ ［Ｉ， 1:事を除いた仙 の全ての1);)，絞 をj必介

地 形 と 呼んでゐるが 、員にそのilli りで 、一般に挑築物j のfai 民とは 、日11 ちj血合地形のと とで

あると云ふ概念を以て賀行されるととが望ましい。

11. 機上から明白陀見得る建築施設の特種

無 数 の 偵採> > . び試験に依 って 、建築地設の市民 lJI ]I'I -: 欠のもの に依って影響されるととが確

めらf l ，1<ζ o .t! IJ ち

1) 、2) 何れも) ; i i ;;i 工業大* 防空建築室si .臓の もの

VI 1.0 0  



地則的枕位、 形態 、 大さ 、 色彩 、

ある 。

" -̂ I . I I' 

ｉ 去 ｩ ｩ ｾ ・ J r: .、火 、iEに よる!!百|決、't-で

以 t の名 喪素が全て上告か ら認知された〈 とも、その中のーっか二つの特徴が著しく顕

はれけま、敵機はJ+の存不1:を充分に認め得る故、有効 な偽装 を達成するには 、技術的に可

能な桁l川内 l亡於て挫築施設の持 つ全ての特徴 をJIX.除く ととが1J 1' 要である の

111. 傭 接 概 説

l . 位 置 の 撰 定

偽装の議信" 係件とし て先づ位置の撰定が車要である。即ち特に ささ襲の危険 を蒙る虞れ あ

る所 、例へば河)11水而の合流或/tj: 分 11皮す る所、特色ある 山地 、交通機閥施設の近くで上窓

から共の位置や〕診に依って特に認められ易い所な どである。

計霊する際l乞地形 を充分認識すると とが前提であ り、叉空襲の危険あ りと忠はれる や ろ

な施設の泣くに設ける ととは、 M: 初か らf服装は|未聞tであり 、又不可能であらう 。

2 地 形 の 利 用

先づ『森林 陀続いた所ーを選 んで 、百十主する |咋lζ 現化ある樹木 を考慮して 、建築施設が附近

のもの 左一哨曹とな るやうにする 。

地形の沼袋筒j列l亡建築物 を絞 めて 、その地M らしく見せかけると とも有力な補助手段で・

あら う。

3.  周圏の建築施設との遁合

イ立置の巧みな撰探)ft. び地j杉の貰際l亡遁合した j二、更に仮装を成就せしめるには 、目立た

ぬ建築様式や建築配置 を探る必要ーがある。特にその施設の目的から 、或は間有の記念的た

意味から it 立 を惹かせる様な 、従 来執って来た表現 ) y法 l土、本製の危険から今後は禁 11-. す

べきである 。

成施設内 l亡建物を配世する ときには 、規則的に揃った !日l 放の校にしてはなら友い。それ

は多くの建物の相瓦 ｉｾ ｦ， ｬ 係や 、 叉それに 仏ー って門標が定めら れるから 、 Ｑｉｩｾ々の建物は不規則

l亡配置するがよい。

建物が集まれば集まる程、上空から見易くなり 、偽装は 1*1刻gである 、放 l亡煤離された時

の被害局限の筋にも 伽l々の建物は群小分立の傾向 を掠った);"がよい。

現イ ｅ ある建 物 の近くに新 しく建築する時は 、 周回の建物ｾ｜Ｇｃ調和して 、 形もそれ と 官会り症

はぬもの とし、異分子的な要素を加 へ友い様にしなければなら え主い。

大建築は突飛 なものとせ十 、平凡な手法を 11Jひ、天2桧窓色主;は硝硝、了

の識別度が高 まるカか当ら成る可く i逃n些!並Eけて 、将通のfHl股? ; とするがよい。尤も工費の制限を受け

る時は天主主; の様なものは賀施し難いものである 。

1 0 1  VI  



議 一 い 汚 3 N V

、

- d 斗 引 い

¥ V

，
附

.

「 初 出 … 3
 

さ -

設

M 圏

- s w
ポ R U

〕

z m r

〈

ー-・ O
 

N
 

そ奇 彊 ・ 一 泊 ji
さ

i
l

 
Ｍ ｾ＠

ミ
-

ミ
ラ

』

H

「 、 福 守

唱 、

当 ω 亘 毒事

出 府 m U M 州 ぐ J S -



4. 色 彩

t ぶから識別する時、 その凶的 物の形に次い では色の問題である 。 I.'i Jl 引の建 物の外裂に

ｾ合した色彩を用ふれば 、 識 別され ると とが少くなる 。 偽装 の 目的か ら 、 完全に自然と Ｈ 或

l念日]問と 〕融合した色彩 を施すととは 、防宗 と云ふ分野陀於て 、建築家にと って重要な使

命のーである 。

f易会主 と云へば斑 模 様の迷彩だ と去ふ概念が相?;t 深 く一般に浸み込んで'ifJ るが 、Jl t棺のT

法を. y ，. p るととは、全く不通常であり、反って IJ 立たせる IAIとなる 。

Ａ 二本から見て暗い 色 合のものは 、 同じ抜友色 ｬ 測の ｾｉｾｉ ｚＺ 融合するが、特 ｬ 亡 ｬ リ ｪ るい封胞の色

合 ｬ 士 、 よ り以と円 に孝子き ｧ くなる 。 叉 光津 ある外装はよ ＲｾＱ Ｚ とも 避けねばならない 。 屋 根 ｉ ｦ ｬ ｩ

は常1z: 1暗色系統のものがよく 、森の 中ではど袋線か黒絡が、偽装1'1:. 11: 都合がよい。

イ"JJ しにしても段初から l，' iJ 同 Ici 出合した色合の外装を施して置けば 、殊更にその建物に45

ｾＩ＠ IJ な1).1，以1全米| を施さ危くても よい。

5 植 樹

樹木も建築物j の1l ' 1 ，淡材料として出 <mひられ、 コげ f幼 なものである 。

建物j の陰影からその建 物の rおさや焼棋が判断 さAL るので 、建物の近くの影となる IWIこ樹

木を，ｦｴＨＨえて陰影を消し、 ｘｾ 築物 ｊ の ｦ 豊中 Ｇ ｊ 務的愉 ｍｩ を 似る ζ とが Ｚ Ｇ Ｑ｜ ぅ ｪｻＺ る 。

tR要仙設内」えびその l' 付近の泊路もdJ 、 、偽 装 す る 必 要がある。 m路舗装が暗色系の料不・|

か 、 ぷは人ｊＺが ｾｋ 問 Ｍ ｜ｴｴ｣ ζ ぬ守 色 を泊したものであれば 、イ ミ匁 ｗｉ ｊ ｋ 高 低取交 ぜて 樹木を布ＨＨ え

て、道路の判然さを i成宇‘ るととが11¥ぅKる。

次 ｬ ζ 樹確に就ては、創 ａｅ 樹林で Ｑ ＱＺｉＱｌｬ季をｩｬｬＡじて偽装が可能で あるが 、制 葉樹林では Ｍ ｾば

よいが 、 冬は偽装 ｼ材難 である 。 倫針 葉樹林では位燥時の火災 ｬ 乙到する ｪｴｦｾ が必要である 。

同時にｾ築物の問問の燃え払い村松や共の他 のものも 防火 ｲＮ ｊＩＧ附けて世 く ｮ ｦ きである 。

6. 補 助 手 段 の 膳 用

a. 傷 装 網

小建築施設として特l亡1=1 -¥'・Kつものには 、民 ノ令市 11] 偽法網 を以てイf 効 な1).1，絞がIHろj{:る 。制

で Ｑ ｊｓ， 按 ずれば 、そ の建物 ｵ 見は設 備 の一部を主主更する 必要がｾＡＡｾい月 ｊｪ に利 関 ｩ がある。その ＱＩ Ｎￎ，決

ｪ Ｉ ・法 ｬ ま杭 Ｑｭ ｬ をすにてた り 令Ｉｾｾ紘京を銭ったりして 、 その上 Ｑ ｺＺ Ｑ￭ｬ 法 網 を航げ ｪｬｾ して建築物の ｼ 二

部 IWJ 部を被ふのである 。更に問問 K 適合した色彩を仙したり、樹枝葉を月j ひるととに依っ

てーj斤効果ある 掩護が興へられると とは云ふ迄も友い。

b. 煙 幕

地王'11白人j 位置が明確に判る級友重要他設 rcl 士以上辿べた 各械の偽 装j )法 を胞 しても 徒妙で

ある 。 そ ζ でイヒ務的h" 法 を以 て人T 煙 惑 を作 って 、宛 も自然に 高がイ'- j る椋l亡見せかけて 、
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施設が夜は されると とのJ!¥t い税にする与へが起って来る o ＱＩｻ Ｚし ｻ ｬＨｴＧ Ｎ ｊ 物 の ｩ ｩＱｻｉ Ｇ ｨ Ｇ ｾ 遮似 も ＰＱＱ ｖｾ ｉｾ に

出来るものではなく 、煙詳の下には和jか重要な |ヨ的物が有る l亡港ひない と飛行機からは it

Ｑ まされるから 、 防護すべき胞設の府間を相 Ｇｾ ｩＺ［ ｊｩ ｬ ｾ 範 問に 遮 泌しなければ効 果 は串がらない 。

一 般 にか ｊｬ ら れ た 人工 霧を殻 ｾ Ｚ ｴ せしめるには 下 の校な Ｗ Ｏ 法が 川 ひられる Ｂ l!fJ 't)  

1. クロー ノレサノレフォン慌を J!lt 水蹴般と 混 じる 。

ii. ＱＡ ｾＪ 疏 閉まは濃縮 蹴 椴 Ｈｩ ｬ ｬＡ Ｉと前イ ｩ Ｑ ｦｴＮ を結合生 成 する 。

ii i. ｉ ｊｬＮ ｊ 縦 イヒ 珪 Ｍ 菜 、 ｪｊ ｌｊ ｾｾ 化 錫 、 ｪｊ ｌｊ 時 化 チタン 匂 ーの時 化 物 ｪ はア ン モニア肢が ｽ ｊｉ ｉ はれば 、 琵 ｈｩ

作用 は手ド常 l乞持1JI/I する 。

之らは答集中K 蒸琵或は撒布して 、比較的火定した水燕気を形成せしめるのであるが 、

その他 に一定の材料氏は混合物を燃焼して煙 を生成する方法もある。それは日民生M盟主il: f'C}必

するもので 、I周監化炭素或は六蝉化 エタンが病気中のiM，f.fJ，の作 }IJ に依ってER鉛末と 結合 し

て蝉化EE鉛 を生じ 、張問が起るのである 。

ＱＩｴＭし ｪ 好 枝な ｴｾｦ 器材料は 、 その主 成 分が 蹴 班 、民生官 、 燐であり 、 イ ｮ Ｉ ￼ も＿成 時 多 Ｍ Ｚ ｉ ｦ 1"[ 1.史)1) し

行えにいものである故 、:-- 1':時より有12t の準備 をして世かればならない} i J j' に快矧がある。叉11;'，(

令褒挫するも 、煙惑はその依世 lて長く滞留せ十 、気ilft や }fol の lXに11欠mt されるので 、i初年I i l J

完全に有効な煙幕を構成せしめるには英次な費 }I J を要ーする 。

以上; ! べた様な特殊法世を月j ひ? とも 、工場その他の家起の燃料によって I1然 f' C費問せ

しめると 主も出来る。之l乞依れば煙源を逃必桁問全脅111乙均一! と配置するとともI l f能である

が、適正にして危険のない阿保 を生やる燃焼材がぶだ護はされて JJJ らないのでとは今後の

研究 l乞倹つ問題である 。

C. 傷 工 事

ｦ ｡ 工事によって敵機を税導し 、 電要注攻ｏＡ ｾ ｉ ヨ的物を広 Ｑ 誕 の 危 険から免 ｾ ｌ しめるととは ￎ Ｇｦ

能であらうが、斯様な口的で l瓜建築を作るととは相常多額の1'1川 を要する。

特 l亡夜間、 工場或は共の仙の主要建築施設を防禦する際 、1;;;' 1:事 剖Jt-f1J してその効県が

高められる。 即 ち 、 高城 、 政鍬 、 ￭ｾｸ 仁 川 ｩ 匂 Ｚの火気 佼 Ｉ Ｇ ｉ ｊ ｩ ￭Ｎ ￭ ｊｩ ｊ ｪ の ｊｃＺＮ 、 火 Ｆ び ｴ Ｂｬ ｉ の 照問 者ｾ Ｎｦ英倣 し

て敵機を誤導し得る 。

有効な偽工事は模倣 すべき事物 を] 1: しく記、減 し、叉 行主よ り数 々の1uぞたをしてか らキ' ら

ねばな らたい。

IV. 儲 接 碗 究 の ー 例

滋VCj Lsべゃう とすると とは 、建築物の偽装には戦車式開校校の迷彩 をする よ りも、問問

lζ 泡合した外視を探 らしめるプ/ がよ いと 云ふと とである。

第 1 附I' I 郊外の小ポ ンプ安で 、森 を1Ti 去にした ，'，裂の明快な建物で、2，000111 も荷作れた
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f川から明か Il: ;]:ft. め作ると 。

此の様に多数の人々 に*- を供給する1 ! E 命を持ったポンフ. 宗l乞は 、是非とも防本的考! 症が

必要であるとて 、却 2 仰11亡示した様tJ. 迷彩をf ) l 案してゐる。

併 し 、 ｊｉｾ 本の椋 ｬ 亡 可動的 なもので 、 臭った地 ｊｬｩ ｬ 亡夫 々 ｪ 血症して誠日 ｉｊ を ｼ 利 ｗ￻ な らしめるに

は斑紋J慌の迷彩もよいが 、主1!; 築物Jは一定の土地 l乞定若して J;ti T  ，別作約問鮎から偽造之を考

究すべきであらう 。即 ちとのポンプ宅に於てl土、機械主義的様式の I，'i lぃ立匠のものでは 、

迷彩よりもむしろ その形態を鎚へて 陀民根を 傾斜した屋恨 IL Ｑｾ し 、外 壁 ｬ 乙は ｅ ｅ 草を揚ま

せ 、 周囲には喬木地木を ｬｲ ｊｴ交ぜて柏ぇ 、 械めて自然的危ものと Ｑｾ し 、附近 部務の建築物と

よかし もj主はない平凡な建築様式を採ったんが偽装の目的は満足されるとて 、第 31品，il の如き

子J 交を請すτ るがよいと 一世言してゐる。

本 抜 執 筆 者 紹 介 1-
(.子王十背JI防

)・"τ・
illi 

芽ー-比( <  ｦｦＮｦｾ＠ 務机廊保安邸調査課

傾
ｦ ｾ 一 省 p  ｾｉｌ＠ ブと 'IJ法省技師

illi ｩｩｬｾ＠ 日 本 大 祭 工 率 郎 東 京 女 J5師・講師

上 ｾＡｦ 伊 三 郎 群馬脇工議所長

ガ員
サ|二 'J，ぇ 手』と

径百品A ¥保安部調査課

和「 名 u  ジ之
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竹 村 新 太 郎
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-マ
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l芭 Ｑｾζ＠ 中尾建築事務所主
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モ ト ノ ・ ヒ イ コ ー 京 都高等工襲ｾ校教授
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空
つ の ト ピ ッ ク ス

S  1. 都市空港と聯邦の責任

米園の者¥1市で 11過去 5 年! 日1に、公共用叉 11 白家用飛行機の利便に資すべく空港の設備に封ーする投資l工

事fに莫大な L のであっ1: 。が 、然じそれ 11都市行政三同伐にj' I'¥叉 11聯邦への自家庭告( sel f-auvel . t i si ng)

又 11好意 ( good- wi l l) さ云ふ こさでなし にむしろ 公金の錫め に答易に出資されれものである。今や、古11

7行11M守米に備へる銭に 、何量産に それ等が散在して居るかた夫uる必要」二 、民間航空路及空港の閣家的統制

の 銭 め 決 定 的に して 旦 つ完全なる聯邦 的活動 た 必要吉 する時台号 、 ｾ＼Ｆ Ｎ Ｊし ＱＺ のである。

今、比底に報告するの は、 米園都市協令 ( Amer i can Muni ci pal  As soc iati on) が 、1937均三 1)'1 13 FII 二

公にしれ報告 の大 要である。止 ｢ の幸ｾ 告に ＱＱ 、 最近 ｖｖｹ トゾ に於 て 、 ［ＤＺ協合行 政委員舎 の 採用し ＱＺ 決議

案の内容が含まれて居る。で 、比の決議案 IJ: 一般民間航空路の園家的統制への完全なる計設に附する間

短及勧告に針ーする? 主意た喚起しれも のであるが、そのなかに IJ: 空港に よって利害在するであらう三ころの

あらゆる種類の航空令祉の財政的立イモの設定さ云ふこさが、含まれて居つ1: 。

術 、比の報告によれIt 、設定さ れれー航空路網の部分三 しザーグスするであらう三ころの一空 港 に

就て 三の機首 位 がめるこごた務 見 する 、 ｬｬ ｊｬ ちそ・の第 一 ＱＱ 地 方的用迭さ云ふこさで 、 その第三 ＱＱ や 怨 ＵＰＷ Ｇｊ ｾ 巨

4∞聞の宮@¥人 U に3討する州、l際空間! の衡業的サーゲス之云ふこさで最後の第 三11 図防的の目的さ云ふこご

であつれ。 現今で IJ : 此の航空輸足立の込泌なる習を建 11 、殆ピヨモ音li の者s市空港の絡端耳望的便宜 ( Muni ci pal

十ermi nal faci l iti eめたれちまちその状件1，t1:! F王むの Lのさ 化 して{ 十舞つれのである 。であるから 、 IJ' 、

る航空輸迭の軍をうきに 歩調 1，t 揃るべく 、直に 、市 L更に都市2E港の終端腐ごしての便宜の侍めに必要たる

計量Eさ開をまがなされればな らぬ事た指摘して居る。

比の委長舎の意見さして IJ: 、聯邦蛍局 ( Federal agenci es)  ＱＱ 凶道及川 ＩＱＱ 及港 の凶家統 ｾ ｬ￬ｬｬ に於げる弐

任に闘する苫 同様に 、 その根主主に附しては如何なる民間航空路プロゲ、ヲムの計: r l Eに到しても聯邦のft 任

1)?熟慮考終すベ告こさら主張して居る。

然し乍ら 、 斯る車 ｾ 察 ＱＱ 、 民間航空路の 終端 馬車 Ｈｴ ｨ ･ civil ai nvay' s t ermi nalりさして設計百同車道ーの形式

及維持rtll その運用た支制するさ 去 ふ 聯 邦の 要求に従ふj・1' 1航 空官 ( st ate aeronauti cal  offic ials) が それ

等を; 西宮に調節しれ後に … … 園土航空路、又 11 図防の空事め停留場さ し-c . . .. . . 空港に: tt して 1iCff する℃わ

らう。

比の言E主Eの立殺さすよるもの 11 、近々過去 l ク年ですら 、空港 に附する要求が、非常に増隠して来 1: 苫

云ふこさで ある 。ll jJ ち市の報告に 114] 1 . 貸旅答用トラフイ Y 'l ド 、約23%の精 1111であるのに 、念行用トラ

フイ Y ゲ 111∞% の増加であるさ報告さ れて居る。

ｾ＠ 2. 米国に於ける空港と着陸場

1り) Mu  口巾i化凶ci pa叫1 A irport s  and Federal  Responsi bi l it y :  A me引 r t叫 n  C  町 '  台Ma剖rch，Ｑ ｾ Ｚｬ Ｗ ［＠ p. 1日5.

2)  Ai r ports and L andi暗 Fi elds in the  Uni t ed St ates: Amer i can  Ci t y， Mar c h， 1937;  p. ｉ ｾＮ＠
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商務省、商務航空局 ( thc Bur eau  of  Ai r  C o mmerce， De p出・t mcn of  C Ol 11me，' cc. ) による報告に従

へ1' f1937年 1 月 7 日現在で 、長* 園合衆園に於げる空港並着陸場11 2，342 であつれ。で、是等の内夜間飛

行の錫め部分的に叉11 全般的に菌E光袋置のしてあるのは 705 ｾ報告され て 照る。

今、綿敏 2，342 の内用途による分類た示ぜ It " 下の如くである。

言1ia - ;i f，r J L 主7 ポ 活 ー・・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・・ー 瑚

商 業
'..1， 

ごヨニ

法一. .. ..・ H ・・・… ・・…. . . …… •. …・・ ・・ -…・ …  ・…・ 451

商務省' 1

'

flll 着 陸 場・…一. ....・・ ・ー … … ・…… … … … ・・… ・・……・・ 296

補 助 的 者 健 場・・ … ・… … …. . . . ・・…・…・……・・一- …・・ー・ ・…・・・ 622

海等航空ステージヨゾー・… … ・… ・… … ・・・・・・・・………・……… … … … 26 

陵 1if 飛 行 場 一…・…・… .. . . 一 一… … … ・・・・ ・… ・・… ・… … ・・… .. .. 61 

f り

雑 用 空 港 又11着陸場 … … … ・…… -・・・・・…. . . . ・H ・...・ H ・- …… ・……・・…- … . 148 

合 計 2，342 

( 備考、 1936年 1 月 1 日況で l主総数2，369 さめる。〉

伶 、 19375r- 1 月! 日現夜で、1∞ 以 |この宅港! l f I. 着陸場1l ?持つ9' 1'111次の 69' 1'1である。

]J y  Ｗ づｾＮ ，V ニ 7 181 

7  ヨ号 サ ス 134 

千 'T'  ヅ 132 

フ 口 リ 9-" 
116 

ベ ヅ ジ ル グ エ ニ ア 111 

っ品ー "、 ヨ t j  106 

9'1'1によ る分類の詳細 11 lII J表の刻1くである。

3)  雑用主云ふの 11政府、列。| 叉 11個人等によって使用されて居る Lのた玉三ふ。 ( 勉弁〉

Vl  1 0 8  
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内 野 ス タ シ ド 2 陪 平 面 圏

外 野 ス タ シ ド 2 階 平 面 圃
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阪急西宮球場ヱ事燦要

1. 位 置 西 宮 市 津 門 字 高

松 、阪念西宮北口廃部I

1. 敷 地 面 積 約2潟5千坪

1. 球 場 面 積 7千8育 的 坪

フ ィ ー か ド 4.1α 輝

内課内野スタユノド 2. 眠 時

外野スタ y ド 87ω 平

空 地 90坪

1 . 叡覧 席 内 野 約37.αゎ人

牧 容 人 員 外 野 約18.α 氾人

合 計 約55. αJ O人

ｬＮ構造ノ大要内 野「 ス ｾｹ ド」

ノ、餓骨餓筋混凝土造二重暦

餓傘付 5 階建、軒高95尺 、

正面塔屋ハ 9 階述軒高 120

尺下ス

外野「スタ Y ド」ハ餓筋混凝

土主宣車暦無差トス 、倫内野

「ス タY ド」ノ雨累ハJ ! 寄来二

重層「スタ Y ド」ニ披張 γ 得

yレ構造トセリ 、正面塔屋及

ピグ十両翼外部、及ピ外野ス

/  

ズ / v

.:) 

:; 

内 野 ス タ シ ド 3 陪 平 面 圏

外 野 ス タ シ ド 3 階 平 商 圏

タy ドモ将来設計閤ノ 虫目。

按張ス

1. 球場ノ規模 「フィ ーかド J >、

並 ニ 設 備 内 外 野 rダイヤ

モY ド」共芝生トジ本盈ヨ

リ「メクゲ 、ス トY プ」迄6 0

択 、左右爾粟外壁迄3∞択 、

「セヅタ ー」外壁迄、390吹

トス

叡覧席内 「メ イヅ、スタ ブ

ドJ 1 階ノ大部分、2 階部!

B  

“ 阪 急 西 宮 球 場 " 設 計 ・ 中 尾 建 築 事 務 所 ・ 縫 エ ・ 竹 中 工 務 底 1 5  V l  
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内 野 ス タ シ ド 4 階 平 面 圃

内 野 ス タ シ ド 5 階 平 面 圃

建 築 家

工 拳 士

構造計算

工 事 博 士 阿郁美樹志氏

監 督 阪 急 工 務 課

施 工 竹 中 工 務 広

木間ハ金計輩ニテ 5 月 1 日:竣

工 ［［ｴｾ Jレモノハ期日ノ関係上未

完成( Ui l 自nished) ノ守 、仕 上 グ

タpν モノニ ジテ第 2 期工事ニ於

テ完成 スpν コトニ ナY テ井 pν

保民中 尾

般 爾使 ｰＩ ｲ Ｈ 男 女 チ ｾｂｉ ｊ ス 〉 、

出札室等チ百日ス

「スコア 一、ポード」ハ外野

「 ス ￰Ｇ ｙ ド」セ ｙ ￰Ｇ Ｍｾ ニ設

置 、操作ハ 「ドア一 、ヱY

ヂユ/J 王1:i1' ;;t 扱聖書善幸霞チ併

用ス

1 . 工事刻閲

起 工 昭 和11年 12月 l 日

竣 工 昭 和 12年 4 月末日

1. 工事関係者

遁 lJ チ ""- Y 千席英イ也ハ木製

「スタ Y ド」ト ス

「メイ人スタヅド」内部 1

階ハ中央部ニ電気、機械室、

事務室、新閣記者室、役員

室 、小使宿直室チ設ク芸名ノ

左右ニ鈴蹴的コ選手控室、

同更衣室、同便所、浴 室、

洗面ジヤ F 一室 、救護室等

ノ競技関係ノ諸室並ニ食

堂 、喫茶、受腐、郵便局 、-

設計・中尾建築事務所 ・施工・竹中エ務底場 "球宮西急“ 阪1 6  
VI  



開放されたる教室

金 最

天兵誌のよい日に ｬ Ｚｴ 教室 が ｾＮＺ ［手易 に 外兵互に

開放され得る こさを待{ 数さするのさ・かな

卒* 逮小撃校

( Ar chi t ectnral  Rec o叫 March，1937 

主リ 〉

( イギリ λ 〉 前庭陀開放せられる小母校数室

48 

平 面 図

建築家 E. C.  Kauf mann 1  7  v
l  



この俄筋三階述住宅の主要階が三階にあ

って 、一階1J .1: Ｑｾ Ｇ ｩｮＯ ーヂさ玄闘 の みに あ

て1: こささ 、居聞が連鎖しれ引主主慾ら しっ

て室内の明快さや磁調し1: ;ミ ころがE. M民

のねらっ1:麗 らし い。

( A，.chit ectu，. al  R eco，.d，台'la，.ch，J  937 

より 〉

1 階 平 面 園

VI  1  8  ( イギリス) 3 階 建 住 宅

外 銀

居 間 内 部

2  ｾ 皆 平面 園

均

建築家 E.  Max wel l  



sED RM.  
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c コ= 一一

PAT¥O 

5CALE IN FEET 

......__.・ーーー一一ー一一一一一一o  5  10 15 

( 7 メリカ ) Needhamの 小 住 宅

この住宅の平面11設計者自身 の説明の泊 、絞房

の方法、各種間合の取纏め 、敷地の方位、遁路の

使利等より必然的に出来上つ1: !， のでわるこさが

うなづかれる。

2 つの結 室、食堂及室所 11何 l'1.l， :h ーテ ユ/ 等に

依って 居聞から遮断される様になってゐ る。

陵に近い聴い{頃斡の屋根元p附げ 、試験的に排水

ル行 111，よかっれが、不充分ださ分つれので後方に

ｬ 本 Ｑ ご げ排水Ｇￌ ｽｬ ｯｬ＿ 設ｾＩＱＺ。

ＱＰ ， ＲｾｻＩ 立方 ｉｊｒ に釣して Ｓ ，ＰｴＸ Ｑ 邦 、 ｬ Ｇ 立方択滋り ［ＺＩＴ

セ Y トである。

( Architectu同 1 F or um， A p，'i l， 1937 よリ 〉

建築家 Roy al  Bar r y  W i11s  1  9  v
l  



外 叡

2 戸建のアパート メ ゾトの後ブJ に述て

られ 、三階はそ のア H ートメプト所宥者

の住宅になってゐる。

y ν ーヂ11アパー トメ y ]、居住者に 1を

される H自ちで あろ。

木造 、外猪口下見板張、内部11 ]) y バ

ユの上に壁紙JLI i、床 11 、す - ) J 板張でわ

円 、 『 、 門 .

bl . i .  !:，， '， 

"  r白 、
I!  、 ・司 U  

1.  POliCf イ

8
tJ  

1  ｾ苦手面圃

る。

工費 2，376弗

Ｈ ａ 川 ｬｩ ｴ ｾ ｣ ｴ ｵ ｬＧ ｡ ｬ FOI'u叫 April ，;937 

より〉

o  

GARAGE I  GARAGE I  GARAGE ｉ Ｇｾ＠
10' x  20' I  10'): 20・ I 10'x20' I戸

l u 】

a

l-
-白

1

・

，
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2 陪 卒 薗 聞

V' 20  ( 7 メリカ ) 3つのガレーヂを有する住宅 建築家 W i1l i am B.  Wi ener 



a、
、

平 面 図

念斜面に建てら れれ !  ，韮の* 客用住宅。

酋から西南へ t" (j ての挑翠たきかす先に部屋 11

卒 商闘に 見 られる械に :i J ーフ・が附げられてゐる。

屋上にも梯子て' 登り待て、眺 めた縦しむ こでがLH

lifとる。

構 透 Ｑ Ｑ ｾ 銀三木造ｾ ｾ Ｎ込用 の 骨組 の 上にヲス張モＯ ＱＯ

みか仕上。 内部間 仕切 11木造内ード・プ ヲスおー

仕上。

工1.'t. 3，5∞弗

( A. ，'chi tectl l ral  F or Ll 111 ， A p，'il ， J 937 よリ 〉

( アメリカ ) S ant a  Mo ni a の来客引主宅 建築家 R i :: h a r d  J .  Ne ut r a  2  1  VI  



GARAGE  

10・，18・

L;VINGR∞M 

17' x  10'  

g ，，' 印 刷 F E F T

o  ， 。 羽

陪 平 面 図 2 階 平 面 圃

骨組なしに餓板 1，p 組立てて行 く銭製組立て住 宅

で 、 下 ｾ･ の建築家建が ｍｩ ｬｬ ｳ G ， C lal"l ，三共 同研

究に依って工夫 U : l ，のである。

躍の内郊外部共に折リ 曲げ1: 部分ごか 生ヰヂな

ど1J?表11 さないで寄ゼ集め組立てて行 ぞブJ 法。現

場に於げる資際の作業方法等! l 'W 究 の主要なる題

闘であつれ。

ｾｬｦｴＱＱ 一群の中の最初に出来上つ ＱＺＲ 戸である。

基本的卒薗た充分研究しておくこ三に依っ て、

改め製作されれ組立材料た使って 、一 戸速で L 亦

群務でも方位等も充分自由に 、外韓日上にも質化 t.)?

持1: ぜて述てて行 くこさが出来る。

ｬ 戸 ｾｬｾ 工費大既存 5，000弗

( Ar chit ec tLlI 'al  F or um， A pri l ， 19:'; 7 よリ 〉

V ' 2 2  ( アメリカ ) クリーフラン F の佳毛群

外 観

BED ROO! ^  
9' 0'，10 

配 置 園
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建築家 H ay s， S i mp s o n 及 H u nsi cker



改 造 家 屋 外 観

間 内 部

観

ふ

聞

外屋家築新

斜面の F ブJ に古い住宅がわり 、 その後方に主s : てられれゴつの寝3 " ¥'1.. 持つ

住宅で ある 。τ甘U、方の住宅 も二の新築三同時に度い居聞が附jJ 日へられれ 。

この住宅の待 徴 11 ScI、i l1d:J er の言宣言十の特色である長く突出 しれ庇で 、

これが強い 日光の遮断三外放の主量化 三に役立ってゐる 。

奥行の 深 いｾ舟 ｪＭＱ Ｑ 足に斑 のｩ＼＼Ｇ ｴ い Ｑ Ｚ 食 卓た得れておいて食事 の 際 任 意 の 主

に運搬する様考へ られにも のである 。

東 方斜 面 の 側 に Ｑ Ｑ ｾ い檎子完誌が設げ ら れ銚喜 ｾ ＱＮｦ＾訟にする二さが 出 来る 。

木造外部11-Ji 7k紙の上にヲス汲ス タグコ 仕上内部大療の上 プヲ スJ ー塗。

工U. 7，2∞弗 、:!4，O∞立方吹 、 l 力吹蛍30セ "' 1、である。

( A，-chi tectural  Fo，'u11l， Ap，'il ， 1937 より 〉

自 4 さーーーさら圃E

o  5  10 15 20 25 

平 面 園

( 7 1- リカ ) ロス7 ンゼルスの住宅 建 ｾ 家 ｒＮ M.  Sc hi ndl er  2 3  VI  



9ト 置見

S ( Al E  I吋 F 宣言7

o  :  10 IS 20  15 2 階 平 面 図

1 階 平 面 倒

V ' 2 4 都 市 の 住 宅 芝 庭 園

居 間 内 部

( Archi t ..o. tural  F ο川 肌 Apri l ，ID37 より〉

3 階 平 函 固

建ｾ家 ｅｲｮｳｴ B Dl ' n， C.  But i l  L u n d  

庭!覇家 D. ，C h  .. ur c h 



憂 湾 都 市 計 董 令 施 行 規 則

第 147線 路惚ノ ｬ 偶角 、 蛇腹 、 窓 、出入口 脇ｽｾノ 材 ト柱トノ接合ユノ、 i量i'1吉 ナル方杖 、 腰板ノ類チ

イ也之ニ類スル昔I1分ニ使用スル石、人造石ノ類ハ 使用 V 之チ緊結スペシ但ジ筋違叉ハ鍛筋コゾゲ

遡蛍ナル方法チ以 テ之チ: . ! t ノ接スル壁惚ノ部分 リー下ノ 鍵惚チ設ケd < 1レ昔日分ニ在 1} テノ、比ノ限

ニ緊結スペジ ニ在ヲス'

第 148係 石 造又ハ; 旅衣装ーノ精出 慾、桔出縁等ュ 第 155! 傑 俄骨造建物ュペ直蛍ニ筋違又ρ 餓筋コ

夜リテハ餓骨. 3 Z " f. 12筋コゾク リート チ以 テ遁 1t; y  9 リー トノ壁健チ設。ベジ

ナル補強チ Ｑｾ スペ γ 第 156保 餓 骨 溢E物ノ帳品、左ノ 各 務 ニ 依 Jレペ

第 149(1傑 ; 字仔脚ノ ;位 ノ構造ハ左ノ各放 ニ依 yレベ ジ

ジ l  餓骨ニ緊結スルコト

l  卒家建二在 1} テハ石造、煉瓦透叉ハコ Y ゲ 2  ホロ担イルノ類チ使 用 セザルコト 但シ間仕

リート透ナPレトキハ 小型i!30セ Y 千 メ { トル以 切 控ユジテ遁Ｑｩ ｾ ナル補強チ施ジタル場 合 又ノ 、

.1ニト銭スコト 堅牢ナル壁鐙ノ表積若ハ重毛主トジテ遁2吉ユ之

2  2 階建以上ニ雀 リテハ遁t首ナル餓筋 コ Y lJ ニ辿結ジタル場合ハ 比ノ限ニ在ヲズ

1} ート構造ト鍔ジ内壁ノ之下 キ自主?ス Jレ箇所ニ 第 5 餓筋コプグ リート構造

俄 筋 コ Y lJ リート柱チ設ク各柱ハ餓筋 コ Y lJ

1} ー 吋'j¥i 透ノ 栂又ハ臥梁チ 以 テ; m結スルコト

第 157保 餓筋コ Y グリート構造二使用スルコプ

lJ 1} ートハヱ王ノ各誠 二依 Jレベジ旬 γ 共ノ用途ユ

}i1; 4  f'蹴存主査及餓骨構造 依 Ｑｽ 己ム チ ｱｾ トズ且構造上支障ナ寺モノニ在リテ

第 150線 建物ノ構造二使用スル鏑又ハ錬餓ノ主 川知事又ハE軍兵ノ許可チ受ク第 3 君主ノ :規定ニ依

要 ナル構材ノ援会ニハ知事又ハ廊長ニ於テ己ム ラザルコ トチ得

チq%ズト認ムル場合又ハ支障ナジト認 ムル場合 l  砂 、砂刺叉ハ砕石ハ泥土、E草分、宥 機 物 等

ノ外リベ Y トチ使用スベジ接合用リベクト叉ノ、 チ含マザルモノナルコト

ポルトノ中心距出( ! ＾、 ｊｾ ノ直径ノ Ｒ ｾ 存半未満 、 共 2  砂 利 又ρ 砕石山硬質ニジテ 2 セゾヲF メー ト

ノrlJ 心ト材端トノ距出( ! > 、共ノ直径ノ 1 fi吉牟未満 yレ2 分ノ 1 t : I 符チ遜遜ジ且餓筋相互間及餓筋

トタ事スペカラズ 干仮構トノ問チ自由ユ遜過スルモノナルコト

貫主 151(!燦 建物ノ構造二使用スル餓柱ハ共ノ最小 8  ! 旅宝石府、石炭燈ノ類ハ之チ使用セザルコト

ナル断 面 三 次牟 ｾｾｻｾチ共ノ主 要ナル 支黒 占間距 出 ｦｴ 二 4  Ａ欲度内均質ナルコ ｙ クリートチ ｱｾ ｴ ｬ レニ［ 盈包・

J rv 鋼 叉
J 、銀 銭 ニ在 1} テハ 150 分ノ l 以上 、鈴 ナルモノナ Jレコト

鍛ニずE 1} テハ 75分ノ l 以上ト然ス ペジ 第 158僚 級筋コゾゲリー ト構造ニ於 テρ 鍛筋ノ

性以外ノ! 笠縮鋼材叉ハE猷宙線級材ニ:伝 1} テ円 前 i認端チイ也ノ構造部ニ緊結スルカ叉 ρ 乙チ 曲 ゲテ

項ノ 150分ノ l チ200分ノ 1 } ス 遁' Mニコゾゲ 1} ート 'IJ =: . 有定着スベシ

第 152係 鋼柱又ハ錬俄柱ノ接合ニ ハ共ノ小ナル 第 159憐 餓筋コ Y ゲ 1} ー干 構造二於ク ル主筋ノ

柱ト 同等以上ノ強サチ有ス ル添叙チ用ヒ柱ノ全 線手ノ長サ ρ 乙チ主筋直径ノ 25倍以上ト 然スベ

JfIr!.カチ {事7 1レニ足 pレペ寺 童文ノ 1} ベY トチ使用ス ジ

ベジ 第 160傑 餓 筋 コ 〉 ノ ゲ リ ー ト ノ 主 要 ナ ル 汲 ニ ハ 全

第 153係 餓骨造建物ニ於 7 1レ主要 ナル柱内之チ 張関ニ渉リ複筋及肋筋チ郎置スペジ

J事礎ユ緊縮スペ γ 第 161! 際 鍛筋コ〉ノグ 1} ート柱ノ構造ハ 左 ノ各務

第 154( ，傑 餓 Ｇ ｬｾ 造 建物ニ復 ＱＩ テ川梁 ［ ｋ ノ 他ノ横 架 ニイルレペ γ

1 0 9  V I  



l  主筋ノ、4 *以上 '" Jレコト

2  7設筋ノ中心距出十、 30セゾ千メートル以ドト

シ且主筋直径 ノ15fj奇チ超エザルコト

3  柱ノ ;J、径ハ共ノ主要文訪問距離ノ 15 分ノ l

以上ナ ルコト

4  主筋ノ断面総ノ利ハコ Y グリー 1、ノ; 有数断

面桜ニ妾t ; ; /80分ノ l 以上ナルコト但 γ 知 事叉

文茸〈茸土チ除ゲ)1 勺 メ

ト2レーイ寸

六0 ・0 0

ゾトヌ主主 Iー 立方メ ー

}  Jレニ イ寸

凶五 ・0 0

石 綿 ス I  一1、平pレ方ニイメオ ー

蚤 高普 :'hc  | 一卒方メ

主主 1、Pレニイ寸
一二0 ・0

| 一立方 メ

土 、感 土、漆喰 トルニ 付 一 六0 0・0

ノ、A'i. 長 二於 テ構造強皮上支障ナジト認ムル場 第 Ｑ ＶＷ Ｑｾ 強度計算ニ於 ケル地震ノ 7)'<卒震度ハ之

合 J 、比 ノ 限 ニ在ヲズ ヲ0・1 以上 1、然スペジ但 γ 知事叉ハ嵐長建築物

第 162隊 第 155係及 第 156! 傑ノ :規定内餓筋コ y グ ノ ［ 掻額又ハ土 地 ノ状況 ニ 依リ尖ノ増加 チ 命 ｾ叉

、' J - 下造建物 ニ乙チ準用ス ノ、共ノ低下チ許可スル コト対等

第 163係 餓筋コ Y !7 lJ . 了ト構造ニ於テ主筋ニ封 第 '.6 8係 強度計算ニ於 テ建築物ノ各部分ニ主主ス'

ブ リ

ス pν コ Y !7 リー トノ: 被覆厚ハ版ニ在リテハ 2 セ ペ寺感カ皮ハ各宿材料ユイ寸左ノ限度チ超ユペ :)1

ゾ千メ ー トル未満、深及柱 ニ在 リテハ 3 "， y 千

メートル未満、梁、柱及外壁ノ :外側 ニ在リ テノ、

4 セゾ千メ - ＱＧ ｊ レ未満 、 基礎ｾノ イ也 土 ニ 接ス ｊ レ

主要 ナル部分ニ在 リテハ 5 "，るノ千メ ー トル未満

ト然スベカラズ

:治1641!燦 餓筋コゾゲ リートノ床ノ 、屋根共ノ イ也

ノ横梨材ノ上ニ仮構チ設ゲルト寺ノ、共 ノイ段構 チ

除去スルニ先千ｾノ下階ノ ［ 主 要館構チ除去スペ

カラス・但ジコ ゾゲ lJ ート施行後30 日チ経過セル

モノ又ハ待ニ蛍該官吏又ハ支員ノ承認、チ受ク タ

Jレモノ ニ在 V テハ 比ノ限 ニ在 ラズ

>li; 165燦 高サ 3 ・5 メート Jν 未満ノ 塘接共ノイ也建

築上軽微ナルモノニ在 リテノ、蛍該官吏叉ハ吏員

ノ:承認チ受 7 第 157燦 乃至 第 163係ノ ;規定 二依ヲ
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第 185ft革 0 t 築物ノ述築、平外車、大修絡叉 ハ大重量

“反チ匁サ Y トスルトキノ、s 築物ノ敷地 チ合車書ス

ル知事又ハ嵐長ノ許可チ受クペジ

第 186ft革 新! 燦ノ 許可チ受ク Y トスル者ノ、左ノ各

放ノ; 事項チ記載 γ !I- Iレ申請書及建築物ノ設計書

く美観地区内 = 於 クpレ建築物ュイ寸テ J 、意匠 二翻

ス断言宣言十番チ含ム 〉チ知事叉 J 、鹿長 ユ提出スペ

ジ

1  建築主ノ伎所及民名 〈法人ナ Jレトキノ、主 具

yν 事務所及名稿文t ュ代表者ノ住所及氏名以下

乙ニ同ミょっ

2  許可チ受ケ Y トスル事項

3  建 築物ノ用途

4  建築物ノ敷地ノ 嵐スル 地域 、地温 叉 ρ 区 域

5  建築物ノ敷地ノ位置及面積

6  建築面積但 γ 敷地内 ユ建築物抗存スルトキ

ノ 、 ｊｬｾノ ｪ 建築 面積 チモ ｾ ｅ ｪ ｬ 捻ス ルコ Ｑ ・

7  工事ノ若手及竣功ノ Ｇ 改定年 ｊｾ u  

8  建築物ノ敷地 炉建築主ノ所宥ユ廊セザルト

寺内 ｊｾ ノ月 ｉｲ 有者ノ住所及氏名

9  述書毎工事詩主主人叉 J 、建築工事管理者チ応メ

タルト寺川 R ノ住所及 E記名

10  計: m: 令W;' 29fl 葉m替ノ事由ア Jν 場 合ユ於 テノ、

ｾノ ｉ ｊ ｝Ｚ 由
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l  西日置闘 ( 敷地境界線、建築線、敷地 ニ楼ス

pレ道路ノ幅員及士吉: 界線、Mt 築物ノ大サ及酉日

程 、方位、 縮尺等チ明示スルコト 〉

2  各階卒園間 ( 各 部 ノ 用 途、 寸 法 、 室 ノ 師

獄、採光面、換気設備、方位、 縮尺等チ 明示

ス2レコト

3  断面図( 述築物ノ高サ 、軒高、階高、床尚、

天 井高 、階段 、基礎、道路ノ幅員、縮尺等チ

明示 スJν コト 〉

4  立面悶( 正面、 背面 、1fl1l面ノ 姿聞及縮尺 チ
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ノ l 叉ノ、2∞ 分 ノl トス

第 188(' 傑 他 ノ法令 ニイ氏、J 許可チ受ゲルコ干チ要

スルklt 築物 ュイナ: m185{際ノ i許可チ受ク ゾ トスル

場合ユ於 テρ 第 186 傑ノ申請官 ニ他 ノ法令ニイた

か許可杏叉 J 、申請容ノ潟チ添附スベ γ

第 ＱＸＶ 係第 Ｘｾ ノ場合ユ於テノ、同 ｩ 燦ノ申請也ユ ｉｉ

築主 ノ建築物ノ敷地 ニ封スル使用十IJ i 限チ訟スペ

当容類チ添附スペ γ

第 189係 前 3 (!傑 ニ規定ス ル モノノ外知事叉 J 、.i5

長 ｊ 、 Ｐｴ築 ニ 主ユ ｦ ｴ ジ強度計算替 、 仕様Ｂ，ｱｾノ イ 也 必

要ナ yレ世類若 ハ闘 商叉ノ、建築材料ノ提出 チ命ズ

ｐ レコト チ ｾｾ会

1  1 3  V J  



第 19偽装 知事叉ハ嵐長賞l ; 185 係ノ許・可チ然ジ タ

Jレト 寺内建築主ニ釣ミ/ 建築許可読チ交付スベジ

君主 191 線 建築許可設交イ寸前: m; 18 6 傑ノ申請書ノ

吉田Z事項叉 ハ 建築物ノ 設計ニ喜盛夏ア リタルト寺

J 、建築主ハ其ノ事由チ具 γ 必要ナルt書類及図面

チ添 ｾ ｩｬｬｬ 滞ナ ク知事叉ハ廊長ニ届 ｴｬ｜ グペジ

第 192線 第 185/1燦ノ許可チ受クタル後工事竣功

ぷ ｉ 第 ＱＸＶＱＱ 華第 Ｓ 成若ハ第 Ｕｾ 乃至第 Ｗ 盟主ノ Ｚ 事項叉

ノ、建築物ノ設計チ境変セゾトス Jν ト寺 ρ 建 築 主

ハ尖ノ事由チ具ジ必要ナ J V魯鮫及闘面チ添 A 知

事叉ハE室長ノ許可チ受苧べ γ

第 193線 第 185傑ノ許可チ受ク !J. I V 後工事竣功

前左ノ各競ノ 1 = 二該営ス Jν ト寺内klf 祭主ハ illl 滞

ナゲ知事叉ハ嵐長ニ届出プペジ

l  第 ＱＸＶ 傑第 ｬ 貌叉 ρ 第 Ｘｾ ノ ［ 事項 ニ鎚 ￯Ｑｦアリ

!J. ! レ干ヨヰ

2  工事ニ者二手ジ都政干キ

3  工事チ中止又ハ ｲＱＱ 止 ｾＡｊＮ ｉ レト者

4  ｾ誌 ＱＸＶ ＯＱ 燦第 Ｙ 君主ニ偽グル者チ定メ ＡｊＮ ｉ レトキ叉

ジ!f. iレトキ

4  ｾ長ノ 他工 事ノ取締上必 要アリト 認ムルトキ

第 198線 建築物ノ工事主主功 γ !J. Iレトキハ建築主

ノ、［率二之チ知 ｾ ｉｾ 又ハ廊長ニ届出デｾノ 使用ノ 許

可乎受クベジ建築物ノ ｬ 昔日ニイ寸工事竣功 ｾＡｊＮ ｉ レ

場合ニ於テ之チ使用セユＯトスルト寺亦同ｾ

，* 199/，傑 知事叉ハ廊長自ir 傑ノ 許可チ銭ジタ Jレト

寺戸 ktt 築物使用許可設チ交付スペ γ

第2∞ 係 長 ｊｭｾ 叉ハ輝、長ハ工事執行ニ闘スル軽微

ナpレ事項 ュイナテハ本節ノ: 規定ニ拘ヲズ> ，: 11段ノ 定

チ銭スコトチ ｱｾｦ

ｾＲＰＱ 線 建築物ノ用途チ主主夏ジテ計l l 1 : 令第3 5係

ノ述築物又ハ知事叉ノ、ｾ長ノ指定スル建築物ュ

充テ ゾトスルト寺内知事又 J 、艇長ノ許可チ受。

べ γ

第 ＱＸＶｦｴ 革乃至前線ノ規定ノイ ￭ｲ ｾ 民ノ場合 ニ乙 チ準

用ス

話 6 r1i m 審判I i 1i l  

ハJ毛ノ住所若ハ民名ユ聖盟主Eアリ担ルト寺 第202{傑 計 ｩｬ ｆＮ令第 ＳＸＯＡ 様第 Ｒｾ 頁ノ規定二依リ損害

訴 ｲｾ 頁第 Ｓ 盟主ニ該営スル場合 ニ 於 テ ρ 共 ノ事由 チ チ補償スペキ場合左ノ各盟主 ノ 1 ::: 該蛍ス Jレ場合

記載スベジ ニ限 Jν

第 19 4{1華 建 築 物 ノ 建 築、移 料、大 修 繕、大鑓夏 l  地 域又 ハ 風紀地恒ノ設定又ハ草壁変ニ基寺量生

叉ハ除却チ銭サゾトスルト寺内共ノ周囲ユ通常 築物ノ使用祭止 叉 J 、建築物ノ主要構造昔日ノ除

ナル仮図チ設グペ γ 但ジ知事又 J 、Ra長 ユ於 テ支 却チ命 ｾＡｊＮＡ レ場合

陣ナジト認、メ許可 γ タルト寺内比ノ限ニ在ラズ 2  風 致地鼠又ハ美淑地区ノ設定叉ノ、事遊覧ニ基

第 195篠 知事 又 ρ 腹、長ハ' l l i ; 該官吏又ハ変良チ γ キ建築物ノ主 要構 造部ノ除却チ命ｾタル場合

テ建築物及建築工事チ 検査 セジム pレコ干チ俳 3  k . t r 築総ノ指定ニ基寺建築物ノ主要構造部ノ

前項ノ場合 ニ 於 テ ρ 蛍該官支叉ハ吏員ハｾノ身 除却チ命 ｾＡｊＮ ｉ レ場合

分チ澄明スペキ詮EE チ携帯スペ γ 4  建 築 線 ニ面 スル建築物ノ壁面 ノ位置ノ指泡

第 196篠 宮内練第 1 ! 頁ノ場合 ニ於 テ建築主、建 築 ユ基寺述築物ノ主要構造協ノ鎚変叉 J 、除却チ

工事務質入、法築工事管理者叉円建築物ノ所有 命 ｾＡｊＮ ｉ レ 場合

者若ハ占有者検査ニ必要ナル犠備チ命セヲレ !l- 5  a 築物ノ尚サ叉戸建築物 ノj敷地 内 ニ存セ V

Jレトキ ρ 之チ抱ムコトチ得ス' ムペキ ZE地= 闘スル規定ニ基当主主築物ノ :主要

員 ￭ｲｾ 民 準備ノ ［ 費用ハ建築 主叉 ρ 建築物所宥者ノ気 構造 昔日ノ除却チ 命 ｾＡｬＭ ｉ レ場合

披トス 第203係 3十l l 1: 令第38{際第 2 項ノ 公 共闘也子川越

第 197{l築 工事中ノ; 建築物左ノ各費量ノ l ニ該営ス 築物所在地ノ市街庄く監ニ在ワテ ρ 』草地 方1'1..)ト

ルトキノ、知事又ハo長ハ工事ノ中 止 チ命ミY 、許 ス

可チ取消ジ英ノ他必要ナル袷置チ命ス ｾｩ レコトチ 第2 0 4線 第 19ft茶乃至第2 7傑ノ規定ハ釦i f {l菜ノ規定

得 ニイわレ損害ノ補償ニ乙チ準用ス 但 γ 第 お{際第 1

1  保 安上危険ト 認ムルトキ 項中同僚: w. ; 1  ｾ民又ハ第 Ｒｾ 頁ノ行銭チ銭ジおか ｈ

2  衛 生上有害ト認ム pν トキ 及同 ｻ隊 第 Ｒｾ 武中Ｚｴｾノ行銭アリ ＡｬＭ ｊｖ 日ト アル ｊ 、 言十

3  計主主令 、 本主主ノ 規定着山本草ノ !規定ニ基当 :ar. 令第381隊第 l 項 ノ規定ニ依リ命 ジ !J. !レ行 錯 チ

テEまスル命令叉ハ乙ニ依リ テ銭ス底分 ニ漣反 完了 γ タpレU トス
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一 舎 報

曾員放正七位大内秀一郎氏

令員大内秀一郎氏昭和 12年 4 月9211 t育た以て逝

去ぜらる淘に哀悼に拠へずまEに照宵吉田存廃た掲げ

;;"Yi みて市意 た表す。

1. 民 11明治25年 9 月24東京府に生ろ

1. 大正 10年 4 月来」友情関大皐工撃部建築嬰科た

卒 業

1 . 同月東京高等工業率干泣住築科講師た喝託ぜら

る

1. 同 11年 7 月同校教授に任ぜ・らる

1. 同 12年 6 月建築研究の然減 2 ク. l f - 欧測に留事

1. 同 8 年 12月同事務 所主，退所

l 同 9 年 5 J l1モ大阪r I i 技師電系局技術部工務 課

修繕係長た命ぜらる

ＱＮ同年 Ｖ 月官 ｴｾＮ 局臨時高速度織選建設部建設課

ヨt務た命ざらる

l 同年 B 月20l i 本協舎に令員さして入令

1. 同 10年 5 月定系局主. 計昔日計理課管繕係長た命

ざらる

J . 同年 10月大阪市電系局技術委員令委員 1... 命ぜ

らる

1. 同 12年 4 月29 日午前 5 時自宅に於て気管支炎

療養' 1' の 之ころ心臓病列1/にて逝去ぜらる享年

46歳

材 料 養 員 曾 ( 第 8 周〕

時 4月22 日午後 6 時40分 - 8 時

月1" ｾ現 ｈ 倶楽郎談話ｾ

出 席 者 幹 事 松久保

委 員 秋 岡 小 川 進 同

l 鍛材に附する講演舎に倒 し常務令よリ斡旋方

申fHあリ 1: ろにイナ協議の結果講師 の選定 姐に

交渉方た松久保幹事に一任の こさに決定

住 宅 蚕 員 曾 ( 第 6 回〉

時 4月3 0 日午後6時30分- 8時30分

所 協合倶集部室

出 席 者 委 員 』笠木 小 林 玉 置

中 野

l 住居説本原硝各委員より提出あり 1: ろにイ寸討

君主す

常 初 盆 ( 第 10回〉

1.l?命ゼ・ らる 時 5月3 日午後 6 時 10分- 7時30分

1・同 13年 11月正七位に 叙ぜらろ 所 建築材料陳列湯川l室

1. 同 14年 6 月欧洲より E訪朝 HJ 席者 連 事 竹腰副舎長

ＱＮ悶 ＱＵ 年 Ｑ 丹東 ｊｦｾ 高等工業率校建築科長た命ｴＡＧ 常 務 弁上主記 小川主詑

らる
'1]/宰主詑 力日間三位計

l 同年 3 月依願菟本官
清水 主計 中村主計

1. 同 15年 4 月 戸岡組に入泣設計部勤務 新名編申ｾ 一 吉岡編約

l 昭和 3 年 4 月都合によリ退社 議 事

1.同 4 年 l リ3阿部美樹志建 築 事務所 に入所大阪 i 倶集。[1宝什器修繕に闘する イ牛

阪急ピ ル第 2 却j被張工事の現 場取替敢に東 京

1宝塚劇場新築工事の現場取替主任た命ぜ らる

ＲＮ 第 Ｒ 旭ケ 正土地 ｾ創整理 組合より住宅博覧令

開催にイナ主催若 11後援方f皮革買のイ午

1  1  5  VI  



3. 火医市民日報社よリ 「腕力強化運動」に隙l し金

参拾図也援助方申越しの件

4. 財閥法人資業主主育振興中央令長 より援助方イ.t<.

組 の件

5. 満洲図昭和製鋼所よリ 懸 賞建築設計問実募集

周知方依綴の件

6. 大分布商校 よリ研究資料寄贈カイ削[ ( の1'1'

7. 令員詮衡

報 告

1. 5月例令: } ! ; : 他 準備報告

都市武装促進委員曾 ( 第 4 阿〉

時 5月4 日午後7時30分ーヲ時

所 建築材料陳列揚i J lJ室

出 席 者 委 員 長 竹 腰

時

幹 事 鳥 井 rlJ i事

委 員 清 水 吉 岡

1. 防空法案に付研究の上建議案作成の1' 1'

矯 州 巡 り と こ 潮 干 狩

5月9 日午前日時一午後7n守30分

ｈｾ 席者 ( 52名次第不同敬肩車盟各〉

中西六ｉｬｾ 三 浦 i't 水野長三I l I I

宮 飼 克ニ 左 谷 陽 充 方問 tfifi 秀

柿原康太郎 島 問 瓦 馨 久保問樋吉

間口 熊市 rjJ 四 一郎 石 垣 忠 男

n! l ! - }貞三 鈴 木 ｾＨｩ｜＠ 今林彦太郎

篠 原 太 郎 大 瀧 竹 治 森 本 政 吉

高岡刺- J UI 奥村丈太郎 鈴 木 孫 市

和 田 友 吉 寺 附 ift. 熊谷泰次郎

佐藤正次郎 松 村 文 甫 五県滞 liJ- f  

大 Ｍ ｉ ｾ 順 三 郎 須賀藤五郎 j 可 村 i't 

卒 尾 善 保 入江千t ; j . 久1IH' 鉱 太 郎

島問義太郎 木 下 謹三 ，'，石 英 男

松 井 邦 彦 上同盟太郎 i i l ' &村変資

2芸 品 宗 治 西 谷 白日 大矛n 衆 衛

ノト板 常男 長津俊太郎 戸 川
tJtげ"，も

山 北保 ｄｾ 槌同志津子 近殿様賀子

z p : 本花子 井 上 喜 美 松 村二 三子

井 上 常

1. 常日天糸晴朗絶好の旅 行 U利なり

定刻午前 B 時に 11集合所に官て 1: る協合倶集

部 室 11 既に満員なろも迎霊長者の銭に出後九? 8  

i時半 さ定め倶楽部主幹事合須賀幹事長中間 、

三浦 、今林吉春幹事の斡旋に より庖! 々同室らIl¥

Vl  1  1  6  

霊堂新大阪ホ テpレ) 在1ll lJに待機の大型 パス 3 皇室に

各員分乗して一日締申戸 に向ひ出雲

1. : i f ; ーに丸懇の改定なる鶴林 寺 迄の途中市中戸市

の入 口及須磨の 海岸 2 ク所にて各 10分間下車

休憩 7むなし午前 I lf侍鶴林寺到着同寺の; 院内に

入リ太子堂尖他 の保諮建造物i二千j て 入 会 見

皐

1 . 次で同寺1J?習をし尾七請申請士の境内にある キ自主主の

松 J H也の名松司I ? D: しつつ 、高砂の海岸に出て

かすよ安茶広に入リ休惣時 に正.午

1 . 是に於て須賀幹事長よリ本日の催しに付扶拶

わり絡って一行 11笠食後 3 時迄潮干狩に打興

じれ リ

1. 午 後 3 時パス 3 牽 に 分 乗に して出稼

高砂キ自主主の松

石 の 変 殿

曾 根 の 松

等た順次見撃し曾根天満宮門 ｾ￭ｬ にて記念微量 ｾ ＢｴＮｲＮ し

向比所にて須賀幹事長より見謬終了の放拶わりて

一行鋳途l二着〈

途中明石にて 10分休恐夫れよリ一時朝" ピルに

締り散令時に午後 7 時40分

本日の催し 11倶禦昔目安幹事令幹事各位の御 斡 旋

によるも のにして葱に結く多謝する L のなリ

建築材料新製品設表曾

時 5月10 ｾ ， 午後 Ｖ 時 ＳＰ 分 ＭＹ 時

所 朝日倶築昔日集令室

出席者 ( 40名次第不同敬務略〉

' 1 ' 西六郎 矢 野 藤 一 1:i. 谷 陽f充

zp: jj 主 図 雄 柿 原 際*oll '1
J 凶 - I l I I

大 森一太郎 小 川 陽 苦 佐詩型武雄

鈴 木 ｾＱｩＧ｜＠ 市福 井 用面 今林彦太郎

抑川 新一 A 勉清凶DB 小西 ー叉

鈴 木 孫 市 羽田 主主技 中 村 政一

安 岡 則 世 大 村 春 方 木 烏 健 一

矢 野 七 郎 杉 浦 巴 酒井勇三郎

野湾幸三郎 細 江 利 足 高ｼ荻信幸 ｾｄｲｬ

高 木 登 近藤郷次郎 八 尾 事E

伴 仲 信 次 官島本正太郎 卒 川 良 質

松 本 正 春 阪 弁 貝IJ夫 浅 間 有

近H豪商広良 竹中工務盾員 松村組広氏

1. 午 後6時30分聴講者30名位すよろ1 ， IJ/1令

先づ今林陳列場幹事長よ リ水協令 陳列場 11従



* 建築材料る陳列し之た公開して英宣{事茶イ也

に努力致しましれが今後 11本タ の虫日告新製品

の後表舎なる ものか度々 閲 告皮本タ第 1 固た

聞いれのであります云々さ関令の挨拶1訟法べ

衣でf J 昭 ライト 工業株式令社専務取締役川勝

隆一民主p紹介す同氏登座「日 U? g ライト板に就

いて」の底下に日昭ライトの名稀の起因より

説 き走塁し 11待聞に亙る長講演わり次で 7 時間

30分間合員士技師良築士藤間一雄氏登庇「日開

化粧板試験方法に就いて」 の組下にて B 時 議

減絡了

夫れより今林幹事長座長ぜなり下記事項に付

聴講者の批列島なす

( 1)  11 昭化粧板の建築材料さしての凡透

( 2) 製品に就いての批剣

イ、色 彩

U  、模 様

ノ、 、寸

ニ、償

法

絡

ホ、施 行 方 法

( 3) 用途に就いての意見 時

1. 右終って今林幹事長より講演者に到し本タ の ・ m

立 問 秀 夫 高橋 直喜 大 島 森 厳

卒 川 良質

1. 午後 7 時小笠原設備委員長より関舎の鮮わり

次で講演者鈴木 義一 民主p紹介す。

鈴木氏演lfl に立ち左の演 題の下に 2 時間自主に

亘ろ有盆なる講演わ リ。 ( 詳細 11 7 月獄舎誌

に掲載の改定〉

大阪市 の下水施主主施設に就いて

α ｬ ←築物さ下 Ｗｾｾｬ さの ｩｬｩ 絡 、 在来の

深化槽の. &1.11:等〉

大飯市水道官目下水課長

工 率 士 鈴 木 義 一 氏

し衣で線、講者よリ 二 、三の質問わりて後小笠原

委員長より講演者に封 L 筋〈謝続可P注ベ一向

拍手ら以て 之に 和 し誠意 た表 し解散す 、時に

午後九時過なり。

ＱＮ 本タ の 催 ＱＱ 主さ して設備委員合委員各位 の ｩｾ ｐ

斡旋によるもの にしてまE に多謝するも のな

銭 材 に 関 す る 岡 町 演 曾

5月 12 日午後7時 - 9時

朝日倶集部集令室

謝僻1. J e述べー悶 11拍手た以て説f-;{また茨 し解散 出席者 ( 49名次第不同敬穏健各〉

しれり。時に午後 9 時

1 . 本タの催し 11陳列場幹事諸氏の御斡』をに よる

ものにして蕊に多謝するも のなリ。

大阪市下水に闘する 爺演 曾

時 5月 11 日午後7時- 9時

所 朝日倶楽部集合室

出席者 ( 43名次第不同敬務目的

中西六ｊＺｬｾ 三 浦 114. 川 合 安卒

星 日E 文 荻岡英之助 左 谷 腸 充

橋本 政一 酒井勇三郎 大森一太郎

小川 陽 吉 村岡忠、奥 佐 法 武 雄

中川 了 文 昆 主主 主E 森 島 知f夫

小笠原鮮光 荻野 賀ー 尾亀 清四郎

.fJe垣 究 川 村 茂一 伊藤幸太郎

鈴 木 孫 市 中 村 政 一 夏秋留次郎

間村 信一 市品同 政 治 松久保 敬三

時守井 敏克 米 倉 威 夫 利 回 友 吉

久 間 ] [ 音 i飽 邦 ー 中 間 1孟

大株限陶式業合枇

大丸家具

市古 別 之

装 飾 音11

河湾喜之助 溢 谷 経久 高阪信次 郎

中西六ＡＡ ｾ 糸井直太郎 川 合 安卒

矢! f' if泰一 竹 腰 健 造 右 岡 常 雰

遊間泰治ll[i 中 川 了 文 右京本猛次

池村元之助 尾亀清 回目[i 加 岡 安 彦

新 名 積夫 杉本忠、勝 鈴 木 孫 市

桶問 主主校 松久保敬三 増 井 敏 克

山岡 英 男 山口儀三郎 米 倉 威 夫

和 問 友 吉 佐 勝 正二 森 本 治一

瀬川 庄 三 |河本 忠、行 佐野 一 義

伊東宗太郎 森 島 輝 夫 i能 邦 ー

岩 井 正 明 主県 j禁 む干 大 村 泰 方

和悶次郎市 楠 瀬 淑 竹 中 膝 右 衛 門

山 添 繁 厳 大袋丸家飾具音E 前向f中右衛門

原 岡 千 歳 溢 谷 経 久 吉 村 克 透

高阪信手 ｾ ｒｬ￭ 武 井 徳 松 上 西 威

亀岡 二郎 f判中 信手: 卒川 英軍l

栄 子 秀 男

1. 午後 7 時竹股副合長よ り閲舎の僻を述べ次で

講演者泉本勇之助氏の餓工業界に 於 げる憾威

に付紹介する所わり。
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宅たで栗本氏演穫に立ち左の演題の下に 2 時間

に亘る有金なる長講演わリ。 ( 詳細 117月放令

誌に 掲 載の改定〉

「織材に就いて」

株 式 令枇 栗 本 鍛 工 所 枇 長 採 本J g 之助氏

1，令民主り 質 問わ リて後中西主P .E一同た代表し

て講演者に 日丁重なる謝解る述べ一 同拍手た以

て之に利し謝意た表し解散しれり 、時に午後

9時。

1. ; ドタの催 11材料委員合委員諸民の多大なる御

斡旋によるものにして蕊に多謝するものな

激 化 曇 員 曾 ( 第 4 回〉

時 5月 13 日午後6時30分一B時

所 協合倶集部室

:H席 者 委 員 長 永 潔

時

m 

幹 事 篠 原

委 員 伊 米 熱 海 坂 本

鈴 本

1 . 郷土古建築の研究調査の件

ｬＮｾ持習合開催のイ牛

1 . 建築後弟調査の件

災害燭度委員曾 ( 第 5 回〉

5Jl 14 日午後7時一 10時

協合倶築官官室

出席者 委員長 渡 部

幹 事 黒 岡

委 員 谷 '1' 烏 楓 IJ

山 岡 胤 4易 竹イと

同 川 西 島 2f ' - 野

擦 問

協議事項

1. 地質調査に闘し旭水道工業所酒井|後IlI i民ル招

告総談するこ z 。

1 . 定例日た毎月第 2 火曜日に総支するこ さ。

1. 餓骨、餓筋コゾゲリート工事標準示方'，1，t検討

の匁め下託研究合た設げ研究するこさ。

標準示方審研究舎

委 員 主 査 山 田

浅 野 県 問 竹 花

期 IJ i度 郎

1. I:J本 市 2レトヲゾドセメ ゾ l、同業モドt 他11}j 火 j坐

A 舎 援助のイ牛

V 1  1  1  8  

1 . 資料蒐集に胸するイヰ

l 熔接工技繍試験に制するイヰ

ＱＮ 主 主綴 鋸屋根に当討する風懸の分 布状況 謝査 Ｑｾ に

際]するイキ

都市計. 委員曾 ( 第 7 同〉

H寺 5 .FJ 20 日午 後6時30分一 10時

月「 協令倶楽部室

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 加 知 村 井

委 員 亀 井 吉 間 企j 坂

1. 亀井委員より第 l 間金園都市美協議令にI l ¥} 市

しれる概況に付報告の件

ｬ 住宅経皆 吉都市計ｩｬｬＺｾの闘 係にイ ｊ 協議

ＱＮ住 宅経毛筆ｾ公金企業 ｚ してなす場合の資料Ｎ｜Ｇ｛

集に闘し協議

常 務 曾 〈第 11同〉

時 Ｕ 月 ＲＴ 日午後 Ｕ Ｑｾ Ｔｏ分 ＭＸ 時 ＴＰ 分

所 述築材料陳列場J ! IJ 室

出者1市 理 事 松本国11令長

監 事 波 &11.監事

常 務 弁 ー 七 主 ｾ ･

ＧＱ Ｇ Ｑ 事 主 ｾ ｅ

樋口 主詑

清水主計

新名編 輯

吉岡編斡

激化委員令 篠原幹事

議 事

1. 6月例令共他 ニ附ス ルイキ

ノト)11主詑

中西主 ｾｅ

)} [ 1国主計

伊藤編船

堀口編総

Ｒ 毛主化委員令ヨリ建築後弟調査 二 闘 γ 経費 支 ｮ ｾ

カ要求ノ件

3. 教 化委員令 ヨ リ郷土古建築ノ調査研究 ニ閥 γ

経質支 出力要求ノイFド

4. 2l 文化委員合ヨリ建築講座開設及経質 文U!， 力安

求ノイ. *

5. 災害強度委員合ヨリ主u賀鋸屋根 ユ封ス pレ風館

ノ分布状況調査旋支出方要求ノイ牛

6. 災害強度委員令ヨ l} 熔接工技f雨試験コ除J γl i H

究費支 出力要求 ノイ午

7. 災害強度委日令 ョ リ後テ提出ノ地質調査= 側

ス ｊ レ経 Ｑ 注文 ｮｾ ブ ｊ 他促ノ件

8. 都市計・説委員令 ョV 全圏一都市 間組合議事務局

八回停案報告ノ件



ワ助手製本利代俳草花願 ILII，ノイキ

10 令員詮衡

報 告

1. 4) 1 分合計報告

2. 建築懇令長ヨリ建築法規改j f . ユ闘ス ル建議ノ

件遜知

3. 5j j 他物終了報告

4. Ｚ第 ｬ 同会園都市美協議令 ｈｾ 席］イナ機況報告

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

石橋逢子守君 兵庫版武庫郡住吉村自主新岡 939

( 株式令祉鹿島正Il )

j(J 林1 M!三Jl [1君 府下大津町ド傑808ノ 11 助松{主

宅地( 竹中工務活〉

水野 111照 雄 震 旭ｾ北清水町 ＱＱＱ Ｘ ( 大阪市吹都

島工業率校〉

添同j f . - 君 兵庫j際武庫君sqfl 尾村内政烏甲陽

湛( 大林組設計部〉

村 烏 彩君 北区北扇町J 文化祭: ! t 18室 ( 大阪

市役所管繕謀〉

社澱 三郎君 奈支市法蓮町753 ノ7 ( 大阪市役

1ヲf)

利 阿 倍 夫 君 西宮市津門字仁塗1 O ( 東畑建築

事務所〉

金 弁 ヰ準君 北監堂島詰電通4丁目須賀商合内

( 株式合社須賀商令〉

小 杉 怒ー君 神戸市灘監畑原 ｾＳ ノ ＲＷ

開 III 正君 紳戸市灘区上野遜Bノ833新繁華芸

内 ( 大阪府述築課〉

岡 森 信 夫 君 住吉区丸山遜2 ノ53 ( 株式合枇

松村組〉

武 ｉ ｾｉｉ 秀治君 東成区林寺町 188 ( 大阪府修繕

課〉

Il I'L1 岡村!i; - i1li 君 府下守口町土居283( 大阪府修繕

課〉

恥i 符 J青君 府下泉南郡阿尻村嘉鮮寺866( 株

式合枇松村品且コ

細川 笹市君 待>>1) 賛助員ヨリ時株

宮 崎 務 市 君 住吉広天王寺町2693苗代アパー

ト( 今宮職工祭校〕

村尚 fi{q- ' 君 火 1円混雑波島田J l ノ 62( 神岡越築

事務所〉

八 谷 信 雄 君 紳戸i ' 1j ' 北長狭遜 2 了討須賀i ! li 令

内( 株式含批須賀商令〕

111之 内主ー君 紳戸市灘底灘北遁7ノ68( 餓道省

紳戸l l Z 瓦事務所〉

吉 岡 清二君 北区堂島滋遜 4 丁目須賀商令内

地 方 曾 員

jJ 日藤得三郎君

I幸 町' 誠 君

主主 山 時雄君

特 別 賛 助 員

熊木 j f . 明君

(1井 正 朔 君

高 橋 清 一 君

同 '1] 祭 ー君

普 遍 賛 助 員

1m藤 健 吉 君

小林賢三郎君

阿川善兵衛君

岡 村 幸一君

高岡善三郎 君

東 方 紙 遊 君

林 間 信 次 君

期 春 司T君

小 森 樹 君

三 打li JE義 君

( 株式令祉須賀商令〉

東京市板橋僅練馬向山町 1612

( 東京工業大祭建築拳数室〉

和歌山市片岡町 l ノ1 ( 松生院燭

貸本堂修理事務所〉

高松市中野町378( 自轡〉

北監天紳橋筋 l ノ77( 蹴苧務〉

北区紳 111¥lf[ 1朝 H スレート株式

合社

紳戸市茸合笹熊内町3了 tj 68ノ2

( 建築材料商〉

兵庫j際武庫郡住吉村人甲同 693

〈理研鋼材株式令祉大阪出張foJ f)

旭区嶋野町3∞ ノ410 ( 大阪市役

所用地課〉

西淀川区大和岡町613( 鶴谷建築

事務所〉

奈 頁l際高岡町 ( 大阪市役所修繕

諜〉

住吉区相生遜 l ノ76 木下漉磁方

( 吉井建築事務所〉

紳戸市湊京区古湊遁3 ノ6 く建 築

材料商〉

神戸市林同区腕塚町3 ノ145

紳戸市須磨区水笠通2 ノ140 ( 建

築誇質業〉

紳戸市林間区一番町可ノ 7 olt 具

製造業〕

岐阜県系稲紫釈各務原川崎飛行機

工場大林組出張所 〈株式令批大

林 組〉

料戸市林同区重池町 l ノ148 ( 1m 

工務広〉
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村 岡 篤 君 紳戸市林岡盛大道活 1丁 目 畑 工 1ν 

務広 内 m本 修 君 兵庫膝川溢郡多岡村新岡

森 本 1ft. 君 品中戸市街熔底究T月号寺町2 ノ79( 大 施 鳥 埼守三君 南箆問屋町27

阪餓道局工務課〉 吉 村 孝 義 君 住吉毘播摩町西 l ノ22

逗 曾 者

石 井 長 夫 君 華北市東門 l町19 1

ノト非公 勇 君 兵庫県系武庫郡精道村打出字階悶

曾 量2
26 

木1It 寅 治 君 竹中撲太郎君
高 橋 誠 義 君 兵庫l膝武庫郡鳴尾村内政，1 J ，2 S

地 方 曾 員
地 方 曾 員

森 山 伊 翠 君 三浦 末 吉 君
笠井駒之助君 天王寺包茶臼山町76

普 温 嘗 助 員
山本膝次郎君 長崎市諏訪町43

和 泉 了 一 君 河 津 乙 松 君 上問官之助君
大 谷 勃 君 戸畑市小芝町3丁目

西口巴一郎君 吉 川 修一君
松 井 宗一君 東京市淀橋区西大久保3 ノ9

菊 池 辰 繍 君 鹿島市三篠本町 l丁目 859 ノ l

穂 居 穂 勘 村 野 威 夫 君 兵庫j際武庫郡精進村蔵庭毛1 ' - i 金

曾 員

880 

字都宮邦土君 沼岡市新l湖町79

特 別 賛 助 員

健 尾 幹 雄 君 東淀川区十三荷 之町2 ノ90 ノ2小

吉 岡 清 春 君 向淀川原イ岡田[ 199

川留吉方

普 温 賛 助 員

八 尾 文 巌:君 住吉w. ; . 問主昼間之問[ 7ノ43

丸 花 オ 治 君 時f F北河 内郡凶線吸村総 1157

7号 烏 務 君 堺市北京町2了 61 向陽ア 月一ト

'1'野 ;1' 11男君 '1' 重彦氏関青島市博典路第4奴

勉 if liJ 弘君 和歌 Ｑ ＱＮ Ｑ 腕伊都郡 ｾ Ｎ Ｂ ｦｦ 良村 ￬ｩｩ ｦ 村 ＱＳＳ
吉 川 秀 夫 君 問 Ｑ おｾ玉 ｉｉｾＪ 遜 Ｑｔ ｾ Ｑ 若 松 ｊ 、 。

近藤創次郎君 布施市高井岡町 1162 ( 電小限

ス

911)  

吉 津 千 吉 君 東 京市芝鼠岡村町 2 ノ 15 佼阪 ピ

必H友 弘 美 君 住吉bfk小l奴阻む町 3丁 目 郊 南 祭

Jレ新築場竹 '1' 工務} ; ! i 出張所

高橋健三郎君 尼崎市長洲字南畑62

奥 田 孝 作 君 長野市鐙紡長野工 ｊｾ￡ｕ 築場竹ＧＱＧ

坪 内 英 雄 君 Juljl 奈川蹴j珠湾HIfJ ;r土2主1167

工務} ; ! i 11: ¥張所

鳥 越 支ー 君 京淀川直元今里北通2 ノ24 ';!:f jji奈

問 中 準君 大Ｚｩｬｩ市 ｱ ｬＤ総 ｾＲ ノ ｩ

方

宮本健次郎震 那瀬市松ｩＱ ｉｐｉ｛Ｒ ノ Ｕ ｊＨ 沖 縄阪 ｾ Ｍ ｉＺ

山本宗一郎君 西成直後通5 ノ5 '1
J

烏脳三郎方

フ!<:ii果〉

杉 山 七 厳 君 京都市上京包猪熊丸太町下 pレ待

死

賢小事校鹿島組作業場内

亡

佐詩聖武雄君 佐吉区天王寺町3377 禽 員

坂本美太郎君 北庖来野 岡町3 ノ19 大内秀一郎君 昭和 12年4月29 日逝去

杉 本 正 一 君 堺市北三 園ク丘町551阪 lド方 普 温 費 助 員

瀬 川 久 維 君 尼崎市紳問中沼6 ノ228 須 ぷ 徳 朗 君 昭和 12年5月2 B逝去

関川忠、之助君 京阪沿線枚方東口旭ケ丘 ( 諜 んで哀悼之意た表す J

津 間 敏 雄 君 ( 事務所〉京区淡路町3 ノ600場 ピ
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イヌ 建築運動 11.一つの様式運動であリ 文 化運

動である。かのセセ Y γ ョ:YJCl t築思想 11. 大与の

雨i簡の如く全世界かうるほし建築文化の正しu、

将来が約束され ＱＺ ょう ＱｾＭ つに。 目覚しい蹴準 が

築 tJ ? ｾ思想的に政治的に 、 その 閣 の 動向 の て Ｂ｟ｺｉｬｩ ｂ

下に於くに到つれかの如 くである。

{::( 1ご田が この時に蛍って 正い、建築霊堂展の? こ

めの理論さ 資残tJ ?存する 園家、国民こ そ幸福で

ある。

こ、に集められ7; 12重なる論文はすべて尊 敬

する 我等の先輩のI血肉の闘争記録である。我々

Ｑ ＱＮ 先輩戦士 の 戦 。の 跡ル Ｗ こどリ深く現代た批 ｾ ｊ

し以 て今後の主I.t築主E動のよ告 指導容さ なし1: ¥， 、

さ思u、。

多↑ 古なる職務の余暇たさき待に本誌の1: めに

先程言者氏の努力 に よってなされて 、婆術さして 寄稿下さいましれ 山間守氏 、木野精吾氏 、中尾保

の建築料事さし ての建築ド ー元的に讃えされ、 氏、上野伊三郎氏、新名種夫氏 .竹村新太郎氏 、高

建 築 11 . 本来の正しい軌道に蹄リ 、図際建築の系 橋洛男氏 、西山卯三 民、市浦健氏 、芦浦義雄氏 、熊

淫が日増しに生長しれ のであつれ。 井安義氏 、仮烏猛夫氏に、深 く感謝致 します 。

(::( Ｑ ごが時 Ｑ ＱＮ移 り ｬ 肘目 Ｑ ＱＮｾ つ ＱＺ 。思想 Ｑ ＱＮ f倍集 会 六 月初') :8[ 11. 太陽 11. 美 し し 若 葉の級 11.我

た低回し、建築謹動は その霊祭た波し去っ1:。 の々希墓古l ?fr吾る。

全世界が準戦時短制たさ って無. A! l . 味? ょ崎燃が 待斡盟主 U 建築文化運動。 た主主り出し言者氏 さ共

つのって行く。各国がこ のかみの自 由主義的色 にift 除に建築たそ してその主主動や考へる機舎 た

彩た捨て 、何時さはなく園民主義 傾向 tJ ?主主 [ y建 得 1: こさえF呼ぶものであ る。( 和国〉

建 築 巴 枇 曾

第 20 斡第 6盟主

毎月 l 回 l 目 安 行 定 償 1加 50銭( 郵税 3 銭〉

12j lO'  6 悶( 同 36 銭〉

昭和 12年 5 月2 5 日印刷 昭和 12年 6 月 l 日毅行

霊堂行 ・編総 ー

印 刷 人 小 板 常 見

大阪市北匿朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 大 石 堂 印 刷 所

大阪市北区玉江町 l 丁目 11番地

置 を 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日 ピPレ

電話歯 jt 滞 (23) め01脊 ( 9)

指替口座ｾ阪 ＳＹＹＷＵ 香

特約販受庖 柳 々 堂 書 ・ JJj

大阪市西区点町掘現子板橋 西

電 話 土 佐 掲2440香

結替口座央阪2084替

禁 轄 載

本塁走に掲載ぜるも の11.、 一 切これか無断 lこて

勝戦し又11. 単行本に上梓その他の複製行震 か

なすこさえp禁ず。

慶 告 掲 載 料 金

普 遜 I 1 頁 I 1 回 15.∞ 

普 遁 |  占頁 I  1 回
8∞ 

寺 前副 都 ｊ ι 竺 ｟ｉ ｟｟Ａ｟ 竺 ｟ｉ ｾ 旦 ー

も… 戸 じ豆ーヒ 竺 ｟ｉ ｾ 竺 Ｍ
Ｒ 阻量ふｼ二王 ｼ 二王 ｉ ｾ 旦 Ｍ

ア ー ト
占頁 1 回 勾∞

. 11' 揃)

表 紙 2  l 頁 1 図 印∞

表 紙 3  l 頁 l 閲
45∞ 

表 紙 4  l 頁 1 回 切.∞

.却叩
建 築 事 務 所 鍛 い 旬 lいi 回 I Iω 

( 唱雌叩築醐… 醐

届康奇告掲載御申込 lは主ヌ本k舎へ直援願ぴます o

本誌購讃御注文 11 . すべて前金で本合直接叉は

特 約腐へ . 仮魯貯金叉11. 1事替で御扮込た願び

ます。郵券代用 11. 一割増、代金引擦はお断 リ

致します。

1 2 1  VI  
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